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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　計時手段としてのリアルタイムクロックと、
　前記計時手段の計時に応じたデータが所定条件を満たしたときに、遊技演出における音
声出力装置から出力する音を変更する出力音変更手段と、
　前記計時手段の計時に応じたデータが前記所定条件を満たすより所定期間前の予告演出
実行時に、遊技演出における前記音声出力装置から出力する音の変更を予告する出力音予
告演出を実行する予告演出実行手段とを備えた
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　予告演出実行手段は、遊技演出の状態に応じて出力音予告演出を実行可能である
　請求項１記載の遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の遊技を行うことが可能な遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機として、遊技球などの遊技媒体を発射装置によって遊技領域に発射し、遊技領域
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に設けられている入賞口などの入賞領域に遊技媒体が入賞すると、所定個の賞球が遊技者
に払い出されるものがある。さらに、識別情報を可変表示（「変動」ともいう。）可能な
可変表示装置が設けられ、可変表示装置において識別情報の可変表示の表示結果が特定表
示結果となった場合に遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御可能になるように構成さ
れたものがある。
【０００３】
　特定遊技状態とは、所定の遊技価値が付与された遊技者にとって有利な状態を意味する
。具体的には、特定遊技状態は、例えば特別可変入賞装置の状態を打球が入賞しやすい遊
技者にとって有利な状態（大当り遊技状態）、遊技者にとって有利な状態になるための権
利が発生した状態、景品遊技媒体払出の条件が成立しやすくなる状態などの所定の遊技価
値が付与された状態である。
【０００４】
　そのような遊技機では、識別情報としての図柄を表示する可変表示装置の表示結果があ
らかじめ定められた特定の表示態様の組合せ（特定表示結果）になることを、通常、「大
当り」という。大当りが発生すると、例えば、大入賞口が所定回数開放して打球が入賞し
やすい大当り遊技状態に移行する。そして、各開放期間において、所定個（例えば１０個
）の大入賞口への入賞があると大入賞口は閉成する。そして、大入賞口の開放回数は、所
定回数（例えば１５ラウンド）に固定されている。なお、各開放について開放時間（例え
ば２９．５秒）が決められ、入賞数が所定個に達しなくても開放時間が経過すると大入賞
口は閉成する。また、大入賞口が閉成した時点で所定の条件（例えば、大入賞口内に設け
られているＶゾーンへの入賞）が成立していない場合には、大当り遊技状態は終了する。
【０００５】
　また、そのような遊技機では、特定の時刻に特定の遊技演出を実行可能に構成されたも
のがある（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に記載された遊技機では、時計回路が
出力する時刻信号に基づく時刻データが、ＲＡＭに記憶する時間帯データの範囲内である
か否かを判断する。そして、時間帯データの範囲内であれば特定現象の演出を含む遊技演
出を実行し、範囲内でなければ特定現象の演出を除いた遊技演出を実行するように制御す
る。
【０００６】
　さらに、そのような遊技機では、特定の時刻にリーチ発生確率を変更可能に構成された
ものがある（例えば、特許文献２参照）。特許文献２に記載された遊技機では、電源投入
時を基準とする経過時間を計測するためのタイマの計測値が所定の設定値以上となったと
きに、リーチの判定確率を調整する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１０２９０５号公報（段落０１０６－０１０８、図１７）
【特許文献２】特開２００３－２７５４０８号公報（段落０１００－０１０４、図６）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、所定条件を満たしたときに遊技演出における音声出力装置から出力する音を
変更する場合に、あらかじめ遊技者に予告することができる遊技機を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による遊技機は、遊技を行うことが可能な遊技機であって、計時手段としてのリ
アルタイムクロックと、計時手段の計時に応じたデータが所定条件を満たしたときに、遊
技演出における音声出力装置から出力する音を変更する出力音変更手段と、計時手段の計
時に応じたデータが所定条件を満たすより所定期間前の予告演出実行時に、遊技演出にお



(3) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

ける音声出力装置から出力する音の変更を予告する出力音予告演出を実行する予告演出実
行手段とを備えたことを特徴とする。
　予告演出実行手段は、遊技演出の状態に応じて出力音予告演出を実行可能であるように
構成されていてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１記載の発明によれば、所定条件を満たしたときに遊技演出における音声出力装
置から出力する音を変更する場合に、あらかじめ遊技者に予告することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】パチンコ遊技機を正面からみた正面図である。
【図２】遊技制御基板（主基板）の回路構成例を示すブロック図である。
【図３】中継基板、演出制御基板、ランプドライバ基板および音声出力基板の回路構成例
を示すブロック図である。
【図４】リアルタイムクロックの構成例を示すブロック図である。
【図５】遊技制御用マイクロコンピュータが実行するメイン処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図６】遊技制御用マイクロコンピュータが実行するメイン処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図７】２ｍｓタイマ割込処理を示すフローチャートである。
【図８】特別図柄プロセス処理を示すフローチャートである。
【図９】特別図柄通常処理の一例を示すフローチャートである。
【図１０】特別図柄通常処理の一例を示すフローチャートである。
【図１１】演出制御用マイクロコンピュータが実行するメイン処理の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１２】告知内容設定処理を示すフローチャートである。
【図１３】告知内容設定画面および操作ボタンの例を示す説明図である。
【図１４】告知演出情報の例を示す説明図である。
【図１５】コマンド解析処理の一例を示すフローチャートである。
【図１６】デモ表示プロセス処理を示すフローチャートである。
【図１７】デモ表示開始処理を示すフローチャートである。
【図１８】デモ表示中処理を示すフローチャートである。
【図１９】演出制御プロセス処理を示すフローチャートである。
【図２０】プロセステーブルの構成例を示す説明図である。
【図２１】変動パターンコマンド受信待ち処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２】変動パターンコマンド受信待ち処理の一例を示すフローチャートである。
【図２３】大当り図柄決定用テーブルの例を示す説明図である。
【図２４】飾り図柄変動開始処理の一例を示すフローチャートである。
【図２５】変動パターンコマンドで指定される変動パターンに応じて選択される飾り図柄
変動用のプロセスデータの例を示す説明図である。
【図２６】飾り図柄変動中処理の一例を示すフローチャートである。
【図２７】飾り図柄変動停止処理の一例を示すフローチャートである。
【図２８】大当り表示処理の一例を示すフローチャートである。
【図２９】ラウンド中処理の一例を示すフローチャートである。
【図３０】ラウンド後処理の一例を示すフローチャートである。
【図３１】大当り終了演出処理の一例を示すフローチャートである。
【図３２】可変表示装置において実行される告知演出の表示例を示す説明図である。
【図３３】可変表示装置において実行されるオールマイティー図柄を用いた飾り図柄の変
動表示の表示例を示す説明図である。
【図３４】可変表示装置において実行されるカップル図柄を用いた飾り図柄の変動表示の
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表示例を示す説明図である。
【図３５】告知演出の実行タイミングを示すタイミング図である。
【図３６】飾り図柄変動における図柄変更の実行タイミングを示すタイミング図である。
【図３７】外部装置を接続してリアルタイムクロックの設定処理を行う場合の接続例を示
す説明図である。
【図３８】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合の演出制御用マイクロコンピュータが実行するメイン処理を示
すフローチャートである。
【図３９】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合の告知内容設定処理を示すフローチャートである。
【図４０】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合の告知内容設定画面および告知条件設定画面の例を示す説明図
である。
【図４１】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合の飾り図柄変動停止処理を示すフローチャートである。
【図４２】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合のラウンド後処理を示すフローチャートである。
【図４３】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合の大当り終了演出処理を示すフローチャートである。
【図４４】告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変化
させるように制御する場合の可変表示装置において実行される告知演出の表示例を示す説
明図である。
【図４５】図柄変更予告演出を行う場合の変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフロ
ーチャートである。
【図４６】図柄変更予告画面の例を示す説明図である。
【図４７】第２の実施の形態における変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチ
ャートである。
【図４８】第２の実施の形態における飾り図柄変動開始処理を示すフローチャートである
。
【図４９】第２の実施の形態における可変表示装置において実行される５列の図柄列を用
いた飾り図柄の変動表示の表示例を示す説明図である。
【図５０】図柄列を５列に拡張するとともに１列当りの図柄列に表示する図柄数を３図柄
に増加した場合の可変表示装置において実行される飾り図柄の変動表示の表示例を示す説
明図である。
【図５１】第３の実施の形態における演出制御用マイクロコンピュータが実行するメイン
処理を示すフローチャートである。
【図５２】第３の実施の形態におけるホール導入日設定処理を示すフローチャートである
。
【図５３】第３の実施の形態における表示態様変更処理を示すフローチャートである。
【図５４】第３の実施の形態における予告実行判定処理を示すフローチャートである。
【図５５】第３の実施の形態における変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチ
ャートである。
【図５６】第３の実施の形態における変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチ
ャートである。
【図５７】第３の実施の形態における飾り図柄変動開始処理を示すフローチャートである
。
【図５８】第３の実施の形態において可変表示装置における表示態様を変更する場合の表
示例を示す説明図である。
【図５９】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチャートである。
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【図６０】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチャートである。
【図６１】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチャートである。
【図６２】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチャートである。
【図６３】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の変動パターンコマンド受信待ち処理を示すフローチャートである。
【図６４】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の飾り図柄変動開始処理を示すフローチャートである。
【図６５】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の可変表示装置の表示例を示す説明図である。
【図６６】複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場
合の可変表示装置の表示例を示す説明図である。
【図６７】複数の制御手段を用いる場合の中継基板、音／ランプ制御基板および図柄制御
基板の回路構成例を示すブロック図である。
【図６８】稼動期間別演出選択テーブルの例を示す説明図である。
【図６９】曜日別演出選択テーブルの例を示す説明図である。
【図７０】プロジェクト実行情報テーブルの例を示す説明図である。
【図７１】プロジェクト予告情報テーブルの例を示す説明図である。
【図７２】告知情報テーブルの例を示す説明図である。
【図７３】告知情報テーブルに従って告知演出を実行する場合の可変表示装置の表示例を
示す説明図である。
【図７４】特別演出情報テーブルの例を示す説明図である。
【図７５】特別演出情報テーブルに従って特別な演出を実行する場合の可変表示装置の表
示例を示す説明図である。
【図７６】特別演出情報テーブルに従って特別な演出を実行する場合の可変表示装置の表
示例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態を図面を参照して説明する。
【００１３】
実施の形態１．
　まず、遊技機の一例であるパチンコ遊技機の全体の構成について説明する。図１はパチ
ンコ遊技機を正面からみた正面図である。なお、以下の実施の形態では、パチンコ遊技機
を例に説明を行うが、本発明による遊技機はパチンコ遊技機に限られず、スロット機など
の他の遊技機に適用することもできる。
【００１４】
　パチンコ遊技機１は、縦長の方形状に形成された外枠（図示せず）と、外枠の内側に開
閉可能に取り付けられた遊技枠とで構成される。また、パチンコ遊技機１は、遊技枠に開
閉可能に設けられている額縁状に形成されたガラス扉枠２を有する。遊技枠は、外枠に対
して開閉自在に設置される前面枠（図示せず）と、機構部品等が取り付けられる機構板と
、それらに取り付けられる種々の部品（後述する遊技盤を除く。）とを含む構造体である
。
【００１５】
　図１に示すように、パチンコ遊技機１は、額縁状に形成されたガラス扉枠２を有する。
ガラス扉枠２の下部表面には打球供給皿（上皿）３がある。打球供給皿３の下部には、打
球供給皿３に収容しきれない遊技球を貯留する余剰球受皿４と遊技球を発射する打球操作
ハンドル（操作ノブ）５が設けられている。また、打球操作ハンドル５の上方には、遊技
中に遊技者が操作するための操作ボタン１２０が設けられている。また、ガラス扉枠２の
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背面には、遊技盤６が着脱可能に取り付けられている。なお、遊技盤６は、それを構成す
る板状体と、その板状体に取り付けられた種々の部品とを含む構造体である。また、遊技
盤６の前面には、打ち込まれた遊技球が流下可能な遊技領域７が形成されている。
【００１６】
　遊技領域７の中央付近には、所定の始動条件の成立（例えば、打球が始動入賞口１４に
入賞したこと）にもとづいて各々を識別可能な複数種類の演出用の飾り図柄を可変表示し
表示結果を導出表示する可変表示装置９が配置されている。この実施の形態では、可変表
示装置９は液晶表示装置（ＬＣＤ）により構成され、左・中・右の３つの表示領域（飾り
図柄表示エリア）に飾り図柄が表示制御されるように構成されている。なお、入賞とは、
入賞口などのあらかじめ入賞領域として定められている領域に遊技球が入ったことである
。また、表示結果を導出表示するとは、図柄の変動表示を開始してから所定の変動時間が
経過したときに図柄を停止表示させることである（いわゆる再変動の前の仮停止を除く。
）。
【００１７】
　この実施の形態では、可変表示装置９の３つの表示領域に表示される飾り図柄として、
「０」～「９」の数字の図柄を用いている。飾り図柄の可変表示（変動）中、「０」～「
９」の飾り図柄が番号順に表示される。
【００１８】
　可変表示装置９の上部には、識別情報としての特別図柄を可変表示する特別図柄表示器
（特別図柄表示装置）８が設けられている。この実施の形態では、特別図柄表示器８は、
例えば「０」～「９９」の数字を可変表示可能な簡易で小型の表示器（例えば７セグメン
トＬＥＤ）で実現されている。なお、特別図柄表示器８は、より簡易化した「０」～「９
」などの数字を可変表示するように構成されていてもよい。
【００１９】
　可変表示装置９は、特別図柄表示器８による特別図柄の可変表示期間中に、装飾用（演
出用）の図柄としての飾り図柄の可変表示を行う。飾り図柄の可変表示を行う可変表示装
置９は、演出制御基板に搭載されている演出制御用マイクロコンピュータによって制御さ
れる。特別図柄の可変表示を行う特別図柄表示器８は、遊技制御基板に搭載されている遊
技制御用マイクロコンピュータによって制御される。
【００２０】
　可変表示装置９の下部には、始動入賞口１４に入った有効入賞球数すなわち保留記憶（
始動記憶または始動入賞記憶ともいう。）数を表示する４つの表示器からなる特別図柄保
留記憶表示器１８が設けられている。有効始動入賞がある毎に、１つの表示器の表示色を
変化させる。そして、特別図柄表示器８の可変表示が開始される毎に、１つの表示器の表
示色をもとに戻す。この例では、特別図柄表示器８と特別図柄保留記憶表示器１８とが別
個に設けられているので、可変表示中も保留記憶数が表示された状態にすることができる
。なお、可変表示装置９の表示領域内に、保留記憶数を表示する４つの表示領域からなる
特別図柄保留記憶表示領域を設けるようにしてもよい。また、この実施の形態では、保留
記憶数の上限値を４とするが、上限値をより大きい値にしてもよい。さらに、上限値を、
遊技状態に応じて変更可能であるようにしてもよい。
【００２１】
　可変表示装置９の下方には、遊技球が入賞可能な始動入賞口１４が設けられている。始
動入賞口１４に入賞した遊技球は、遊技盤６の背面に導かれ、始動口スイッチ１４ａによ
って検出される。また、始動入賞口１４には開閉動作を行う可変入賞球装置１５が設けら
れている。可変入賞球装置１５は、ソレノイド１６（図１では図示せず）によって開状態
とされる。可変入賞球装置１５が開状態になることによって、遊技球が始動入賞口１４に
入賞し易くなり（始動入賞し易くなり）、遊技者にとって有利な状態になる。
【００２２】
　始動入賞口１４の下方には、特別図柄表示器８に特定表示結果（大当り図柄：例えば「
－－」以外の「００」～「９９」の図柄）が導出表示された場合に生起する特定遊技状態
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（大当り遊技状態）においてソレノイド２１によって開状態とされる特別可変入賞装置が
設けられている。なお、確変大当りのときと通常大当りのときとで、特別図柄表示器８に
異なる図柄を表示させるようにしてもよい。例えば、確変大当りのときには特別図柄表示
器８に「４０」～「７９」の図柄を表示させるようにし、通常大当りのときには特別図柄
表示器８に「００」～「３９」の図柄を表示させるようにしてもよい。また、確変大当り
のときと通常大当りのときとで、特別図柄表示器８に同じ図柄を表示させるようにしても
よい。例えば、確変大当りまたは通常大当りのいずれの場合であっても、特別図柄表示器
８に「００」～「７９」の図柄を表示させるようにしてもよい。特別可変入賞装置は、開
閉板２０を備え、大入賞口を形成する。大入賞口に入った遊技球はカウントスイッチ２３
で検出される。また、いわゆる突然確変大当りのときと小当りのときとで特別図柄表示器
８に同じ図柄（例えば、「８０」～「９９」）を表示させるようにしてもよく、異なる図
柄を表示させるようにしてもよい。
【００２３】
　可変表示装置９の真上には、普通図柄表示器１０が設けられている。普通図柄表示器１
０は、普通図柄と呼ばれる複数種類の識別情報（例えば、「○」および「×」）を可変表
示する。
【００２４】
　ゲート３２に遊技球が入賞しゲートスイッチ３２ａで検出されると、普通図柄表示器１
０の表示の可変表示が開始される。この実施の形態では、左右のランプ（点灯時に図柄が
視認可能になる）が交互に点灯することによって可変表示が行われ、例えば、可変表示の
終了時に左側のランプが点灯すれば当りとなる。そして、普通図柄表示器１０における停
止図柄が所定の図柄（当り図柄）である場合に、可変入賞球装置１５が所定回数、所定時
間だけ開状態になる。すなわち、可変入賞球装置１５の状態は、普通図柄の停止図柄が当
り図柄である場合に、遊技者にとって不利な状態から有利な状態に変化する。普通図柄表
示器１０の近傍には、ゲート３２を通過した入賞球数を表示する４つのＬＥＤによる表示
部を有する普通図柄保留記憶表示器４１が設けられている。ゲート３２への遊技球の通過
がある毎に、普通図柄保留記憶表示器４１は点灯するＬＥＤを１増やす。そして、普通図
柄表示器１０の可変表示が開始される毎に、点灯するＬＥＤを１減らす。
【００２５】
　遊技盤６には、複数の入賞口２９，３０，３３，３９が設けられ、遊技球の入賞口２９
，３０，３３，３９への入賞は、それぞれ入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９
ａによって検出される。各入賞口２９，３０，３３，３９は、遊技球を受け入れて入賞を
許容する領域として遊技盤６に設けられる入賞領域を構成している。なお、始動入賞口１
４や大入賞口も、遊技球を受け入れて入賞を許容する入賞領域を構成する。遊技盤６の遊
技領域７の左右周辺には、遊技中に点滅表示される装飾ランプ２５が設けられ、下部には
、入賞しなかった打球が取り込まれるアウト口２６がある。また、遊技領域７の外側の左
右上部には、所定の音声出力として効果音や音声を発声する２つのスピーカ２７が設けら
れている。遊技領域７の外周には、天枠ランプ２８ａ、左枠ランプ２８ｂおよび右枠ラン
プ２８ｃが設けられている。さらに、遊技領域７における各構造物（大入賞口等）の周囲
には装飾ＬＥＤが設置されている。天枠ランプ２８ａ、左枠ランプ２８ｂ、右枠ランプ２
８ｃおよび装飾用ＬＥＤは、遊技機に設けられている装飾発光体の一例である。
【００２６】
　また、左側のスピーカ２７の下方には、賞球払出中に点灯する賞球ＬＥＤ５１が設けら
れ、右側のスピーカ２７の下方には、補給球が切れたときに点灯する球切れＬＥＤ５２が
設けられている。さらに、プリペイドカードが挿入されることによって球貸しを可能にす
るプリペイドカードユニットが、パチンコ遊技機１に隣接して設置されている（図示せず
）。
【００２７】
　遊技機には、遊技者が打球操作ハンドル５を操作することに応じて駆動モータを駆動し
、駆動モータの回転力を利用して遊技球を遊技領域７に発射する打球発射装置（図示せず
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）が設けられている。打球発射装置から発射された遊技球は、遊技領域７を囲むように円
形状に形成された打球レールを通って遊技領域７に入り、その後、遊技領域７を下りてく
る。遊技球が始動入賞口１４に入り始動口スイッチ１４ａで検出されると、特別図柄の可
変表示を開始できる状態であれば（例えば、大当り遊技終了または前回の可変表示の終了
）、特別図柄表示器８において特別図柄の可変表示（変動）が開始されるとともに、可変
表示装置９において飾り図柄の可変表示が開始される。特別図柄の可変表示を開始できる
状態でなければ、特別図柄保留記憶表示器１８についての保留記憶数を１増やす。
【００２８】
　特別図柄表示器８における特別図柄および可変表示装置９の飾り図柄の可変表示は、所
定時間が経過したときに停止する。停止時の停止図柄が大当り図柄（特定表示結果）にな
ると、大当り遊技状態に移行する。すなわち、遊技状態が大当り遊技状態以外の通常状態
のときと比較して遊技者にとって有利な特定遊技状態に移行する。特定遊技状態（大当り
遊技状態）では、一定時間（例えば２９．５秒）が経過するまで、または、所定個数（例
えば、１０個）の遊技球が大入賞口に入賞するまで特別可変入賞装置が開放される。なお
、特別可変入賞装置が開放されてから一定期間経過するまで、または、所定個数（例えば
、１０個）の打球が大入賞口に入賞するまでが大当り遊技状態における１ラウンドである
。なお、この実施の形態では、大当り遊技状態を１５ラウンド継続させる。
【００２９】
　特別図柄表示器８における特別図柄の可変表示と、可変表示装置９における飾り図柄の
可変表示とは同期している。ここで、同期とは、可変表示の期間が同じであることをいう
。また、特別図柄表示器８において大当り図柄（例えば「－－」以外の「００」～「９９
」の図柄）が停止表示されるときには、可変表示装置９において左中右の飾り図柄が揃っ
た状態（例えば「２２２」や「７７７」など）で停止表示される。以下、可変表示装置９
において左中右の飾り図柄が揃った状態で停止表示されることを、飾り図柄の大当り図柄
（特定表示結果）が表示されるというように表現する。
【００３０】
　可変表示装置９において左中右の奇数の飾り図柄（「１」「３」「５」「７」「９」）
が揃った状態（例えば「７７７」）で停止表示されたときは、大当り遊技状態に移行する
とともに、大当り遊技状態の終了後に、大当りの判定を行う際に通常遊技状態よりも高い
確率（割合）で大当りと判定する確変状態（確率変動状態のことをいい、高確率状態とも
いう）に制御される。すなわち、確変状態という遊技者にとってさらに有利な状態になる
。この実施の形態では、所定の移行条件が成立したときに遊技状態が確変状態に移行され
る。具体的には、内部的に確変とすることが決定され、上記のように飾り図柄の変動表示
の終了時に停止図柄として確変図柄を停止表示したとき（左中右の奇数の図柄が揃った状
態で停止表示したとき、飾り図柄が「１２３」または「３５７」で停止表示したとき）、
所定の移行条件が成立したとして確変状態に移行される。
【００３１】
　このように、「０」～「９」の飾り図柄のうち、確変状態を生起させる奇数の飾り図柄
のことを確変図柄といい、確変状態を生起させない偶数の飾り図柄のことを非確変図柄と
いう。また、可変表示装置９において左中右の奇数の飾り図柄が揃った状態で停止表示さ
れることを、飾り図柄の確変図柄（特別表示結果）が表示されるというように表現する。
【００３２】
　この実施の形態では、確変大当りにすることが事前決定されているときに、高確率状態
に移行するとともに、特別図柄および飾り図柄の変動時間を短縮する時短状態に移行する
ように制御する。その場合、確変フラグとは別に時短フラグをセットし、時短フラグに基
づいて変動時間を短縮させればよい。また、突然確変大当りにすることが事前決定されて
いるときには、高確率状態に移行するだけで時短状態には移行しないように制御する。な
お、遊技状態を確変状態に移行する場合には、単に特別図柄や飾り図柄が大当り図柄とな
る確率を高めた高確率状態に移行するだけで、普通図柄が当り図柄となる確率や、可変入
賞球装置１５における開放時間や開放回数の状態を変化させず、普通図柄が当り図柄とな
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る確率や、可変入賞球装置１５における開放時間や開放回数の状態の変化は、時短状態（
時短フラグがセットされた状態）に制御されていることにもとづいて実行するようにすれ
ばよい。
【００３３】
　例えば、通常大当りや突然確変大当りを除く確変大当りである場合には、遊技状態を高
確率状態に移行するとともに、遊技球が始動入賞しやすくなる（すなわち、特別図柄表示
装置８や可変表示装置９における可変表示の実行条件が成立しやすくなる）ように制御さ
れた遊技状態である高ベース状態に移行する。高ベース状態である場合には、例えば、高
ベース状態でない場合と比較して、可変入賞球装置１５が開状態となる頻度が高められた
り、可変入賞球装置１５が開状態となる時間が延長されたりして、始動入賞しやすくなる
。
【００３４】
　なお、可変入賞球装置１５が開状態となる時間を延長する（開放延長状態ともいう）の
でなく、普通図柄表示器１０における停止図柄が当り図柄になる確率が高められる普通図
柄確変状態に移行することによって、高ベース状態に移行してもよい。普通図柄表示器１
０における停止図柄が所定の図柄（当り図柄）となると、可変入賞球装置１５が所定回数
、所定時間だけ開状態になる。この場合、普通図柄確変状態に移行制御することによって
、普通図柄表示器１０における停止図柄が当り図柄になる確率が高められ、可変入賞球装
置１５が開状態となる頻度が高まる。従って、普通図柄確変状態に移行すれば、可変入賞
球装置１５の開放時間と開放回数が高められ、始動入賞しやすい状態（高ベース状態）と
なる。すなわち、可変入賞球装置１５の開放時間と開放回数は、普通図柄の停止図柄が当
り図柄であったり、特別図柄の停止図柄が確変図柄である場合等に高められ、遊技者にと
って不利な状態から有利な状態（始動入賞しやすい状態）に変化する。なお、開放回数が
高められることは、閉状態から開状態になることも含む概念である。
【００３５】
　また、普通図柄表示器１０における普通図柄の変動時間（可変表示期間）が短縮される
普通図柄時短状態に移行することによって、高ベース状態に移行してもよい。普通図柄時
短状態では、普通図柄の変動時間が短縮されるので、普通図柄の変動が開始される頻度が
高くなり、結果として普通図柄が当りとなる頻度が高くなる。従って、普通図柄が当たり
となる頻度が高くなることによって、可変入賞球装置１５が開状態となる頻度が高くなり
、始動入賞しやすい状態（高ベース状態）となる。
【００３６】
　また、特別図柄や飾り図柄の変動時間（可変表示期間）が短縮される特別図柄時短状態
に移行することによって、高ベース状態に移行してもよい。特別図柄時短状態では、特別
図柄や飾り図柄の変動時間が短縮されるので、特別図柄や飾り図柄の変動が開始される頻
度が高くなり（換言すれば、保留記憶の消化が速くなる。）、結果として、始動入賞しや
すくなり（高ベース状態に移行し）大当り遊技が行われる可能性が高まる。
【００３７】
　さらに、上記に示した全ての状態（開放延長状態、普通図柄確変状態、普通図柄時短状
態および特別図柄時短状態）に移行させることによって、始動入賞しやすくなる（高ベー
ス状態に移行する）ようにしてもよい。また、上記に示した各状態（開放延長状態、普通
図柄確変状態、普通図柄時短状態および特別図柄時短状態）のうちのいずれか複数の状態
に移行させることによって、始動入賞しやすくなる（高ベース状態に移行する）ようにし
てもよい。
【００３８】
　次に、リーチ表示態様（リーチ）について説明する。この実施の形態におけるリーチ表
示態様（リーチ）とは、停止した飾り図柄が大当り図柄の一部を構成しているときに未だ
停止していない飾り図柄については可変表示（変動表示）が行われていること、および全
てまたは一部の飾り図柄が大当り図柄の全てまたは一部を構成しながら同期して変動表示
している状態である。
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【００３９】
　例えば、可変表示装置９における左、中、右の表示領域のうち左、右の表示領域には大
当り図柄の一部になる飾り図柄（例えば、「７」）が停止表示されている状態で中の表示
領域は未だ変動表示が行われている状態、および表示領域の全てまたは一部の図柄が大当
り図柄の全てまたは一部を構成しながら同期して変動表示している状態（例えば、可変表
示装置９における左、中、右の表示領域の全てに変動表示が行われ、常に同一の図柄が揃
っている状態で変動表示が行われている状態）がリーチ表示態様またはリーチになる。
【００４０】
　また、リーチの際に、通常と異なる演出がランプや音で行われる。その演出と可変表示
装置９におけるリーチ表示態様とをリーチ演出という。また、リーチの際に、キャラクタ
（人物等を模した演出表示であり、図柄（飾り図柄等）とは異なるもの）を表示させたり
、可変表示装置９の背景の表示態様（例えば、色等）を変化させたりすることがある。
【００４１】
　図２は、主基板３１における回路構成の一例を示すブロック図である。なお、図２には
、遊技機に搭載されている払出制御基板３７、インタフェース基板６６、中継基板７７お
よび演出制御基板８０も示されている。主基板３１には、プログラムに従ってパチンコ遊
技機１を制御する基本回路（遊技制御手段に相当）５３と、ゲートスイッチ３２ａ、始動
口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３、および入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３
ａ，３９ａからの信号を基本回路５３に与える入力ドライバ回路５８と、可変入賞球装置
１５を開閉するソレノイド１６、特別可変入賞球装置２０を開閉するソレノイド２１およ
び大入賞口内の経路を切り換えるためのソレノイド２１Ａを基本回路５３からの指令に従
って駆動する出力回路５９とが搭載されている。
【００４２】
　なお、ゲートスイッチ３２ａ、始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３、入賞口
スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａ等のスイッチは、センサと称されているもので
もよい。すなわち、遊技球を検出できる遊技媒体検出手段（この例では遊技球検出手段）
であれば、その名称を問わない。入賞検出を行う始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッ
チ２３、および入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａの各スイッチは、入賞領
域への遊技球の入賞を検出する入賞検出手段でもある。なお、ゲート３２のような通過ゲ
ートであっても、賞球の払い出しが行われるものであれば、通過ゲートへ遊技球が進入す
ることが入賞になり、通過ゲートに設けられているスイッチ（例えばゲートスイッチ３２
ａ）が入賞検出手段になる。
【００４３】
　基本回路５３は、ゲーム制御（遊技進行制御）用のプログラム等を記憶するＲＯＭ５４
、ワークメモリとして使用される記憶手段（変動データを記憶する変動データ記憶手段）
としてのＲＡＭ５５、およびプログラムに従って制御動作を行うＣＰＵ５６を有する遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０を含む。なお、この実施の形態では、ＣＰＵ５６とは
、基本回路５３のうち、プログラムに従って動作する中央処理装置（ＲＯＭ５４やＲＡＭ
５５などの記憶手段、Ｉ／Ｏポート部５７などを除いた部分）を指し、後述するメイン処
理や割込処理（タイマ割込処理）を実行する。また、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０とは、基本回路５３のうち、ＣＰＵ５６に加えて、ＲＯＭ５４やＲＡＭ５５などの記
憶手段、Ｉ／Ｏポート部５７などを含む部分を指し、各基板（払出制御基板３７や演出制
御基板８０）が搭載するマイクロコンピュータと各種データの送受信を行う。
【００４４】
　この実施の形態では、ＲＯＭ５４、ワークメモリとしての記憶手段であるＲＡＭ５５お
よびＩ／Ｏポート部５７は遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に内蔵されている。す
なわち、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、１チップマイクロコンピュータであ
る。１チップマイクロコンピュータは、少なくともＲＡＭ５５が内蔵されていればよく、
ＲＯＭ５４は外付けであっても内蔵されていてもよい。
【００４５】
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　なお、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０においてＣＰＵ５６がＲＯＭ５４に格納
されているプログラムに従って制御を実行するので、以下、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０が実行する（または、処理を行う）ということは、具体的には、ＣＰＵ５６が
プログラムに従って制御を実行することである。このことは、主基板３１以外の他の基板
に搭載されているマイクロコンピュータについても同様である。また、遊技制御手段は、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０を含む基本回路５３で実現されている。
【００４６】
　また、ＲＡＭ５５は、その一部または全部が電源基板９１０において作成されるバック
アップ電源によってバックアップされている不揮発性記憶手段としてのバックアップＲＡ
Ｍである。すなわち、遊技機に対する電力供給が停止しても、所定期間（バックアップ電
源としてのコンデンサが放電してバックアップ電源が電力供給不能になるまで）は、ＲＡ
Ｍ５５の一部または全部の内容は保存される。特に、少なくとも、遊技状態すなわち遊技
制御手段の制御状態に応じたデータ（特別図柄プロセスフラグ等）と未払出賞球数を示す
データは、バックアップＲＡＭに保存される。遊技制御手段の制御状態に応じたデータと
は、停電等が生じた後に復旧した場合に、そのデータにもとづいて、制御状態を停電等の
発生前に復旧させるために必要なデータである。また、制御状態に応じたデータと未払出
賞球数を示すデータとを遊技の進行状態を示すデータと定義する。なお、この実施の形態
では、ＲＡＭ５５の全部が、電源バックアップされているとする。
【００４７】
　なお、遊技機１は、バックアップ電源電圧を検知し、検知した電圧値が所定時間継続し
て一定値以下に低下すると、電力が低下した旨を可変表示装置９に表示したり音やランプ
を用いて報知する報知手段を設けてもよい。なお、バックアップ電源はコンデンサに限ら
ず、例えば、電池でもよく、コンデンサと電池とを併用して用いてもよい。要は、バック
アップ電源は、工場から出荷して遊技店に遊技機を導入するまでの間、電力供給が可能な
ものであればよい。
【００４８】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０のリセット端子には、電源基板９１０からのリ
セット信号が入力される。また、払出制御用マイクロコンピュータのリセット端子にも、
電源基板９１０からのリセット信号が入力される。なお、リセット信号がハイレベルにな
ると遊技制御用マイクロコンピュータ５６０および払出制御用マイクロコンピュータは動
作可能状態になり、リセット信号がローレベルになると遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０および払出制御用マイクロコンピュータは動作停止状態になる。従って、リセット
信号がハイレベルである期間は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０および払出制御
用マイクロコンピュータの動作を許容する許容信号が出力されていることになり、リセッ
ト信号がローレベルである期間は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０および払出制
御用マイクロコンピュータの動作を停止させる動作停止信号が出力されていることになる
。なお、リセット回路をそれぞれの制御基板（主基板３１を含む）に搭載してもよいし、
複数の制御基板のうちの一つまたは複数にリセット回路を搭載し、そこからリセット信号
を他の制御基板に供給するようにしてもよい。
【００４９】
　さらに、基本回路５３の入力ポートには、払出制御基板３７を経由して、電源基板９１
０からの電源電圧が所定値以下に低下したことを示す電源断信号が入力される。また、基
本回路５３の入力ポートには、ＲＡＭの内容をクリアすることを指示するためのクリアス
イッチが操作されたことを示すクリア信号が入力される。
【００５０】
　クリア信号は、主基板３１において分岐され、払出制御基板３７にも供給される。なお
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０が入力ポートを介して入力したクリア信号の状
態を、出力ポートを介して払出制御基板３７に出力してもよい。
【００５１】
　この実施の形態では、演出制御基板８０などに搭載されている演出制御手段（演出制御
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用マイクロコンピュータや各種処理回路で構成される。）が、中継基板７７を介して遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０からの演出制御コマンドを受信し、飾り図柄を可変表
示する可変表示装置９の表示制御を行う。また、演出制御手段は、音声出力基板７０を介
してスピーカ（音出力装置）２７の音出力制御を行ったり、ランプドライバ基板３５を介
して各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示制御等を行う。また、この実施の形態
では、「演出制御」とは、可変表示装置９の表示制御や、スピーカ２７の音出力制御、各
ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示制御を行うことによって、遊技演出などの演
出を行うことをいう。また、この実施の形態では、演出制御手段は、可変表示装置９の表
示制御、スピーカ２７の音出力制御、および各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表
示制御を行う演出制御用マイクロコンピュータ１００や各種処理回路（例えば、後述する
リアルタイムクロック３５３やバックアップ電源回路３５５、音声合成用ＩＣ７０３）に
よって実現される。
【００５２】
　図３は、中継基板７７および演出制御基板８０の回路構成例を示すブロック図である。
図３に示すように、この実施の形態では、遊技機１は、可変表示装置９の表示制御を行う
ための演出制御基板８０と、音出力装置２７の音出力制御を行うための音声出力基板７０
と、各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示制御を行うためのランプドライバ基板
３５とを含む。なお、この実施の形態では、複数の制御基板（演出制御基板８０，音声出
力基板７０、ランプドライバ基板３５）を用いて、可変表示装置９の表示制御や、音出力
装置２７の音出力制御、各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示制御を行う場合を
説明するが、１つの制御基板（例えば、１つの演出制御基板）を用いて行ってもよい。
【００５３】
　演出制御基板８０は、演出制御用ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ８４、ＲＡＭ８５およびＩ／Ｏ
ポート８７を含む演出制御用マイクロコンピュータ１００を搭載している。なお、ＲＡＭ
８５は外付けであってもよい。演出制御基板８０において、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、内蔵または外付けのＲＯＭ８４に格納されたプログラムに従って動作し、
中継基板７７を介して入力される主基板３１からのストローブ信号（演出制御ＩＮＴ信号
）に応じて、入力ドライバ１０２および入力ポート１０３を介して演出制御コマンドを受
信する。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、演出制御コマンドにもとづい
て、ＶＤＰ（ビデオディスプレイプロセッサ）１０９に、ＬＣＤを用いた可変表示装置９
の表示制御を行わせる。
【００５４】
　演出制御コマンドおよび演出制御ＩＮＴ信号は、演出制御基板８０において、まず、入
力ドライバ１０２に入力する。入力ドライバ１０２は、中継基板７７から入力された信号
を演出制御基板８０の内部に向かう方向にしか通過させない（演出制御基板８０の内部か
ら中継基板７７への方向には信号を通過させない）信号方向規制手段としての単方向性回
路でもある。
【００５５】
　中継基板７７には、主基板３１から入力された信号を演出制御基板８０に向かう方向に
しか通過させない（演出制御基板８０から中継基板７７への方向には信号を通過させない
）信号方向規制手段としての単方向性回路が搭載されている。単方向性回路として、例え
ばダイオードやトランジスタが使用される。図３には、ダイオードが例示されている。ま
た、単方向性回路は、各信号毎に設けられる。
【００５６】
　さらに、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ランプドライバ基板３５に搭載さ
れたランプドライバ３５２に対してランプを駆動する信号を出力する。ランプドライバ３
５２は、ランプを駆動する信号を増幅して装飾ランプ２５や天枠ランプ２８ａ、左枠ラン
プ２８ｂ、右枠ランプ２８ｃ、球切れランプ５１、賞球ランプ５２などの各ランプに供給
する。
【００５７】
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　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、音声出力基板７０に搭載された音声
合成用ＩＣ１７３に対して音番号データを出力する。音声合成用ＩＣ１７３は、音番号デ
ータに応じた音声や効果音を発生し増幅回路１７５に出力する。増幅回路１７５は、音声
合成用ＩＣ１７３の出力レベルを、ボリューム１７６で設定されている音量に応じたレベ
ルに増幅した音声信号をスピーカ２７に出力する。音声データＲＯＭ１７４には、音番号
データに応じた制御データが格納されている。音番号データに応じた制御データは、所定
期間（例えば飾り図柄の変動期間）における効果音または音声の出力態様を時系列的に示
すデータの集まりである。
【００５８】
　なお、ランプを駆動する信号および音番号データは、演出制御用マイクロコンピュータ
１００とランプドライバ３５２および音声合成ＩＣ１７３との間で、双方向通信（信号受
信側から送信側に応答信号を送信するような通信）によって伝達される。
【００５９】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信した演出制御コマンドに従ってキャラ
クタＲＯＭ８９から必要なデータを読み出す。キャラクタＲＯＭ８９は、可変表示装置９
に表示される画像の中でも使用頻度の高いキャラクタ画像データ、具体的には、人物、文
字、図形または記号等（飾り図柄を含む）をあらかじめ格納しておくためのものである。
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、キャラクタＲＯＭ８９から読み出したデータ
をＶＤＰ１０９に出力する。ＶＤＰ１０９は、演出制御用マイクロコンピュータ１００か
ら入力されたデータにもとづいて可変表示装置９の表示制御を実行する。
【００６０】
　この実施の形態では、可変表示装置９の表示制御を行うＶＤＰ１０９が演出制御基板８
０に搭載されている。ＶＤＰ１０９は、演出制御用マイクロコンピュータ１００とは独立
したアドレス空間を有し、そこにＶＲＡＭ８３をマッピングする。ＶＲＡＭ８３は、ＶＤ
Ｐ１０９によって生成された画像データを展開するためのバッファメモリである。そして
、ＶＤＰ１０９は、ＶＲＡＭ８３内の画像データを可変表示装置９に出力する。
【００６１】
　また、この実施の形態では、ランプドライバ基板３５には、現在時刻を出力するリアル
タイムクロック（ＲＴＣ）３５３が搭載されている。演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、リアルタイムクロック３５３から現在の日付（年、月、日、曜日）を示す日付信
号や現在の時刻（時、分、秒）を示す時刻信号を入力し、現在の日時にもとづいて各種処
理を実行する。リアルタイムクロック３５３は、通常、遊技機に電源が供給されていると
きには遊技機からの電源によって動作し、遊技機の電源が切られているときには、ランプ
ドライバ３５に搭載されたバックアップ電源回路３５５（例えば、バッテリ）から供給さ
れる電源によって動作する。従って、リアルタイムクロック３５３は、遊技機の電源が切
られている場合であっても現在の日時を計時することができる。なお、リアルタイムクロ
ック３５３は、遊技機に電源が供給されているときであったもバックアップ電源回路３５
５から供給される電源によって動作するようにしてもよい。
【００６２】
　また、バックアップ電源回路３５５の電源は、ランプドライバ基板３５に搭載されてい
るバックアップＲＡＭ３５６にも供給される。すなわち、バックアップＲＡＭ３５６は、
通常、遊技機に電源が供給されているときには遊技機からの電源が供給され、遊技機の電
源が切られているときには、ランプドライバ３５に搭載されたバックアップ電源回路３５
５から電源が供給される。なお、バックアップＲＡＭ３５６は、遊技機に電源が供給され
ているときであったもバックアップ電源回路３５５から電源が供給されてもよい。
【００６３】
　なお、リアルタイムクロック３５３をランプドライバ基板３５ではなく、演出制御基板
８０や音声出力基板７０に搭載してもよい。また、リアルタイムクロック３５３を主基板
３１に搭載するようにしてもよい。また、リアルタイムクロック３５３を設けずに、バッ
クアップＲＡＭ３５６に設けたカウンタをカウントアップする（例えば、遊技機の電源を
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オンしてからの始動入賞回数をカウントアップする）ことによって計時してもよい。そし
て、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、バックアップＲＡＭ３５６に設けたカウ
ンタのカウント値にもとづいて各種処理を実行してもよい。
【００６４】
　また、この実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、操作ボタン１
２０からの操作信号にもとづいて遊技演出を行う。また、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、操作ボタン１２０からの操作信号にもとづいて各種設定処理を行う。この実
施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、後述するように、操作ボタン
１２０からの操作信号にもとづいて告知演出で遊技者に告知する告知内容を設定する。な
お、操作ボタン１２０からの操作信号にもとづいて告知内容を設定するのではなく、ラン
プドライバ基板３５に設けられた設定スイッチ３５４からのオン／オフ信号にもとづいて
告知内容を設定してもよい。また、設定スイッチ３５４を演出制御基板８０または音声出
力基板７０に設けてもよい。また、設定スイッチ３５４は、ディップスイッチやプッシュ
ロックスイッチ、ロータリスイッチのようにスイッチ側でオン／オフを固定できるもので
あってもよい。
【００６５】
　次に、リアルタイムクロック３５３の構成について説明する。図４は、リアルタイムク
ロック３５３の構成例を示すブロック図である。リアルタイムクロック３５３は、例えば
、水晶発振子を内蔵したシリアルインタフェース方式のリアルタイムクロックモジュール
として実現される。図４に示すように、リアルタイムクロック３５３は、水晶発振子３６
０、出力制御部３６１、割込制御部３６２、バス／インタフェース回路３６３、クロック
出力／カレンダ機能部３６４、タイマレジスタ３６５、アラームレジスタ３６６、コント
ロールレジスタ３６７およびシフトレジスタ３６８を含む。
【００６６】
　水晶発振子３６０は、所定の発振周波数（例えば、３２．７６８ｋＨｚ）の発振信号を
出力する。クロック出力／カレンダ機能部３６４は、水晶発振子３６０からの発振信号に
もとづいてクロック信号を出力する機能を備える。また、クロック出力／カレンダ機能部
３６４は、水晶発振子３６０からの発振信号にもとづいて日時や時刻を計時する機能を備
える。例えば、クロック出力／カレンダ機能部３６４は、時計カウンタを備え、水晶発振
子３６０からの発振信号にもとづいて時計カウンタをカウントアップすることによって時
刻（時、分、秒）を計時する。また、例えば、クロック出力／カレンダ機能部３６４は、
カレンダカウンタを備え、水晶発振子３６０からの発振信号にもとづいてカレンダカウン
タをカウントアップすることによって日付（年、月、日）を管理する。また、例えば、ク
ロック出力／カレンダ機能部３６４は、曜日カウンタを備え、水晶発振子３６０からの発
振信号にもとづいて曜日カウンタをカウントアップすることによって曜日を管理する。
【００６７】
　シフトレジスタ３６８は、クロック出力／カレンダ機能部３６４が計時する日付や時刻
をシリアルデータに変換してバス／インタフェース回路３６３に出力する機能を備える。
バス／インタフェース回路３６３は、シフトレジスタ３６８からの入力にもとづいて、現
在の日付信号や時刻信号（ＤＡＴＡ）をシリアルデータとして出力する機能を備える。ま
た、バス／インタフェース回路３６３は、クロック出力／カレンダ機能部３６４の出力に
もとづいてクロック信号（ＣＬＫ）を出力する機能を備える。
【００６８】
　出力制御部３６１は、水晶発振子３６０からの発振信号にもとづいて、あらかじめ設定
された周波数のクロック信号（ＦＯＵＴ）を出力する機能を備える。例えば、出力制御部
３６１は、周波数設定レジスタを備え、外部入力（ＦＣＯＮ）にもとづいて周波数設定レ
ジスタにあらかじめ周波数を設定する。そして、周波数設定レジスタに設定された設定周
波数にもとづいてクロック信号（ＦＯＵＴ）を出力する。
【００６９】
　割込制御部３６２は、タイマレジスタ３６５に設定された設定値（定周期割込時刻）に
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もとづいて、所定周期ごとに割込信号（ＴＩＲＱ）を出力する機能を備える。また、割込
制御部３６２は、アラームレジスタ３６６に設定された設定値（アラーム時刻）にもとづ
いて、所定の時刻にアラームとしての割込信号（ＡＩＲＱ）を出力する機能を備える。
【００７０】
　また、この実施の形態では、リアルタイムクロック３５３は、２つのイネーブル信号（
ＣＥ０，ＣＥ１）の入力がともにハイレベルとなったときに、外部からのアクセスが可能
となる。例えば、リアルタイムクロック３５３の各レジスタの設定値をセットしたり、リ
アルタイムクロック３５３が計時する時刻を外部から調整したりする場合には、２つのイ
ネーブル信号（ＣＥ０，ＣＥ１）の入力がともにハイレベルとされアクセス許可状態とさ
れて、外部からコマンドが入力される。
【００７１】
　次に遊技機の動作について説明する。図５および図６は、遊技機に対して電力供給が開
始され遊技制御用マイクロコンピュータ５６０へのリセット信号がハイレベルになったこ
とに応じて遊技制御用マイクロコンピュータ５６０のＣＰＵ５６が実行するメイン処理を
示すフローチャートである。リセット信号が入力されるリセット端子の入力レベルがハイ
レベルになると、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０のＣＰＵ５６は、プログラムの
内容が正当か否かを確認するための処理であるセキュリティチェック処理を実行した後、
ステップＳ１以降のメイン処理を開始する。メイン処理において、ＣＰＵ５６は、まず、
必要な初期設定を行う。
【００７２】
　初期設定処理において、ＣＰＵ５６は、まず、割込禁止に設定する（ステップＳ１）。
次に、マスク可能割込の割込モードを設定し（ステップＳ２）、スタックポインタにスタ
ックポインタ指定アドレスを設定する（ステップＳ３）。なお、ステップＳ２では、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０の特定レジスタ（Ｉレジスタ）の値（１バイト）と内
蔵デバイスが出力する割込ベクタ（１バイト：最下位ビット０）から合成されるアドレス
が、割込番地を示すモードに設定する。また、マスク可能な割込が発生すると、ＣＰＵ５
６は、自動的に割込禁止状態に設定するとともに、プログラムカウンタの内容をスタック
にセーブする。
【００７３】
　次いで、内蔵デバイスレジスタの設定（初期化）を行う（ステップＳ４）。ステップＳ
４の処理によって、内蔵デバイス（内蔵周辺回路）であるＣＴＣ（カウンタ／タイマ）お
よびＰＩＯ（パラレル入出力ポート）の設定（初期化）がなされる。
【００７４】
　この実施の形態で用いられる遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、Ｉ／Ｏポート
（ＰＩＯ）およびタイマ／カウンタ回路（ＣＴＣ）５０４も内蔵している。
【００７５】
　次に、入力ポート１のビット０の状態によって電源断信号がオフ状態になっているか否
か確認する（ステップＳ５）。遊技機に対する電力供給が開始されたときに、＋５Ｖ電源
などの各種電源の出力電圧は徐々に規定値に達するのであるが、ステップＳ５の処理によ
って、すなわち、電源断信号が出力されていない（ハイレベルになっている）ことを確認
することによりＣＰＵ５６は電源電圧が安定したことを確認することができる。
【００７６】
　電源断信号がオン状態である場合には、ＣＰＵ５６は、所定期間（例えば、０．１秒）
の遅延時間の後に（ステップＳ８０）、再度、電源断信号がオフ状態になっているか否か
確認する。電源断信号がオフ状態になっている場合には、ＲＡＭ５５をアクセス可能状態
に設定し（ステップＳ６）、クリア信号のチェック処理に移行する。
【００７７】
　なお、電源断信号がオフ状態である場合に、遊技の進行を制御する遊技装置制御処理（
遊技制御処理）の開始タイミングをソフトウェアで遅らせるためのソフトウェア遅延処理
を実行するようにしてもよい。そのようなソフトウェア遅延処理によって、ソフトウェア
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遅延処理を実行しない場合に比べて、遊技制御処理の開始タイミングを遅延させることが
できる。遅延処理を実行したときには、他の制御基板（例えば、払出制御基板３７）に対
して、遊技制御基板（主基板３１）が送信するコマンドを他の制御基板のマイクロコンピ
ュータが受信できないという状況が発生することを防止できる。
【００７８】
　次いで、ＣＰＵ５６は、クリアスイッチがオンされているか否か確認する（ステップＳ
７）。なお、ＣＰＵ５６は、入力ポート０を介して１回だけクリア信号の状態を確認する
ようにしてもよいが、複数回クリア信号の状態を確認するようにしてもよい。例えば、ク
リア信号の状態がオフ状態であることを確認したら、所定時間（例えば、０．１秒）の遅
延時間をおいた後、クリア信号の状態を再確認する。そのときにクリア信号の状態がオン
状態であることを確認したら、クリア信号がオン状態になっていると判定する。また、こ
のときにクリア信号の状態がオフ状態であることを確認したら、所定時間の遅延時間をお
いた後、再度、クリア信号の状態を再確認するようにしてもよい。ここで、再確認の回数
は、１回または２回に限られず、３回以上であってもよい。また、２回チェックして、チ
ェック結果が一致していなかったときにもう一度確認するようにしてもよい。
【００７９】
　ステップＳ７でクリアスイッチがオンでない場合には、遊技機への電力供給が停止した
ときにバックアップＲＡＭ領域のデータ保護処理（例えばパリティデータの付加等の電力
供給停止時処理）が行われたか否か確認する（ステップＳ８）。この実施の形態では、電
力供給の停止が生じた場合には、バックアップＲＡＭ領域のデータを保護するための処理
が行われている。そのような電力供給停止時処理が行われていたことを確認した場合には
、ＣＰＵ５６は、電力供給停止時処理が行われた、すなわち電力供給停止時の制御状態が
保存されていると判定する。電力供給停止時処理が行われていないことを確認した場合に
は、ＣＰＵ５６は初期化処理を実行する。
【００８０】
　電力供給停止時処理が行われていたか否かは、電力供給停止時処理においてバックアッ
プＲＡＭ領域に保存されるバックアップ監視タイマの値が、電力供給停止時処理を実行し
たことに応じた値（例えば２）になっているか否かによって確認される。なお、そのよう
な確認の仕方は一例であって、例えば、電力供給停止時処理においてバックアップフラグ
領域に電力供給停止時処理を実行したことを示すフラグをセットし、ステップＳ８におい
て、そのフラグがセットされていることを確認したら電力供給停止時処理が行われたと判
定してもよい。
【００８１】
　電力供給停止時の制御状態が保存されていると判定したら、ＣＰＵ５６は、バックアッ
プＲＡＭ領域のデータチェック（この例ではパリティチェック）を行う（ステップＳ９）
。この実施の形態では、クリアデータ（００）をチェックサムデータエリアにセットし、
チェックサム算出開始アドレスをポインタにセットする。また、チェックサムの対象にな
るデータ数に対応するチェックサム算出回数をセットする。そして、チェックサムデータ
エリアの内容とポインタが指すＲＡＭ領域の内容との排他的論理和を演算する。演算結果
をチェックサムデータエリアにストアするとともに、ポインタの値を１増やし、チェック
サム算出回数の値を１減算する。以上の処理が、チェックサム算出回数の値が０になるま
で繰り返される。チェックサム算出回数の値が０になったら、ＣＰＵ５６は、チェックサ
ムデータエリアの内容の各ビットの値を反転し、反転後のデータをチェックサムにする。
【００８２】
　電力供給停止時処理において、上記の処理と同様の処理によってチェックサムが算出さ
れ、チェックサムはバックアップＲＡＭ領域に保存されている。ステップＳ９では、算出
したチェックサムと保存されているチェックサムとを比較する。不測の停電等の電力供給
停止が生じた後に復旧した場合には、バックアップＲＡＭ領域のデータは保存されている
はずであるから、チェック結果（比較結果）は正常（一致）になる。チェック結果が正常
でないということは、バックアップＲＡＭ領域のデータが、電力供給停止時のデータとは
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異なっている可能性があることを意味する。そのような場合には、内部状態を電力供給停
止時の状態に戻すことができないので、電力供給の停止からの復旧時でない電源投入時に
実行される初期化処理（ステップＳ１０～Ｓ１４の処理）を実行する。
【００８３】
　チェック結果が正常であれば、ＣＰＵ５６は、遊技制御手段の内部状態と演出制御手段
等の電気部品制御手段の制御状態を電力供給停止時の状態に戻すための遊技状態復旧処理
を行う。具体的には、ＲＯＭ５４に格納されているバックアップ時設定テーブルの先頭ア
ドレスをポインタに設定し（ステップＳ９１）、バックアップ時設定テーブルの内容を順
次作業領域（ＲＡＭ５５内の領域）に設定する（ステップＳ９２）。作業領域はバックア
ップ電源によって電源バックアップされている。バックアップ時設定テーブルには、作業
領域のうち初期化してもよい領域についての初期化データが設定されている。ステップＳ
９１およびＳ９２の処理によって、作業領域のうち初期化してはならない部分については
、保存されていた内容がそのまま残る。初期化してはならない部分とは、例えば、電力供
給停止前の遊技状態を示すデータ（特別図柄プロセスフラグなど）、出力ポートの出力状
態が保存されている領域（出力ポートバッファ）、未払出賞球数を示すデータが設定され
ている部分などである。
【００８４】
　また、ＣＰＵ５６は、ＲＯＭ５４に格納されているバックアップ時コマンド送信テーブ
ルの先頭アドレスをポインタに設定し（ステップＳ９３）、ステップＳ１５に移行する。
【００８５】
　初期化処理では、ＣＰＵ５６は、まず、ＲＡＭクリア処理を行う（ステップＳ１０）。
なお、ＲＡＭ５５の全領域を初期化せず、所定のデータをそのままにしてもよい。また、
ＲＯＭ５４に格納されている初期化時設定テーブルの先頭アドレスをポインタに設定し（
ステップＳ１１）、初期化時設定テーブルの内容を順次作業領域に設定する（ステップＳ
１２）。
【００８６】
　ステップＳ１１およびＳ１２の処理によって、例えば、普通図柄判定用乱数カウンタ、
普通図柄判定用バッファ、特別図柄バッファ、総賞球数格納バッファ、特別図柄プロセス
フラグ、賞球中フラグ、球切れフラグなど制御状態に応じて選択的に処理を行うためのフ
ラグに初期値が設定される。また、出力ポートバッファにおける接続確認信号を出力する
出力ポートに対応するビットがセット（接続確認信号のオン状態に対応）される。
【００８７】
　また、ＣＰＵ５６は、ＲＯＭ５４に格納されている初期化時コマンド送信テーブルの先
頭アドレスをポインタに設定し（ステップＳ１３）、その内容に従ってサブ基板を初期化
するための初期化コマンドをサブ基板に送信する処理を実行する（ステップＳ１４）。初
期化コマンドとして、可変表示装置９に表示される初期図柄を示すコマンドや払出制御基
板３７への初期化コマンド等を使用することができる。
【００８８】
　そして、ＣＰＵ５６は、所定時間（例えば２ｍｓ）ごとに定期的にタイマ割込がかかる
ように遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に内蔵されているＣＴＣのレジスタの設定
を行なうタイマ割込設定処理を実行する（ステップＳ１５）。すなわち、初期値として例
えば２ｍｓに相当する値が所定のレジスタ（時間定数レジスタ）に設定される。この実施
の形態では、２ｍｓごとに定期的にタイマ割込がかかるとする。
【００８９】
　タイマ割込の設定が完了すると、ＣＰＵ５６は、表示図柄乱数更新処理（ステップＳ１
７）および初期値決定用乱数更新処理（ステップＳ１８）を繰り返し実行する。ＣＰＵ５
６は、表示図柄乱数更新処理および初期値決定用乱数更新処理が実行されるときには割込
禁止状態にして（ステップＳ１６）、表示図柄乱数更新処理および初期値決定用乱数更新
処理の実行が終了すると割込許可状態にする（ステップＳ１９）。
【００９０】



(18) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

　なお、表示図柄乱数とは、特別図柄表示器８の表示を決定するための乱数である。この
実施の形態では、表示図柄乱数として、特別図柄の変動パターンを決定するための変動パ
ターン決定用乱数や、大当りを発生させない場合にリーチとするか否かを決定するための
リーチ判定用乱数が用いられる。また、表示図柄乱数更新処理とは、表示図柄乱数を発生
するためのカウンタのカウント値を更新する処理である。
【００９１】
　また、初期値決定用乱数更新処理とは、初期値決定用乱数を発生するためのカウンタの
カウント値を更新する処理である。初期値決定用乱数とは、大当りの種類を決定するため
の判定用乱数（例えば、大当りを発生させる特別図柄を決定するための大当り図柄決定用
乱数や、普通図柄にもとづく当りを発生させるか否かを決定するための普通図柄当たり判
定用乱数）を発生するためのカウンタ（判定用乱数発生カウンタ）等のカウント値の初期
値を決定するための乱数である。後述する遊技制御処理（遊技制御用マイクロコンピュー
タが、遊技機に設けられている可変表示装置９、可変入賞球装置１５、球払出装置９７等
の遊技用の装置を、自身で制御する処理、または他のマイクロコンピュータに制御させる
ために指令信号を送信する処理、遊技装置制御処理ともいう）において、判定用乱数発生
カウンタのカウント値が１周すると、そのカウンタに初期値が設定される。
【００９２】
　なお、表示図柄乱数更新処理および初期値決定用乱数更新処理が実行されるときに割込
禁止状態にされるのは、表示図柄乱数更新処理および初期値決定用乱数更新処理が後述す
るタイマ割込処理でも実行される（すなわち、タイマ割込処理のステップＳ２５，Ｓ２６
でも同じ処理が実行される）ことから、タイマ割込処理における処理と競合してしまうの
を避けるためである。すなわち、ステップＳ１７，Ｓ１８の処理中にタイマ割込が発生し
てタイマ割込処理中で表示図柄乱数や初期値決定用乱数を発生するためのカウンタのカウ
ント値を更新してしまったのでは、カウント値の連続性が損なわれる場合がある。しかし
、ステップＳ１７，Ｓ１８の処理中では割込禁止状態にしておけば、そのような不都合が
生ずることはない。
【００９３】
　以上のように、遊技店員等は、クリアスイッチ９２１をオン状態してクリア信号が出力
される状態にしながら遊技機に対する電力供給を開始する（例えば電源スイッチ９１４を
オンする）ことによって、容易に初期化処理を実行させることができる。すなわち、ＲＡ
Ｍクリア等を行うことができる。
【００９４】
　次に、遊技制御処理について説明する。図７は、タイマ割込処理を示すフローチャート
である。メイン処理の実行中に、具体的には、ステップＳ１６～Ｓ１９のループ処理の実
行中における割込許可になっている期間において、タイマ割込が発生すると、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０のＣＰＵ５６は、タイマ割込の発生に応じて起動されるタイ
マ割込処理において遊技制御処理を実行する。タイマ割込処理において、ＣＰＵ５６は、
まず、電源断信号が出力されたか否か（オン状態になったか否か）を検出する電源断処理
（電源断検出処理）を実行する（ステップＳ２０）。次いで、スイッチ回路５８を介して
、ゲートスイッチ３２ａ、始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３および入賞口ス
イッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａ等のスイッチの検出信号を入力し、それらの状態
判定を行う（スイッチ処理：ステップＳ２１）。具体的には、各スイッチの検出信号を入
力する入力ポートの状態がオン状態であれば、各スイッチに対応して設けられているスイ
ッチタイマの値を＋１する。
【００９５】
　次いで、ＣＰＵ５６は、特別図柄表示器８や、普通図柄表示器１０、状態表示灯などの
各種表示器へのＤＧ信号の出力やクリアを行う表示制御処理を実行する（ステップＳ２２
）。次いで、ＣＰＵ５６は、大入賞口への異常入賞を検出したことを報知する異常入賞報
知処理を実行する（ステップＳ２３）。具体的には、後述する特別図柄プロセス処理にお
いて大入賞口を開放する前である（具体的には、後述するステップＳ３００～Ｓ３０３の
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処理の段階である）にもかかわらず、カウントスイッチ２３のオンを検出した場合に、大
入賞口への異常入賞を検出したと判定し報知する制御を行う。
【００９６】
　次に、遊技制御に用いられる各判定用乱数を生成するための各カウンタのカウント値を
更新する処理を行う（乱数更新処理：ステップＳ２４）。また、ＣＰＵ５６は、初期値決
定用乱数を生成するためのカウンタのカウント値を更新する処理を行う（初期値決定用乱
数更新処理：ステップＳ２５）。さらに、ＣＰＵ５６は、表示図柄乱数を生成するための
カウンタのカウント値を更新する処理を行う（表示図柄乱数更新処理：ステップＳ２６）
。
【００９７】
　乱数更新処理、初期値決定用乱数更新処理および表示図柄乱数更新処理を行うと、ＣＰ
Ｕ５６は、特別図柄プロセス処理を行う（ステップＳ２７）。特別図柄プロセス処理では
、遊技状態に応じてパチンコ遊技機１を所定の順序で制御するための特別図柄プロセスフ
ラグに従って該当する処理が選び出されて実行される。そして、特別図柄プロセスフラグ
の値は、遊技状態に応じて各処理中に更新される。また、普通図柄プロセス処理を行う（
ステップＳ２８）。普通図柄プロセス処理では、普通図柄表示器１０の表示状態を所定の
順序で制御するための普通図柄プロセスフラグに従って該当する処理が選び出されて実行
される。そして、普通図柄プロセスフラグの値は、遊技状態に応じて各処理中に更新され
る。
【００９８】
　次いで、ＣＰＵ５６は、特別図柄の変動に同期する飾り図柄に関する演出制御コマンド
をＲＡＭ５５の所定の領域に設定して演出制御コマンドを送出する処理を行う（演出図柄
コマンド制御処理：ステップＳ２９）。なお、飾り図柄の変動が特別図柄の変動に同期す
るとは、変動時間（可変表示期間）が同じであることを意味する。
【００９９】
　次いで、ＣＰＵ５６は、例えばホール管理用コンピュータに供給される大当り情報、小
当り情報、始動情報、確率変動情報などのデータを出力する情報出力処理を行う（ステッ
プＳ３０）。なお、後述するように、特別図柄プロセス処理において、特別図柄プロセス
フラグは「０」～「１０」の値をとりうる。また、それらの値のうち特別図柄プロセスフ
ラグの値が「８」～「１０」である場合に、小当りに関する処理が実行される。そのため
、情報出力処理において外部情報を出力するときに、小当りに関する情報であるか否かを
容易に判定して小当り情報として出力することができる。例えば、ＣＰＵ５６は、現在の
特別図柄プロセスフラグの値が「８」以上であるか否かを確認し、「８」以上であれば、
小当りに関する情報であると判定し小当り情報として出力する。また、特別図柄プロセス
フラグの値が「４」～「１０」である場合に、大入賞口の開放制御を行う処理（大当りの
ときと小当りのときとを含む）が実行される。そのため、情報出力処理において外部情報
を出力するときに、大入賞口の開放制御に関する情報であるか否かを容易に判定して出力
することができる。例えば、ＣＰＵ５６は、現在の特別図柄プロセスフラグの値が「４」
以上であるか否かを確認し、「４」以上であれば、大入賞口の開放制御に関する情報であ
ると判定して外部情報を出力する。
【０１００】
　また、ＣＰＵ５６は、入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａ等の検出信号に
もとづく賞球個数の設定などを行う賞球処理を実行する（ステップＳ３１）。具体的には
、入賞口スイッチ２９ａ，３０ａ，３３ａ，３９ａ等がオンしたことにもとづく入賞検出
に応じて、払出制御基板３７に賞球個数を示す賞球個数コマンド等の払出指令コマンドを
出力する。払出制御基板３７に搭載されている払出制御用マイクロコンピュータ３７０は
、賞球個数を示す賞球個数コマンドの受信に応じて球払出装置９７を駆動する。
【０１０１】
　また、ＣＰＵ５６は、遊技機の制御状態を遊技機外部で確認できるようにするための試
験信号を出力する処理である試験端子処理を実行する（ステップＳ３２）。また、この実
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施の形態では、出力ポートの出力状態に対応したＲＡＭ領域（出力ポートバッファ）が設
けられているのであるが、ＣＰＵ５６は、出力ポート２のＲＡＭ領域におけるソレノイド
に関する内容を出力ポートに出力する（ステップＳ３３：ソレノイド出力処理）。そして
、ＣＰＵ５６は、保留記憶数の増減をチェックする記憶処理を実行する（ステップＳ３４
）。
【０１０２】
　また、ＣＰＵ５６は、特別図柄プロセスフラグの値に応じて特別図柄の演出表示を行う
ための特別図柄表示制御データを特別図柄表示制御データ設定用の出力バッファに設定す
る特別図柄表示制御処理を行う（ステップＳ３５）。
【０１０３】
　次いで、ＣＰＵ５６は、普通図柄プロセスフラグの値に応じて普通図柄の演出表示を行
うための普通図柄表示制御データを普通図柄表示制御データ設定用の出力バッファに設定
する普通図柄表示制御処理を行う（ステップＳ３６）。
【０１０４】
　さらに、ＣＰＵ５６は、各状態表示灯の表示を行うための状態表示制御データを状態表
示制御データ設定用の出力バッファに設定する状態表示灯表示処理を行う（ステップＳ３
７）。この場合、遊技状態が高確率状態（例えば、確変状態）である場合には、高確率状
態であることを示す状態表示灯１の表示を行うための状態表示制御データを出力バッファ
に設定する。また、遊技状態が時短状態である場合には、時短状態であることを示す状態
表示灯２の表示を行うための状態表示制御データを出力バッファに設定する。
【０１０５】
　この実施の形態では、遊技制御処理は定期的（例えば２ｍｓごと）に起動されることに
なる。なお、この実施の形態では、タイマ割込処理で遊技制御処理が実行されているが、
タイマ割込処理では例えば割込が発生したことを示すフラグのセットのみがなされ、遊技
制御処理はフラグがセットされたことにもとづいてメイン処理において実行されるように
してもよい。なお、この実施の形態において、ステップＳ２１～Ｓ３７の処理（ステップ
Ｓ３０およびＳ３２を除く）が、遊技の進行を制御する遊技制御処理に相当する。
【０１０６】
　その後、ＣＰＵ５６は、割込許可状態に設定し（ステップＳ３８）、処理を終了する。
【０１０７】
　次に、メイン処理における特別図柄プロセス処理（ステップＳ２７）を説明する。図８
は、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０（具体的には、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０のＣＰＵ５６）が実行する特別図柄プロセス処理のプログラムの一例を示すフ
ローチャートである。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセス処理
において、遊技盤６に設けられている始動入賞口１４に遊技球が入賞したことを検出する
ための始動口スイッチ１４ａがオンしていたら、すなわち遊技球が始動入賞口１４に入賞
する始動入賞が発生していたら（ステップＳ３１１）、始動口スイッチ通過処理（ステッ
プＳ３１２）を行った後に、内部状態に応じて、ステップＳ３００～Ｓ３１０のうちのい
ずれかの処理を行う。始動口スイッチ１４ａがオンしていなければ、内部状態に応じて、
ステップＳ３００～Ｓ３１０のうちのいずれかの処理を行う。
【０１０８】
　特別図柄通常処理（ステップＳ３００）：特別図柄プロセスフラグの値が０であるとき
に実行される。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄の可変表示が開始で
きる状態になると、保留記憶数バッファに記憶される数値データの記憶数（保留記憶数）
を確認する。保留記憶数バッファに記憶される数値データの記憶数は保留記憶数カウンタ
のカウント値により確認できる。また、保留記憶数カウンタのカウント値が０でなければ
、遊技状態が確変状態であるか否か確認し、特別図柄の可変表示の表示結果を特定表示結
果とするか否か（大当りとするか否か）を決定する。特定表示結果とする場合には大当り
フラグをセットする。そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０１
に応じた値（この例では１）に更新する。なお、大当りフラグは、大当り遊技が終了する
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ときにリセットされる。
【０１０９】
　変動パターン設定処理（ステップＳ３０１）：特別図柄プロセスフラグの値が１である
ときに実行される。特別図柄の可変表示の変動パターン（ここでは変動時間に相当）を、
始動入賞発生時に抽出した変動パターン決定用乱数（表示図柄乱数の一つ）の値に応じて
あらかじめ定められた複数種類の変動パターンの中から選択する。また、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００に対して、変動パターンを指令する情報（変動パターンコマンド
すなわち可変表示パターンコマンド）を送信するために、変動パターンコマンドを変動パ
ターンバッファにセットする。そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップ
Ｓ３０２に応じた値（この例では２）に更新する。
【０１１０】
　特別図柄変動処理（ステップＳ３０２）：特別図柄プロセスフラグの値が２であるとき
に実行される。変動パターン設定処理で選択された変動パターンの変動時間が経過（ステ
ップＳ３０１でセットされた特別図柄プロセスタイマがタイムアウトすなわち特別図柄プ
ロセスタイマの値が０になる）すると、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップ
Ｓ３０３（この例では３）に移行するように制御する。
【０１１１】
　特別図柄停止処理（ステップＳ３０３）：特別図柄表示器８における特別図柄を停止さ
せるとともに、可変表示装置９における飾り図柄の変動の停止を指定する飾り図柄停止指
定コマンドを送信する。そして、特別図柄の停止図柄が大当り図柄である場合には、内部
状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０４に移行するように更新する。または
、特別図柄の停止図柄が小当り図柄である場合には、内部状態を（特別図柄プロセスフラ
グ）をステップＳ３０８に移行するように更新する。そうでない場合には、内部状態をス
テップＳ３００に移行するように更新する。
【０１１２】
　この実施の形態では、大入賞口は、遊技者にとって有利な第１状態（開状態）と遊技者
にとって不利な第２状態（閉状態）とのいずれかの状態に変化する。この実施の形態では
、大当り遊技状態に移行すると、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口を
所定期間（例えば、２９．５秒）第１状態に変化させることを所定回数（例えば１５ラウ
ンド）行うことにより終了するように制御する。
【０１１３】
　また、この実施の形態では、いわゆる突然確変大当り（各ラウンドの演出が順に進行し
ていくのではなく、突然、遊技状態が確変状態に移行したように遊技者に見せる特別な演
出を行う大当り）に移行されることがある。突然確変大当り遊技状態に移行すると、遊技
制御用マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口を上記の所定期間よりも短い期間（例え
ば０．１秒）および上記の所定回数よりも少ない回数（例えば２回）の少なくともいずれ
かで第１状態に変化させることにより終了し、突然確変大当り遊技状態終了後に特別図柄
の停止図柄が大当り図柄となる確率が通常状態よりも向上しかつ始動領域への遊技媒体の
進入しやすさが通常状態と同一である第１高確率状態に制御する。なお、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、突然確変大当り遊技状態終了後に特別図柄の停止図柄が大当
り図柄となる確率が第１高確率状態と同一でありかつ第１高確率状態より始動領域への遊
技媒体が進入しやすく設定された第２高確率状態に制御するようにしてもよい。なお、始
動領域への遊技媒体が進入しやすく設定された状態とは、具体的には、始動入賞口１４が
開状態となる頻度が高められ遊技球が入賞しやすさが通常状態よりも向上した状態（高ベ
ース状態）のことである。例えば、遊技状態を高確率状態に移行するとともに時短状態に
移行することによって第２高確率状態に制御される。また、この実施の形態では、通常の
確変大当り（突然確変以外の１５ラウンドの確変大当り）の大当り遊技状態終了後には、
大当り遊技状態終了後に特別図柄の停止図柄が大当り図柄となる確率が第１高確率状態と
同一でありかつ第１高確率状態より始動領域に遊技媒体が進入しやすく設定された第２高
確率状態に制御される。
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【０１１４】
　また、この実施の形態では、いわゆる小当り（発生前と発生後とで遊技状態の変化を生
じさせず、大入賞口を短時間だけ開放させるとともに特別な演出を行う当り）に移行され
ることがある。小当り遊技状態に移行すると、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は
、大入賞口を突然確変遊技状態と同一期間（または、突然確変遊技状態と同一期間かつ突
然確変遊技状態と同一の回数）で第１状態に変化させることにより終了し、小当り遊技状
態終了後の遊技状態として小当り遊技状態開始直前の遊技状態が継続されるように制御す
る。なお、小当り遊技状態において、大入賞口を突然確変遊技状態とは異なる期間または
異なる回数第１状態に変化させてもよい。
【０１１５】
　大入賞口開放前処理（ステップＳ３０４）：特別図柄プロセスフラグの値が４であると
きに実行される。大入賞口開放前処理では、大入賞口を開放する制御を行う。具体的には
、カウンタ（例えば大入賞口に入った遊技球数をカウントするカウンタ）などを初期化す
るとともに、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞球装置を開状態にして大入賞口を開
放する。また、プロセスタイマによって大入賞口開放中処理の実行時間を設定し、内部状
態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０５に応じた値（この例では５）に更新す
る。なお、大入賞口開放前処理は各ラウンド毎に実行されるが、ラウンドを開始する場合
には、大入賞口開放前処理は大当り遊技を開始する処理でもある。すなわち、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、大入賞口開放前処理を実行することによって特定遊技状
態移行制御手段を実現している。また、特定遊技状態移行制御手段は、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００が大当り表示処理を実行することによって実現されると定義しても
よい。すなわち、特定遊技状態が開始される時点を、大当りの発生を報知するための演出
が開始される時点であるとしてもよい。この場合、可変表示装置９に表示結果として特定
表示結果を導出表示する時点からの特定時間は、大当り図柄が表示されている期間に相当
する。
【０１１６】
　大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５）：特別図柄プロセスフラグの値が５であると
きに実行される。大当り遊技状態中のラウンド表示の演出制御コマンド（大入賞口開放中
表示コマンド）を演出制御用マイクロコンピュータ１００に送出する制御や大入賞口の閉
成条件の成立を確認する処理等を行う。また、大入賞口の閉成条件が成立したときには、
大入賞口を閉成する制御を行う。具体的には、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞球
装置を閉状態にして大入賞口を閉成する。また、プロセスタイマによって大入賞口開放後
処理の実行時間を設定し、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０６に応
じた値（この例では６）に更新する。
【０１１７】
　大入賞口開放後処理（ステップＳ３０６）：特別図柄プロセスフラグの値が６であると
きに実行される。大当り遊技状態の残りラウンドがあるか否かを確認する処理等を行う。
まだ残りラウンドがある場合には、大当り遊技中のラウンド後の表示（ラウンド間のイン
ターバルの表示）を指定する大入賞口開放後表示コマンドを送信するとともに、内部状態
（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０４に移行するように更新する。また、全て
のラウンドを終えた場合には、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３０７
に応じた値（この例では７）に更新する。
【０１１８】
　大当り終了処理（ステップＳ３０７）：特別図柄プロセスフラグの値が７であるときに
実行される。大当り遊技状態が終了したことを遊技者に報知する表示制御を演出制御用マ
イクロコンピュータ１００に行わせるための制御を行う。そして、内部状態（特別図柄プ
ロセスフラグ）をステップＳ３００に応じた値（この例では０）に更新する。
【０１１９】
　小当り開放前処理（ステップＳ３０８：特別図柄プロセスフラグの値が８であるときに
実行される。小当り開放前処理では、大入賞口を開放する制御を行う。具体的には、ソレ
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ノイド２１を駆動して特別可変入賞球装置を開状態にして大入賞口を開放する。また、プ
ロセスタイマによって小当り開放中処理の実行時間を設定し、内部状態（特別図柄プロセ
スフラグ）をステップＳ３０９に応じた値（この例では９）に更新する。なお、小当り開
放前処理は各ラウンド毎に実行されるが、ラウンドを開始する場合には、小当り開放前処
理は小当り遊技を開始する処理でもある。
【０１２０】
　小当り開放中処理（ステップＳ３０９）：特別図柄プロセスフラグの値が９であるとき
に実行される。小当り遊技状態中のラウンド表示の演出制御コマンドを演出制御用マイク
ロコンピュータ１００に送出する制御や大入賞口の閉成条件の成立を確認する処理等を行
う。また、大入賞口の閉成条件が成立したときには、大入賞口を閉成する制御を行う。具
体的には、ソレノイド２１を駆動して特別可変入賞球装置を閉状態にして大入賞口を閉成
する。そして、内部状態（特別図柄プロセスフラグ）をステップＳ３１０に応じた値（こ
の例では１０）に更新する。
【０１２１】
　小当り終了処理（ステップＳ３１０）：特別図柄プロセスフラグの値が１０であるとき
に実行される。小当り遊技状態を終了するための制御を行う。そして、内部状態（特別図
柄プロセスフラグ）をステップＳ３００に応じた値（この例では０）に更新する。
【０１２２】
　次に、特別図柄プロセス処理における特別図柄通常処理（ステップＳ３００）について
説明する。図９および図１０は、特別図柄通常処理を示すフローチャートである。特別図
柄通常処理において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０（具体的には、ＣＰＵ５６
）は、特別図柄の変動を開始することができる状態（例えば特別図柄プロセスフラグの値
がステップＳ３００を示す値となっている場合）には（ステップＳ１５０１）、始動入賞
記憶数（保留記憶数）の値を確認する（ステップＳ１５０２）。具体的には、始動入賞記
憶カウンタのカウント値を確認する。なお、特別図柄プロセスフラグの値がステップＳ３
００を示す値となっている場合とは、可変表示装置９において図柄の変動がなされていず
、かつ、大当り遊技中でもない場合である。
【０１２３】
　ステップＳ１５０１で変動開始不可能である場合や、ステップＳ１５０２で保留記憶数
が０である場合には、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、デモ表示フラグがセッ
トされているか否かを確認する（ステップＳ１５０３）。デモ表示フラグとは、客待ちデ
モンストレーションの演出が実行されていることを示すフラグである。セットされていれ
ば、そのまま特別図柄通常処理を終了する。セットされていなければ、遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０は、デモ表示フラグをセットし（ステップＳ１５０４）、デモ表示
コマンドを演出制御用マイクロコンピュータ１００に送信する（ステップＳ１５０５）。
なお、ステップＳ１５０４において、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、変動開
始不可能である場合や保留記憶数が０である場合に毎回デモ表示コマンドを送信するので
はなく、一定時間カウントを行った後にデモ表示コマンドを送信するようにしてもよい。
【０１２４】
　ステップＳ１５０２で保留記憶数が０でなければ、保留記憶数＝１に対応する保存領域
に格納されている各乱数値（各判定用乱数や表示図柄乱数）を読み出してＲＡＭ５５の乱
数バッファ領域に格納するとともに（ステップＳ１５０６）、各保存領域の内容をシフト
し（ステップＳ１５０７）、かつ、保留記憶数の値を１減らす（始動入賞記憶カウンタの
値を１減らす）。すなわち、保留記憶数＝ｎ（ｎ＝２，３，４）に対応する保存領域に格
納されている各乱数値を、保留記憶数＝ｎ－１に対応する保存領域に格納する。よって、
各保留記憶数に対応するそれぞれの保存領域に格納されている各乱数値が抽出された順番
は、常に、保留記憶数＝１，２，３，４の順番と一致するようになっている。すなわち、
この例では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、可変表示の開始条件が成立する
毎に、各保存領域の内容をシフトする処理を実行する。
【０１２５】
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　なお、ステップＳ１５０７において始動入賞記憶カウンタの値が更新（ＲＡＭに設けら
れた所定の作業領域の値が更新）されたことにもとづいて、演出制御用マイクロコンピュ
ータ５６０は、演出図柄コマンド制御処理（ステップＳ２９）において、演出記憶情報指
定コマンドを演出制御用マイクロコンピュータ１００に送信する。この場合、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、更新後の保留記憶数が０である場合には演出記憶情報０
指定コマンドを送信し、更新後の保留記憶数が１である場合には演出記憶情報１指定コマ
ンドを送信し、更新後の保留記憶数が２である場合には演出記憶情報２指定コマンドを送
信し、更新後の保留記憶数が３である場合には演出記憶情報３指定コマンドを送信する。
【０１２６】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当りとするか否かを判定する大
当り判定処理（ステップＳ１５０８～Ｓ１５１１）を実行する。遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０は、乱数格納バッファから大当り判定用乱数を読み出し（ステップＳ１５
０８）、大当り判定モジュールを実行する（ステップＳ１５０９）。大当り判定モジュー
ルは、大当り判定用乱数が、あらかじめ決められている大当り判定値と一致したら大当り
とすることに決定するプログラムである。なお、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、大当りの判定に用いる大当り判定用乱数として、ソフトウェア乱数を用いてもよく、
乱数回路が出力するハードウェア乱数を用いてもよい。
【０１２７】
　大当りとすることに決定した場合には（ステップＳ１５１０のＹ）、遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０は、大当りフラグをセットする（ステップＳ１５１１）。大当りフ
ラグは、大当りとすることを決定したことを示すフラグである。
【０１２８】
　大当りとしないことに決定した場合には（ステップＳ１５１０のＮ）、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、小当りとするか否かを判定する小当り判定処理（ステップＳ
１５１２～Ｓ１５１５）を実行する。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、乱数格
納バッファから大当り判定用乱数を読み出し（ステップＳ１５１２）、小当り判定用モジ
ュールを実行する（ステップＳ１５１３）。小当り判定モジュールは、大当り判定用乱数
が、あらかじめ決められている小当り判定値と一致したら小当りとすることに決定するプ
ログラムである。なお、この実施の形態では、大当りとするか否かを判定する場合と小当
りとするか否かを判定する場合とで、共通の大当り判定用乱数を用いる場合を説明するが
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、小当り専用の判定用乱数（小当り判定用乱
数）を用いて小当りとするか否かを決定してもよい。
【０１２９】
　小当りとすることに決定した場合には（ステップＳ１５１４）、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０は、小当りフラグをセットする（ステップＳ１５１５）。なお、小当り
フラグは、小当りとすることを決定したことを示すフラグである。
【０１３０】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当り図柄や大当りの種別、小当
り図柄を設定する特別図柄情報設定処理（ステップＳ１５１６～Ｓ１５３２）を実行する
。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当りフラグがセットされているか否かを
確認する（ステップＳ１５１６）。大当りフラグがセットされていれば、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、大当りと決定した場合の特別図柄の停止図柄を決定するとと
もに大当りの種別を決定するための大当り図柄設定用テーブルをロードする（ステップＳ
１５１７）。また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、乱数格納バッファから、
大当りと決定した場合の特別図柄の停止図柄および大当りの種別を決定するための大当り
図柄用乱数を読み出す（ステップＳ１５１８）。そして、遊技制御用マイクロコンピュー
タ５６０は、大当り図柄設定用テーブルと大当り図柄用乱数とにもとづいて、特別図柄の
停止図柄および大当りの種別を決定する（ステップＳ１５１９）。
【０１３１】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、決定した大当りの種類が確変大当りであれ
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ば（ステップＳ１５２０のＹ）、確変大当りとすることを決定したことを示す確変大当り
フラグをセットする（ステップＳ１５２１）とともに、確変大当りを示す演出指定値を演
出図柄情報バッファにセットする（ステップＳ１５２２）。
【０１３２】
　遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、決定した大当りの種別が確変大当りでなけ
れば（ステップＳ１５２０のＮ）、決定した大当りの種別が突然確変大当りであるか否か
を確認する（ステップＳ１５２３）。そして、突然確変大当りであれば、遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０は、突然確変大当りとすることを決定したことを示す突然確変大
当りフラグをセットする（ステップＳ１５２４）とともに、突然確変大当りを示す演出指
定値を演出図柄情報バッファにセットする（ステップＳ１５２５）。突然確変大当りでも
なければ、通常大当りを示す演出指定値を演出図柄情報バッファにセットする（ステップ
Ｓ１５２６）。
【０１３３】
　ステップＳ１５１６で大当りフラグがセットされていなければ、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０は、小当りフラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ１
５２７）。小当りフラグがセットされていれば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
は、小当りと決定した場合の特別図柄の停止図柄を決定するための小当り図柄設定用テー
ブルをロードする（ステップＳ１５２８）。また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０は、乱数格納バッファから、小当りと決定した場合の特別図柄の停止図柄を決定するた
めの小当り図柄用乱数を読み出す（ステップＳ１５２９）。そして、遊技制御用マイクロ
コンピュータ５６０は、小当り図柄設定用テーブルと小当り図柄用乱数とにもとづいて、
特別図柄の停止図柄を決定する（ステップＳ１５３０）。そして、小当りを示す演出指定
値を演出図柄情報バッファにセットする（ステップＳ１５３１）。
【０１３４】
　ステップＳ１５２７で小当りフラグもセットされていなければ、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０は、はずれを示す演出指定値を演出図柄情報バッファにセットする（ス
テップＳ１５３２）。
【０１３５】
　次いで、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、背景表示指定コマンドを演出制御
用マイクロコンピュータ１００に送信する（ステップＳ１５３３）。この場合、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０は、例えば、遊技状態が通常状態である場合には、背景表
示指定コマンドとして、通常状態における背景表示を指定する通常状態背景指定コマンド
を送信する。また、例えば、確変大当り後に遊技状態が高確率状態である場合には、背景
表示指定コマンドとして、高確率状態における背景表示を指定する高確率状態背景指定コ
マンドを送信する。また、例えば、突然確変大当り後に遊技状態が高確率状態である場合
には、背景表示指定コマンドとして、突然確変状態背景指定コマンドを送信する。そして
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、特別図柄プロセスフラグの値を変動パター
ン設定処理（ステップＳ３０１）を示す値に更新する（ステップＳ１５３４）。
【０１３６】
　なお、この実施の形態では、ステップＳ１５１９において、大当り図柄設定用テーブル
および大当り図柄用乱数を用いて大当りの種別を一括して決定する場合を説明したが、別
々の乱数を用いて大当りの種別を別々に決定するようにしてもよい。例えば、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、確変決定用乱数を用いて確変とするか否かを決定すると
ともに、確変決定用乱数とは別に突然確変決定用乱数を用いて突然確変とするか否かを決
定してもよい。
【０１３７】
　次に、演出制御手段の動作を説明する。図１１は、演出制御基板８０に搭載されている
演出制御用マイクロコンピュータ１００が実行するメイン処理を示すフローチャートであ
る。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、電源が投入されると、メイン処理の実行
を開始する。メイン処理では、まず、ＲＡＭ領域のクリアや各種初期値の設定、また演出
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制御処理の起動間隔を決めるためのタイマの初期設定等を行うための初期化処理を行う（
ステップＳ７００）。
【０１３８】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、外部装置からの入力コマンドを検
出した場合には、リアルタイムクロック３５３の設定処理を実行する（ステップＳ７０１
）。例えば、遊技機の製造段階において時刻などの初期設定を行なう場合、作業者は、外
部装置として時刻設定装置を中継基板７７にコネクタを用いて接続したり入力ポートに接
続する。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、外部装置からの入力コマンドを検出
すると、検出した入力コマンドにもとづいてリアルタイムクロック３５３の時刻設定など
の処理を行う。
【０１３９】
　なお、遊技店などにおいて遊技機の電源投入を行う場合には、通常、遊技機には外部装
置などに接続されておらず、外部からの入力コマンドが入力されることはない。したがっ
て、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、通常、初期化処理を終了すると、そのま
まステップＳ７０２に移行する。なお、遊技機１を遊技店に導入した後（ホール導入後）
に、遊技店の店員などによって外部装置が接続されリアルタイムクロック３５３の設定操
作が行われたときであっても、リアルタイムクロック３５３の設定処理を行うようにして
もよい。
【０１４０】
　また、ステップＳ７０１では、外部装置が接続されると、外部装置が接続されたことを
示す接続信号がコマンドラインを介して演出制御用マイクロコンピュータ１００に入力さ
れる。ステップＳ７０１において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、接続信号
を検出すると、リアルタイムクロック３５３を設定するプロセスに移行する。この場合、
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３を設定するため
の設定画面を可変表示装置９に表示してもよい。また、演出制御用マイクロコンピュータ
１００が接続信号を検出する期間は、所定期間（例えば数秒間）設けられていてもよい。
また、外部装置として時刻設定装置を用いる場合、時刻設定装置は、時間情報が付加され
た標準電波信号を受信する機能を備えていてもよい。
【０１４１】
　その後、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、タイマ割込フラグの監視（ステッ
プＳ７０２）の確認を行うループ処理に移行する。タイマ割込が発生すると、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、タイマ割込処理においてタイマ割込フラグをセットする
。メイン処理において、タイマ割込フラグがセットされていたら、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、そのフラグをクリアし（ステップＳ７０３）、以下の演出制御処理
を実行する。
【０１４２】
　演出制御処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、所定の告知
タイミングで所定の告知演出を実行する際の告知内容を設定する告知内容設定処理を実行
する（ステップＳ７０４）。なお、告知演出とは、遊技中に遊技に関して遊技者に対して
所定の告知を行なうための演出である。この実施の形態では、例えば、遊技中に告知演出
として「おすすめ台」や「優良台」、「あま釘台」などの内容を告知する演出を行なう。
次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信した演出制御コマンドを解析す
る（コマンド解析処理：ステップＳ７０５）。
【０１４３】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デモ表示プロセス処理を行う（ス
テップＳ７０６）。デモ表示プロセス処理では、制御状態に応じた各プロセスのうち、現
在の制御状態（デモ表示プロセスフラグ）に対応した処理を選択して、可変表示装置９を
用いた動画によるデモンストレーション演出を実行する。
【０１４４】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、演出制御プロセス処理を行う（ス
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テップＳ７０７）。演出制御プロセス処理では、制御状態に応じた各プロセスのうち、現
在の制御状態（演出制御プロセスフラグ）に対応した処理を選択して可変表示装置９の表
示制御を実行する。さらに、可変表示装置９に表示する左中右の飾り図柄のはずれ図柄を
決定するためのはずれ表示図柄決定用乱数や、可変表示装置９に表示する飾り図柄の大当
り図柄を決定するための大当り表示図柄決定用乱数などの乱数を生成するためのカウンタ
のカウント値を更新する乱数更新処理を実行する（ステップＳ７０８）。その後、ステッ
プＳ７０２に移行する。
【０１４５】
　図１２は、メイン処理における告知内容設定処理（ステップＳ７０４）を示すフローチ
ャートである。なお、この実施の形態において、告知内容とは、遊技者に対して告知する
情報（「おすすめ台」や「優良台」、「あま釘台」などの情報）と、その告知する情報に
対応する演出とを含む。
【０１４６】
　告知内容設定処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容の設
定を禁止する告知内容設定禁止フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ
１７４０）。この実施の形態では、後述するように、告知内容の設定処理が所定期間（告
知内容設定禁止期間）禁止される。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
遊技店の開店時刻（例えば１０：００）から閉店時刻（例えば２３：００）の間には告知
内容設定禁止フラグをセットするように制御し、告知内容設定処理の実行を禁止する。
【０１４７】
　告知内容設定禁止フラグがセットされていなければ（すなわち、告知内容設定処理の禁
止期間でなければ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容を既に設定済
みであることを示す告知内容設定フラグがセットされているか否かを確認する(ステップ
Ｓ１７４１）。セットされていなければ（すなわち、告知内容を未設定であれば）、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、操作ボタン１２０から検出信号を入力したか否か
を確認する（ステップＳ１７４２）。すなわち、遊技店の店員などによって告知内容の設
定操作が開始されたか否かを確認する。
【０１４８】
　なお、ステップＳ１７４２で操作ボタン１２０からの検出信号を入力した後に、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、遊技中における操作であるか否か（例えば、所定の
遊技演出中や背景画面選択中の操作か否か）を判断し、遊技中における操作でなければ、
ステップＳ１７４３以降の処理に移行するようにしてもよい。また、ステップＳ１７４２
で操作ボタン１２０からの検出信号を入力した後に、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、リアルタイムクロック３５３から時刻信号を入力し、現時刻が所定の告知内容設
定禁止期間でないことを確認してからステップＳ１７４３以降の処理に移行するようにし
てもよい。そのようにすれば、所定の告知内容設定禁止期間になってから遊技機１の電源
投入が行われた場合であっても、確実に告知内容設定禁止期間における告知内容の設定操
作を禁止することができる。
【０１４９】
　操作ボタン１２０から検出信号が入力されると（すなわち、告知内容の設定操作が開始
されると）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容の設定操作を促す旨の
告知内容設定画面を可変表示装置９に表示させる（ステップＳ１７４３）。例えば、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、図１３（ａ）に示す告知内容設定画面を可変表示
装置９に表示させ、「おすすめ台」、「優良台」または「あま釘台」のいずれかの選択操
作を促す。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、操作ボタン１２０から検
出信号が入力されるまで（すなわち、遊技店の店員などによって告知内容の設定操作が行
われるまで）待つ（ステップＳ１７４４）。なお、告知内容設定の禁止期間になるまで操
作ボタン１２０からの検出信号が入力されなかった場合には、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、告知内容設定禁止フラグをセットするとともに、そのまま告知内容設定
処理を終了する。



(28) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

【０１５０】
　操作ボタン１２０からの検出信号を入力すると（ステップＳ１７４４のＹ）、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、入力した検出信号に従って告知内容を選択する（ステ
ップＳ１７４５）。例えば、操作ボタン１２０が十字キーである場合には、設定者（遊技
店の店員など）は、図１３（ｂ）に示すように、十字キーである操作ボタン１２０を操作
することによって、図１３（ａ）に示す告知内容設定画面においてカーソルを移動させ、
「Ａ．おすすめ台」、「Ｂ．優良台」、「Ｃ．あま釘台」のいずれかを選択指示する。次
いで、設定者は、決定ボタン（例えば、十字キーの真ん中）を押すことによって、選択し
た告知内容に決定する操作を行う。すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
設定者の操作に従って、告知内容を選択する。
【０１５１】
　次いで、そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、選択した告知内容を告知
する告知演出を特定可能な告知演出情報を所定の告知演出情報格納領域に保存する（ステ
ップＳ１７４６）。なお、この実施の形態では、所定の告知演出情報格納領域は、バック
アップＲＡＭ３５６に確保される。
【０１５２】
　図１４は、ステップＳ１７４６で保存される告知演出情報の例を示す説明図である。図
１４に示すように、例えば、おすすめ台である旨の告知内容を選択した場合には、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、おすすめ台である旨の告知演出を特定可能な告知演
出情報として告知演出識別子「Ｋ０１」を所定の告知演出情報格納領域に保存する。また
、例えば、優良台である旨の告知内容を選択した場合には、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、優良台である旨の告知演出を特定可能な告知演出情報として告知演出識別
子「Ｋ０２」を所定の告知演出情報格納領域に保存する。例えば、あま釘台である旨の告
知内容を選択した場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、あま釘台である
旨の告知演出を特定可能な告知演出情報として告知演出識別子「Ｋ０３」を所定の告知演
出情報格納領域に保存する。
【０１５３】
　上記の処理によって、告知内容として、遊技者に対して告知する情報（「おすすめ台」
や「優良台」、「あま釘台」などの情報）と、その告知する情報に対応する演出とが選択
され、告知演出情報として記憶される。
【０１５４】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ１７４６で設定した告
知内容を自動消去する時刻（告知内容消去時刻）をセットする（ステップＳ１７４７）。
この実施の形態では、ステップＳ１７４７でセットした告知内容消去時刻にもとづいて、
遊技中に告知内容が消去されなくても、遊技店の閉店時刻（例えば、２３：００）に告知
内容が自動的に消去される。なお、遊技店の閉店時刻ではなく、例えば、リアルタイムク
ロック３５３からの日付信号や時刻信号にもとづいて告知内容の設定時刻を記録し、告知
内容を設定してから所定期間経過したことを検出したときに告知内容を自動消去するよう
にしてもよい。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定フラグ
がセットされた時刻の２４時間後に告知内容を自動消去するように、告知内容消去時刻を
自動設定してもよい。また、あらかじめ定められた告知内容消去時刻を設定するのではな
く、複数の時刻から告知内容消去時刻を選択できるようにしてもよい。この場合、例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、複数の時刻を含む告知内容消去時刻選択画
面を可変表示装置９に表示し、操作ボタン１２０からの検出信号にもとづいて、遊技店の
店員などによって選択された時刻を告知内容消去時刻として設定するようにしてもよい。
そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定フラグをセットして（
ステップＳ１７４８）、処理を終了する。
【０１５５】
　ステップＳ１７４０で告知内容設定禁止フラグがセットされていれば（すなわち、告知
内容設定処理の禁止期間であれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアル
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タイムクロック３５３から現時刻信号（時、分、秒）を入力する（ステップＳ１７４９）
。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、入力した現時刻信号にもとづいて
、現時刻が所定期間（告知内容設定処理の禁止期間）であるか否かを確認する（ステップ
Ｓ１７５０）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、現時刻が遊技店の開
店時刻（１０：００）から閉店時刻（２３：００）までの間の期間であるか否かを確認す
る。現時刻が所定期間であれば、そのまま処理を終了する。現時刻が所定期間でなければ
（すなわち、告知内容設定処理の禁止期間でなくなれば）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、告知内容設定禁止フラグをリセットし（ステップＳ１７５１）、処理を終
了する。
【０１５６】
　ステップＳ１７４１で告知内容設定フラグがセットされていれば（すなわち、既に告知
内容が設定されていれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムク
ロック３５３から現時刻信号（時、分、秒）を入力する（ステップＳ１７５２）。次いで
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、入力した現時刻信号にもとづいて、現時刻
が所定期間（告知内容設定処理の禁止期間）であるか否かを確認する（ステップＳ１７５
３）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、現時刻が遊技店の開店時刻（
１０：００）から閉店時刻（２３：００）までの間の期間であるか否かを確認する。現時
刻が所定時間でなければ、ステップＳ１７５５に移行する。現時刻が所定期間であれば（
すなわち、告知内容設定処理の禁止期間になれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、告知内容設定禁止フラグをセットする（ステップＳ１７５４）。
【０１５７】
　なお、この実施の形態では、一例として所定期間（告知内容設定処理の禁止期間）が遊
技店の開店時刻（１０：００）から閉店時刻（２３：００）までの期間である場合を説明
するが、この実施の形態で示した期間に限らず、例えば、所定期間を複数設けてもよい。
そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、現時刻が複数の所定期間のいずれか
に該当すると判断すると、告知内容設定禁止フラグをセットするようにしてもよい。
【０１５８】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、現時刻が所定の告知内容消去時刻
（例えば、遊技店の閉店時刻である２３：００）であるか否かを確認する（ステップＳ１
７５５）。現時刻が所定の告知内容消去時刻でなければ、そのまま処理を終了する。現時
刻が所定の告知内容消去時刻であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定
の告知演出情報格納領域に保存する告知演出情報を消去する（ステップＳ１７５６）とと
もに、告知内容設定フラグをリセットする（ステップＳ１７５７）。
【０１５９】
　ステップＳ１７４２で操作ボタン１２０からの検出信号を入力しなかった場合（すなわ
ち、告知内容の設定操作が行われなかった場合）には、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、リアルタイムクロック３５３から現時刻信号（時、分、秒）を入力する（ステ
ップＳ１７５８）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、入力した現時刻
信号にもとづいて、現時刻が所定期間（告知内容設定処理の禁止期間）であるか否かを確
認する（ステップＳ１７５９）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、現
時刻が遊技店の開店時刻（１０：００）から閉店時刻（２３：００）までの間の期間であ
るか否かを確認する。現時刻が所定時間でなければ、そのまま処理を終了する。現時刻が
所定期間であれば（すなわち、告知内容設定処理の禁止期間になれば）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、告知内容設定禁止フラグをセットし（ステップＳ１７６０）
、処理を終了する。
【０１６０】
　なお、図１２に示す例では、操作ボタン１２０からの検出信号にもとづいて告知内容の
設定を行う場合を示しているが、例えば、ランプドライバ基板３５に設けられた設定スイ
ッチ３５４からのオン／オフ信号にもとづいて告知内容を設定するようにしてもよい。
【０１６１】
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　また、この実施の形態では、告知内容の設定が可能な期間（告知内容設定処理の禁止期
間以外の期間）に一回だけ告知内容の設定が可能である場合を示しているが、告知内容の
設定が可能な期間内に何回でも告知内容の設定が変更可能に構成してもよい。この場合、
例えば、図１２に示す告知内容設定処理において、ステップＳ１７４０で告知内容設定禁
止フラグがセットされていなければ、ステップＳ１７４１を行わずにそのままステップＳ
１７４２に移行するようにするとともに、ステップＳ１７６０で告知内容設定禁止フラグ
をセットした後にステップＳ１７５２～Ｓ１７５７の処理を実行するようにすればよい。
【０１６２】
　図１５は、メイン処理におけるコマンド解析処理（ステップＳ７０５）を示すフローチ
ャートである。遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から送信された演出制御コマンド
は、ＩＮＴ割込で実行されるコマンド受信処理において、コマンド受信バッファに格納さ
れる。コマンド解析処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、コ
マンド受信バッファに受信コマンドが格納されているか否か確認する（ステップＳ１６１
１）。格納されているか否かは、コマンド受信個数カウンタの値と読出ポインタとを比較
することによって判定される。両者が一致している場合が、受信コマンドが格納されてい
ない場合である。コマンド受信バッファに受信コマンドが格納されている場合には、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、コマンド受信バッファから受信コマンドを読み出
す（ステップＳ１６１２）。
【０１６３】
　なお、ＩＮＴ割込で実行されるコマンド受信処理で受信した演出制御コマンドをコマン
ド受信バッファに格納する際に、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信したコ
マンドがプログラム上存在する演出制御コマンドであるか否かを確認するようにしてもよ
い。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信コマンドの１バイト目のＭ
ＯＤＥデータが「８０」や「８Ｃ」、「Ａ０」などプログラム上存在するものであるか否
かを確認し、プログラム上存在しないＭＯＤＥデータであれば、データ化けなどの原因に
よって演出制御コマンドを正しく受信できなかったと判断して、受信コマンドを破棄して
もよい。また、プログラム上存在するＭＯＤＥデータであっても、２バイト目のＥＸＴデ
ータがそのＭＯＤＥデータに対してプログラム上存在するものであるか否かを確認し、プ
ログラム上存在しないＥＸＴデータであれば、データ化けなどの原因によって演出制御コ
マンドを正しく受信できなかったと判断して、受信コマンドを破棄してもよい。この場合
、受信コマンドはコマンド受信バッファに格納されず、コマンド解析処理において、演出
制御コマンドを受信していないものとして処理される。
【０１６４】
　受信した演出制御コマンドが、変動パターン指定の演出制御コマンド（変動パターンコ
マンド）であれば（ステップＳ１６１３）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
受信した変動パターンコマンドに示される変動パターンをセーブする（ステップＳ１６１
４）。具体的には、そのコマンドのＥＸＴデータをＲＡＭにおける変動パターンデータ格
納領域に格納する。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマ
ンドを受信したことを示す変動パターン受信フラグをセットする（ステップＳ１６１５）
。なお、変動パターンコマンドは、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０によって変動
パターン設定処理（ステップＳ３０１参照）でセットした変動パターンにもとづいて送信
される。
【０１６５】
　受信した演出制御コマンドが、表示結果コマンドであれば（ステップＳ１６１６）、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信した表示結果コマンドに示される表示結果
をセーブする（ステップＳ１６１７）。具体的には、そのコマンドのＥＸＴデータをＲＡ
Ｍにおける表示結果データ格納領域に格納する。また、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、表示結果コマンドを受信したことを示す表示結果受信フラグをセットする（ス
テップＳ１６１８）。なお、表示結果コマンドは、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０によって特別図柄通常処理（ステップＳ３００参照）で演出図柄情報バッファにセット
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された演出指定値にもとづいて、演出図柄コマンド制御処理（ステップＳ２９参照）で送
信される。
【０１６６】
　また、受信した演出制御コマンドが、ファンファーレ指定の演出制御コマンド（ファン
ファーレコマンド）であれば（ステップＳ１６１９）、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、そのコマンドのＥＸＴデータをＲＡＭにおけるファンファーレデータ格納領域
に格納し（ステップＳ１６２０）、ファンファーレコマンドを受信したことを示すファン
ファーレフラグをセットする（ステップＳ１６２１）。なお、ファンファーレコマンドは
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０によって特別図柄停止処理（ステップＳ３０３
参照）で送信される。
【０１６７】
　また、受信した演出制御コマンドが、エンディング指定の演出制御コマンド（エンディ
ングコマンド）であれば（ステップＳ１６２２）、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、そのコマンドのＥＸＴデータをＲＡＭにおけるエンディングデータ格納領域に格納
し（ステップＳ１６２３）、エンディングコマンドを受信したことを示すエンディングフ
ラグをセットする（ステップＳ１６２４）。なお、エンディングコマンドは、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０によって大当り終了処理（ステップＳ３０７参照）で送信さ
れる。
【０１６８】
　また、受信した演出制御コマンドが、デモ表示コマンドであれば（ステップＳ１６２５
）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デモ表示コマンドを受信したことを示す
デモ表示受信フラグをセットする（ステップＳ１６２６）。
【０１６９】
　ステップＳ１６１２で読み出した受信コマンドがその他の演出制御コマンドである場合
には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信コマンドに対応するフラグをセッ
トする（ステップＳ１６２７）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受
信コマンドが飾り図柄停止指定コマンドである場合には、飾り図柄停止指定コマンドを受
信したことを示す飾り図柄停止指定受信フラグをセットする。
【０１７０】
　図１６は、メイン処理におけるデモ表示プロセス処理（ステップＳ７０６）を示すフロ
ーチャートである。デモ表示プロセス処理では、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、デモ表示プロセスフラグの値に応じてステップＳ７６０，Ｓ７６１のうちのいずれか
の処理を行う。各処理において、以下のような処理を実行する。
【０１７１】
　デモ表示開始処理（ステップＳ７６０）：デモ表示コマンドを受信したことにもとづい
て、デモンストレーション演出を開始する。この場合、現時刻が所定の特別デモ実行時刻
であるか否かを確認する。そして、現時刻が所定の特別デモ実行時刻でなければ通常のデ
モンストレーション演出を開始し、現時刻が所定の特別デモ実行時刻であれば特別のデモ
ンストレーション演出を開始する。
【０１７２】
　デモ表示中処理（ステップＳ７６１）：デモ表示コマンドを受信したことにもとづいて
、デモンストレーション演出を継続して実行する。また、デモ表示コマンドを受信してい
なければ、デモンストレーション演出を終了する。デモンストレーション演出を継続して
実行する場合、特別のデモンストレーション演出を実行している場合には、そのまま特別
のデモンストレーション演出を継続して実行する。通常のデモンストレーション演出を実
行している場合には、現時刻が所定の特別デモ実行時刻であるか否かを確認する。そして
、現時刻が所定の特別デモ実行時刻でなければそのまま通常のデモンストレーション演出
を継続して実行し、現時刻が所定の特別デモ実行時刻であれば特別のデモンストレーショ
ン演出に切り替える。
【０１７３】
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　図１７は、デモ表示プロセス処理におけるデモ表示開始処理（ステップＳ７６０）を示
すフローチャートである。デモ表示開始処理において、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、まず、デモ表示受信フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ
７６０１）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デモ表示
受信フラグをリセットするとともに（ステップＳ７６０２）、リアルタイムクロック３５
３から現時刻信号（時、分、秒）を入力する（ステップＳ７６０３）。そして、入力した
現時刻信号にもとづいて、現時刻が所定の特別デモ実行時刻（例えば、９：３０から１０
：００までの間の９：３０、９：４０、９：５０、１０：００の４つの時刻）であるか否
かを確認する（ステップＳ７６０４）。
【０１７４】
　所定の特別デモ実行時刻でなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、通常
のデモンストレーション演出に応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ７６０５）
。所定の特別デモ実行時刻であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、通常の
デモンストレーション演出とは異なる演出態様の特別のデモンストレーション演出に応じ
たプロセスデータを選択するとともに（ステップＳ７６０６）、特別のデモンストレーシ
ョン演出を実行することを示す特別デモ表示フラグをセットする（ステップＳ７６０７）
。
【０１７５】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、選択したプロセスデータ１におけ
るプロセスタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（
ステップＳ７６０８）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスデ
ータ１の内容（表示制御実行データ１、ランプ制御実行データ１、音番号データ１）に従
って演出装置（可変表示装置９、各種ランプ、スピーカ２７）の制御を実行する（ステッ
プＳ７６０９）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装置９を
用いて所定の動画像を表示させることによってデモンストレーション演出（通常のデモン
ストレーション演出または特別のデモンストレーション演出）を開始する。
【０１７６】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デモ表示プロセスフラグの値をデ
モ表示中処理（ステップＳ７６１）を示す値に更新する（ステップＳ７６１０）。
【０１７７】
　図１８は、デモ表示プロセス処理におけるデモ表示中処理（ステップＳ７６１）を示す
フローチャートである。デモ表示中処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、まず、デモ表示受信フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ７６
５１）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デモ表示受信
フラグをリセットするとともに（ステップＳ７６５２）、特別デモ表示フラグがセットさ
れているか否かを確認する（ステップＳ７６５３）。
【０１７８】
　特別デモ表示フラグがセットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、そのままステップＳ７６５４に移行する。すなわち、既に特別のデモンストレーション
演出を実行中である場合であるので、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、そのま
ま特別のデモンストレーション演出を継続して実行する。
【０１７９】
　特別デモ表示フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、リアルタイムクロック３５３から現時刻信号（時、分、秒）を入力する（ステップ
Ｓ７６５９）。そして、入力した現時刻信号にもとづいて、現時刻が所定の特別デモ実行
時刻（例えば、９：３０から１０：００までの間の９：３０、９：４０、９：５０、１０
：００の４つの時刻）であるか否かを確認する（ステップＳ７６６０）。
【０１８０】
　所定の特別デモ実行時刻でなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステ
ップＳ７６５４に移行する。すなわち、現時刻が所定の特別デモ実行時刻でないので、演
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出制御用マイクロコンピュータ１００は、そのまま通常のデモンストレーション演出を継
続して実行する。
【０１８１】
　所定の特別デモ実行時刻であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、通常の
デモンストレーション演出とは異なる演出態様の特別のデモンストレーション演出に応じ
たプロセスデータに切り替える（ステップＳ７６６１）。
【０１８２】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、切り替えたプロセスデータ１にお
けるプロセスタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる
（ステップＳ７６６２）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセス
データ１の内容（表示制御実行データ１、ランプ制御実行データ１、音番号データ１）に
従って演出装置（可変表示装置９、各種ランプ、スピーカ２７）の制御を実行する（ステ
ップＳ７６６３）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装置９
を用いて所定の動画像を表示させることによって特別のデモンストレーション演出を開始
する。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、特別デモ表示フラグをセット
し（ステップＳ７６６４）、処理を終了する。
【０１８３】
　ステップＳ７６５４では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマ
を１減算する（ステップＳ７６５４）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、プロセスデータｎの内容に従って演出装置（可変表示装置９、各種ランプ、スピーカ
２７）の制御を実行する（ステップＳ７６５５）。例えば、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、可変表示装置９を用いて所定の動画像を表示させることによってデモンス
トレーション演出（通常のデモンストレーション演出または特別のデモンストレーション
演出）を継続して実行する。
【０１８４】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ７６５６）、プロセスタイマがタイムアウトして
いれば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ７６５７）。すなわち、プロセステー
ブルにおける次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行
データおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセ
スタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせて（ステップ
Ｓ７６５８）、処理を終了する。
【０１８５】
　ステップＳ７６５１でデモ表示フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、デモ表示プロセスフラグの値をデモ表示開始処理（ステップＳ７
６０）を示す値に更新する（ステップＳ７６６５）。すなわち、変動開始可能となるか保
留記憶数が０でなくなり遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からデモ表示コマンドを
受信しなかった場合であるので、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デモンスト
レーション演出を終了する。なお、ステップＳ７６６５では、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、特別デモ表示フラグがセットされていれば、そのフラグをリセットする
。
【０１８６】
　上記の処理が実行されることによって、この実施の形態では、リアルタイムクロック３
５３から入力した現時刻信号にもとづいて、所定の特別デモ実行時刻であれば、通常のデ
モンストレーション演出とは異なる特別のデモンストレーション演出を行う。そのように
することによって、例えば、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて複
数の遊技機で一斉に演出を実行する場合に、デモンストレーション演出の開始タイミング
やさらに動作の同期を視覚的に確認することによって、複数の遊技機間でリアルタイムク
ロック３５３が計時する時間にずれが生じているか否かを確認することができる。そのた
め、視覚による確認結果にもとづいてリアルタイムクロック３５３が計時する時間のずれ
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に対する処理を講じることができ、遊技機の製造コストを増加させることなく、演出の実
行タイミングが複数の遊技機間でずれてしまう事態を防止するとともに、遊技者に与える
演出効果が低減してしまう事態を防止することができる。
【０１８７】
　図１９は、メイン処理における演出制御プロセス処理（ステップＳ７０７）を示すフロ
ーチャートである。演出制御プロセス処理では、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、演出制御プロセスフラグの値に応じてステップＳ８００～Ｓ８０７のうちのいずれか
の処理を行う。各処理において、以下のような処理を実行する。
【０１８８】
　変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）：コマンド受信割込処理によ
って、変動パターン指定の演出制御コマンド（変動パターンコマンド）を受信したか否か
確認する。具体的には、変動パターンコマンドが受信されたことを示すフラグ（変動パタ
ーン受信フラグ）がセットされたか否か確認する。変動パターン受信フラグは、演出制御
用マイクロコンピュータ１００が実行するコマンド解析処理で可変表示装置９における飾
り図柄の変動パターン指定の演出制御コマンドが受信されたことが確認された場合にセッ
トされる（ステップＳ１６１５参照）。
【０１８９】
　飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）：飾り図柄の変動が開始されるように制御
する。また、変動時間タイマに変動時間に相当する値を設定し、使用するプロセステーブ
ルを選択するとともに、プロセステーブルの最初に設定されているプロセスタイマ設定値
をプロセスタイマに設定する。
【０１９０】
　飾り図柄変動中処理（ステップＳ８０２）：変動パターンを構成する各変動状態（変動
速度）の切替タイミングを制御するとともに、変動時間の終了を監視する。
【０１９１】
　飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）：飾り図柄停止指定コマンドを受信したこ
とに応じて、飾り図柄の変動を停止し停止図柄（確定図柄）を導出表示する制御を行う。
なお、飾り図柄停止指定コマンドを受信できなかった場合には、変動時間タイマがタイム
アウトしたことに応じて、飾り図柄の変動を停止し停止図柄を導出表示する制御を行う。
【０１９２】
　大当り表示処理（ステップＳ８０４）：変動時間の終了後、大当り表示の制御を行う。
例えば、大当りの開始を指定するファンファーレコマンドを受信したら、ファンファーレ
演出を実行する。
【０１９３】
　ラウンド中処理（ステップＳ８０５）：ラウンド中の表示制御を行う。例えば、大入賞
口が開放中であることを示す大入賞口開放中表示コマンドを受信したら、ラウンド数の表
示制御等を行う。
【０１９４】
　ラウンド後処理（ステップＳ８０６）：ラウンド間の表示制御を行う。例えば、大入賞
口が開放後（閉鎖中）であることを示す大入賞口開放後表示コマンドを受信したら、イン
ターバル表示を行う。
【０１９５】
　大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）：大当り遊技の終了後の大当り終了表示の制
御を行う。例えば、大当りの終了を指定するエンディングコマンドを受信したら、エンデ
ィング演出を実行する。
【０１９６】
　図２０は、プロセステーブルの一構成例を示す説明図である。プロセステーブルは、プ
ロセスタイマ設定値と表示制御実行データ、ランプ制御実行データおよび音番号データの
組み合わせが複数集まったデータで構成されている。表示制御実行データには、変動パタ
ーンを構成する各変動態様が記載されている。また、プロセスタイマ設定値には、その変
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動態様での変動時間が設定されている。演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロ
セステーブルを参照し、プロセスタイマ設定値に設定されている時間だけ表示制御実行デ
ータに設定されている変動態様で飾り図柄を変動表示させる制御を行う。
【０１９７】
　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示制御実行データにもとづく制御
と同様に、プロセスタイマ設定値に設定されている時間だけランプ制御実行データにもと
づいて各種ランプの点灯状態を制御し、音番号データを音声出力基板７０に出力する。
【０１９８】
　図２０に示すプロセスデータは、演出制御基板８０におけるＲＯＭに格納されている。
また、プロセステーブルは、各変動パターンのそれぞれに応じて用意されている。
【０１９９】
　図２１および図２２は、演出制御プロセス処理における変動パターンコマンド受信待ち
処理（ステップＳ８００）を示すフローチャートである。変動パターンコマンド受信待ち
処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターン受信フラグがセ
ットされたか否か確認する（ステップＳ１８０１）。セットされていたら、そのフラグを
リセットする（ステップＳ１８０２）。
【０２００】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、受信した変動パターンコマンドが
はずれ指定であるか否かを確認する（ステップＳ１８０３）。はずれ指定であれば、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、はずれ図柄決定用乱数を抽出し（ステップＳ１８
０４）、はずれ図柄決定用乱数の値にもとづいて、はずれに対応した左中右の飾り図柄の
停止図柄を決定する（ステップＳ１８０５）。そして、決定した飾り図柄の停止図柄をＲ
ＡＭにおける飾り図柄格納領域に格納する（ステップＳ１８０６）。
【０２０１】
　受信した変動パターンコマンドがはずれ指定でなければ、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、リアルタイムクロック３５３から現時刻信号（時、分、秒）を入力する（
ステップＳ１８０７）とともに、受信した変動パターンコマンドが通常大当り指定である
か否かを確認する（ステップＳ１８０８）。通常大当り指定であれば、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、通常大当りが指定されたことを示す通常大当り演出フラグをセ
ットする（ステップＳ１８０９）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
ステップＳ１８０７で入力した現時刻信号にもとづいて、現時刻が所定の図柄変更期間（
例えば、昼の１２：００から１３：００の間）であるか否かを確認する（ステップＳ１８
１０）。なお、所定の図柄変更期間は特定の時間に限らず、特定の曜日（例えば、日曜日
）であってもよい。また、所定の図柄変更期間を設定変更できるように構成してもよい。
【０２０２】
　この実施の形態では、飾り図柄の変動表示を行う場合に、「１」から「９」までの図柄
を用いた通常の飾り図柄変動と、「１」から「９」までの図柄に加えて所定のオールマイ
ティー図柄を用いた特別の飾り図柄変動とのいずれかを実行する。オールマイティー図柄
とは、通常の飾り図柄変動に用いられる全ての図柄（例えば「１」から「９」までの図柄
）と等価的に用いられる図柄である。例えば、オールマイティー図柄を用いた特別の飾り
図柄変動を行うときに、可変表示装置９における左、右の表示領域のうちいずれか一方が
オールマイティー図柄で停止表示された場合、他方が「１」から「９」までのいずれの図
柄で停止表示されたとしてもリーチ状態となる。この場合、例えば、左の表示領域が図柄
「７」で停止表示され、右の表示領域がオールマイティー図柄で停止表示されたことによ
ってリーチ態様となった場合、最終的に中の表示領域が図柄「７」で停止表示されれば大
当り図柄の表示となる。また、例えば、オールマイティー図柄を用いた特別の飾り図柄変
動を行うときに、可変表示装置９における左、右の表示領域がともにオールマイティー図
柄で停止表示された場合もリーチ状態となる。この場合、最終的に中の表示領域がいずれ
の図柄（「１」から「９」）で停止表示されたとしても大当り図柄の表示となる。
【０２０３】
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　現時刻が所定の図柄変更期間であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、飾
り図柄の大当り図柄を決定するために用いる図柄決定用テーブルとして、オールマイティ
ー図柄を含む通常時大当り図柄決定用テーブルを選択し（ステップＳ１８１１）、オール
マイティー図柄を含む飾り図柄変動を選択したことを示すオールマイティー選択フラグを
セットする（ステップＳ１８１２）。
【０２０４】
　この実施の形態では、通常の飾り図柄変動を行う場合、確変図柄を決定するときに用い
る確変大当り用の大当り表示図柄決定用テーブル（確変時大当り図柄決定用テーブル）と
、通常大当りのときに用いる通常大当り用の大当り表示図柄決定用テーブル（通常時大当
り図柄決定用テーブル）とが予め用意されている。確変時大当り図柄決定用テーブルには
各確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られ、また、通常時大当り図柄決定用テー
ブルには各非確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られている。また、特別の飾り
図柄変動を行う場合、オールマイティー図柄を含む確変図柄を決定するときに用いる確変
大当り用の大当り表示図柄決定用テーブル（オールマイティー付き確変時大当り図柄決定
用テーブル）と、オールマイティー図柄を含む通常大当りのときに用いる通常大当り用の
大当り表示図柄決定用テーブル（オールマイティー付き通常時大当り図柄決定用テーブル
）とが予め用意されている。オールマイティー付き確変時大当り図柄決定用テーブルには
各確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られ、また、オールマイティー付き通常時
大当り図柄決定用テーブルには各非確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られてい
る。
【０２０５】
　現時刻が所定の図柄変更期間でなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
飾り図柄の大当り図柄を決定するために用いる図柄決定用テーブルとして通常時大当り図
柄決定用テーブルを選択する（ステップＳ１８１３）。なお、ステップＳ１８１０で現時
刻が所定の図柄変更期間でないと判定した場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、オールマイティー選択フラグが既にセットされていれば、そのオールマイティー選択
フラグをリセットしてステップＳ１８１３に移行する。
【０２０６】
　受信した変動パターンコマンドが通常大当り指定でなければ、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、確変大当り指定であるか否かを確認する（ステップＳ１８１４）。確
変大当り指定であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、確変大当りが指定さ
れたことを示す確変大当り演出フラグをセットする（ステップＳ１８１５）。次いで、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ１８０７で入力した現時刻信号にも
とづいて、現時刻が所定の図柄変更期間（例えば、昼の１２：００から１３：００の間）
であるか否かを確認する（ステップＳ１８１６）。
【０２０７】
　現時刻が所定の図柄変更期間であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、飾
り図柄の大当り図柄を決定するために用いる図柄決定用テーブルとして、オールマイティ
ー図柄を含む確変時大当り図柄決定用テーブルを選択し（ステップＳ１８１７）、オール
マイティー選択フラグをセットする（ステップＳ１８１８）。
【０２０８】
　なお、通常大当り指定および確変大当り指定の両方の場合に飾り図柄変動を行うのでは
なく、確変大当り指定の場合にのみオールマイティー図柄を用いた飾り図柄変動を行うよ
うしてもよい。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ１８０
８でＹと判定すると、ステップＳ１８０９を実行した後に、ステップＳ１８１０～Ｓ１８
１２の処理を行わずにそのままステップＳ１８１３に移行すればよい。また、ステップＳ
１８１０とステップＳ１８１６とで図柄変更期間を異ならせてもよい。
【０２０９】
　現時刻が所定の図柄変更期間でなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
飾り図柄の大当り図柄を決定するために用いる図柄決定用テーブルとして確変時大当り図
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柄決定用テーブルを選択する（ステップＳ１８１９）。なお、ステップＳ１８１６で現時
刻が所定の図柄変更期間でないと判定した場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、オールマイティー選択フラグが既にセットされていれば、そのオールマイティー選択
フラグをリセットしてステップＳ１８１９に移行する。
【０２１０】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大当り図柄決定用乱数を抽出し、
抽出した大当り図柄決定用乱数の値と、選択した図柄決定用テーブルとにもとづいて、大
当りに対応した左中右の飾り図柄の停止図柄を決定する（ステップＳ１８２０）。
【０２１１】
　ステップＳ１８２０では、確変時大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、選択した図柄決定用テーブルにもとづいて、飾り
図柄の停止図柄として確変図柄（例えば、左中右の図柄が同一の奇数図柄で揃うように）
を決定する。また、通常時大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、選択した図柄決定用テーブルにもとづいて、飾り図柄の停
止図柄として非確変図柄（例えば、左中右の図柄が同一の偶数図柄で揃うように）を決定
する。
【０２１２】
　また、オールマイティー付き確変時大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、選択した図柄決定用テーブルにもとづいて、飾
り図柄の停止図柄としてオールマイティー図柄を含む確変図柄を決定する。例えば、左中
右の図柄のうちいずれか２つが同一の奇数図柄で揃い他の１つがオールマイティー図柄と
なるように決定する。また、左中右の図柄のうちいずれか１つが奇数図柄となり他の２つ
がオールマイティー図柄となるように決定する。
【０２１３】
　また、オールマイティー付き通常時大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、選択した図柄決定用テーブルにもとづいて、飾
り図柄の停止図柄としてオールマイティー図柄を含む非確変図柄を決定する。例えば、左
中右の図柄のうちいずれか２つが同一の偶数図柄で揃い他の１つがオールマイティー図柄
となるように決定する。また、左中右の図柄のうちいずれか１つが偶数図柄となり他の２
つがオールマイティー図柄となるように決定する。
【０２１４】
　図２３は、大当り図柄決定用テーブルの例を示す説明図である。図２３（Ａ）に示すよ
うに、オールマイティー付き通常時大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、オールマイティー図柄を含む非確変図柄として「
２２ ALL」や「４４ ALL」、「６６ ALL」、「８８ ALL」を決定する。また、図２３（Ｂ
）に示すように、通常時大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、非確変図柄として「２２２」や「４４４」、「６６６」、「
８８８」を決定する。また、図２３（Ｃ）に示すように、オールマイティー付き確変時大
当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、オールマイティー図柄を含む確変図柄として「１１ ALL」や「３３ ALL」、「５５ ALL
」、「７７ ALL」、「９９ ALL」を決定する。また、図２３（Ｄ）に示すように、確変時
大当り図柄決定用テーブルを選択した場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、確変図柄として「１１１」や「３３３」、「５５５」、「７７７」、「９９９」を決
定する。
【０２１５】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、決定した飾り図柄の停止図柄をＲ
ＡＭにおける飾り図柄格納領域に格納する（ステップＳ１８２１）。
【０２１６】
　受信した変動パターンコマンドが確変大当り指定でなければ、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、突然確変大当り指定であるか否かを確認する（ステップＳ１８２２）
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。突然確変大当り指定であれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、突然確変大
当りが指定されたことを示す突然確変大当り演出フラグをセットし（ステップＳ１８２３
）、ステップＳ１８２５に移行する。
【０２１７】
　受信した変動パターンコマンドが突然確変大当り指定でなければ（この場合、変動パタ
ーンコマンドが小当り指定ということになる）、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、小当りが指定されたことを示す小当り演出フラグをセットし（ステップＳ１８２４）
、ステップＳ１８２５に移行する。
【０２１８】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、突然確変図柄決定用乱数を抽出す
る（ステップＳ１８２５）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、突然確
変図柄決定用乱数の値にもとづいて、突然確変に対応した左中右の飾り図柄の停止図柄を
決定する（ステップＳ１８２６）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
突然確変に対応した飾り図柄の停止図柄として「１２３」や「３５７」などの図柄の組合
せを決定する。そして、決定した飾り図柄の停止図柄をＲＡＭにおける飾り図柄格納領域
に格納する（ステップＳ１８２７）。その後、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、演出制御プロセスフラグの値を飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）に対応した
値に変更する（ステップＳ１８２８）。なお、この実施の形態では、ステップＳ１８２４
～Ｓ１８２７の処理が実行されることによって、小当りが指定されている場合であっても
、突然確変と同じ「１２３」や「３５７」などの図柄の組合せが決定されることになる。
【０２１９】
　なお、確変大当りや通常大当り、小当りにおける飾り図柄の停止図柄を、後述する飾り
図柄変動中処理において、表示結果コマンドを受信したことにもとづいて決定するように
してもよい。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、確変大当り指定の表
示結果コマンドを受信したことにもとづいて、飾り図柄の停止図柄として確変図柄（左中
右の飾り図柄が奇数で揃った状態）を決定してもよい。また、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、通常大当り指定の表示結果コマンドを受信したことにもとづいて、飾り
図柄の停止図柄として非確変図柄（左中右の飾り図柄が偶数で揃った状態）を決定しても
よい。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、はずれ指定の表示結果コマンド
を受信したことにもとづいて、飾り図柄の停止図柄としてはずれ図柄を決定してもよい。
また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、突然確変大当り指定の表示結果コマン
ドを受信したことにもとづいて、突然確変に対応した飾り図柄の停止図柄として「１２３
」や「３５７」などの図柄の組合せを決定してもよい。また、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、小当り指定の表示結果コマンドを受信したことにもとづいて、突然確変
に対応した飾り図柄の停止図柄と同じ「１２３」や「３５７」などの図柄の組合せを決定
してもよい。なお、この場合に、表示結果コマンドを受信できなかった場合には、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、突然確変に対応した飾り図柄の停止図柄と同じ「１
２３」や「３５７」などの図柄の組合せを決定すればよい。
【０２２０】
　なお、この実施の形態では、所定の図柄変更期間となったときに、「１」から「９」ま
での図柄に加えて所定のオールマイティー図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行う場合を
説明したが、オールマイティー図柄以外の特別な図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行う
ようにしてもよい。例えば、「１」から「９」までのいずれか複数（例えば２つ）の図柄
と等価的に用いられるカップル図柄を用いてと特別の飾り図柄変動を行うようにしてもよ
い。
【０２２１】
　例えば、カップル図柄として「７」と「５」とを組み合わせた図柄を用いた特別の飾り
図柄変動を行う場合を説明する。この場合、例えば、カップル図柄を用いた特別の飾り図
柄変動を行うときに、可変表示装置９における左、右の表示領域のうちいずれか一方がカ
ップル図柄で停止表示された場合、他方が「５」または「７」のいずれの図柄で停止表示
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されたとしてもリーチ状態となる。この場合、例えば、左の表示領域が図柄「７」で停止
表示され、右の表示領域がカップル図柄で停止表示されたことによってリーチ態様となっ
た場合、最終的に中の表示領域が「７」で停止表示されれば大当り図柄の表示となる。ま
た、例えば、カップル図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行うときに、可変表示装置９に
おける左、右の表示領域がともにカップル図柄で停止表示された場合もリーチ態様となる
。この場合、最終的に中の表示領域が「５」または「７」のいずれの図柄で停止表示され
たとしても大当り図柄の表示となる。
【０２２２】
　また、例えば、所定の図柄変更期間となったときに、オールマイティー図柄のみを用い
た特別の飾り図柄変動を行うようにしてもよく、カップル図柄のみを用いた特別の飾り図
柄変動を行うようにしてもよい。
【０２２３】
　また、この実施の形態では、確変大当りまたは通常大当りが指定されているときに、所
定の図柄変更期間であれば、オールマイティー図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行う場
合を示したが、例えば、変動パターンコマンドではずれが指定されているとともにリーチ
演出の実行が指定されているときに、所定の図柄変更期間であれば、オールマイティー図
柄やカップル図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行うようにしてもよい。また、突然確変
大当りや小当りが指定されているときに、所定の図柄変更期間であれば、オールマイティ
ー図柄やカップル図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行うようにしてもよい。
【０２２４】
　図２４は、演出制御プロセス処理における飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）
を示すフローチャートである。飾り図柄変動開始処理において、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、まず、オールマイティー選択フラグがセットされているか否かを確認
する（ステップＳ８２０）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、使用する飾り図柄の変動パターンに応じて、オールマイティー図柄を含む飾り図柄
変動用のプロセスデータを選択する（ステップＳ８２１）。
【０２２５】
　この実施の形態では、飾り図柄の変動パターンに応じたプロセスデータとして、オール
マイティー図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行う場合に用いるオールマイティー変動用
のプロセスデータと、遊技状態が確変状態に移行されているときに用いる確変用のプロセ
スデータと、遊技状態が確変状態以外の状態（通常状態や突然確変大当り状態、小当り状
態）であるときに用いる通常用のプロセスデータとが用いられる。例えば、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、オールマイティー変動用のプロセスデータ、確変用のプロ
セスデータまたは通常用のプロセスデータを選択することによって、オールマイティー図
柄を用いた特別の飾り図柄変動を行うとき、遊技状態が確変状態であるとき、または遊技
状態が確変状態以外の状態であるときで、異なる背景色（例えば、オールマイティー図柄
を用いた特別の飾り図柄変動を行うときは「黄」、確変状態のときは「赤」、通常状態の
ときは「青」）を表示して飾り図柄の可変表示を実行する。また、オールマイティー変動
用のプロセスデータを選択することによって、通常の図柄「１」～「９」に加えてオール
マイティー図柄を用いた飾り図柄の変動表示が実行される。
【０２２６】
　オールマイティー選択フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、背景表示指定コマンドとして高確率状態背景指定コマンドを受信したか否
かを確認する（ステップＳ８２２）。受信していれば、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、使用する飾り図柄の変動パターンに応じて、確変用のプロセスデータを選択す
る(ステップＳ８２３）。受信していなければ（この場合、高確率状態背景指定コマンド
以外の背景表示指定コマンド（ステップＳ１５３３で送信される通常状態背景指定コマン
ドまたは突然確変状態背景指定コマンド）を受信していることになる）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、使用する飾り図柄の変動パターンに応じて、通常用のプロセ
スデータを選択する(ステップＳ８２４）。
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【０２２７】
　図２５は、変動パターンコマンドで指定される変動パターンに応じて選択される飾り図
柄変動用のプロセスデータの例を示す説明図である。図２５（Ａ）に示すように、オール
マイティー選択フラグがセットされている場合には、ステップＳ８２１において、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドでノーマルリーチを含む変動
指定がされている場合には、オールマイティー図柄を用いたノーマルリーチ態様の飾り図
柄変動用（背景色「黄」）のプロセスデータを選択する。また、変動パターンコマンドで
スーパーリーチを含む変動指定がされている場合には、オールマイティー図柄を用いたス
ーパーリーチ態様の飾り図柄変動用（背景色「黄」）のプロセスデータを選択する。
【０２２８】
　また、図２５（Ｂ）に示すように、オールマイティー選択フラグがセットされておらず
、高確率状態背景指定コマンドを受信している場合には、ステップＳ８２３において、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドで通常変動指定（リーチ
を含まない変動指定）がされている場合には、通常の飾り図柄変動用（背景色「赤」）の
プロセスデータを選択する。また、変動パターンコマンドでノーマルリーチを含む変動指
定がされている場合には、ノーマルリーチ態様の飾り図柄変動用（背景色「赤」）のプロ
セスデータを選択する。また、変動パターンコマンドでスーパーリーチを含む変動指定が
されている場合には、スーパーリーチ態様の飾り図柄変動用（背景色「赤」）のプロセス
データを選択する。
【０２２９】
　また、図２５（Ｃ）に示すように、オールマイティー選択フラグがセットされておらず
、高確率状態背景指定コマンドを受信していない場合には、ステップＳ８２４において、
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドで通常変動指定（リー
チを含まない変動指定）がされている場合には、通常の飾り図柄変動用（背景色「青」）
のプロセスデータを選択する。また、変動パターンコマンドでノーマルリーチを含む変動
指定がされている場合には、ノーマルリーチ態様の飾り図柄変動用（背景色「青」）のプ
ロセスデータを選択する。また、変動パターンコマンドでスーパーリーチを含む変動指定
がされている場合には、スーパーリーチ態様の飾り図柄変動用（背景色「青」）のプロセ
スデータを選択する。
【０２３０】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、選択したプロセスデータ１におけ
るプロセスタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（
ステップＳ８２５）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスデー
タ１の内容（表示制御実行データ１、ランプ制御実行データ１、音番号データ１）に従っ
て演出装置（可変表示装置９、各種ランプ、スピーカ２７）の制御を実行する（ステップ
Ｓ８２６）。例えば、可変表示装置９において変動パターンに応じた画像を表示させるた
めに、ＶＤＰ１０９に制御信号を出力する。また、各種ランプを点灯／消灯制御を行わせ
るために、ランプドライバ基板３５に対して制御信号を出力する。また、スピーカ２７か
らの音声出力を行わせるために、音声出力基板７０に対して制御信号（音番号データ）を
出力する。
【０２３１】
　その後、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動時間タイマ（飾り図柄の変動
時間に応じたタイマ）をスタートする（ステップＳ８２７）。そして、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、演出制御プロセスフラグの値を飾り図柄変動中処理（ステップ
Ｓ８０２）を示す値に更新する（ステップＳ８２８）。
【０２３２】
　図２６は、演出制御プロセス処理における飾り図柄変動中処理（ステップＳ８０２）を
示すフローチャートである。飾り図柄変動中処理において、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、まず、飾り図柄停止指定コマンドを受信したか否かを確認する（ステップ
Ｓ１８５１）。なお飾り図柄停止指定コマンドは、遊技制御用マイクロコンピュータ５６



(41) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

０が実行する特別図柄停止処理（ステップＳ３０３参照）で送信される。受信していたら
、演出制御プロセスフラグの値を飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）を示す値に
更新する（ステップＳ１８５９）。飾り図柄停止指定コマンドを受信していなければ、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動時間タイマがタイムアウトしていないかど
うかを確認する（ステップＳ１８５２）。変動時間タイマがタイムアウトしていれば、演
出制御プロセスフラグの値を飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）を示す値に更新
する（ステップＳ１８５９）。
【０２３３】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の変動時間が経過したことにもとづい
て飾り図柄変動停止処理に移行し、飾り図柄の可変表示を停止して停止図柄を導出表示す
る。この実施の形態では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、飾り図柄停止指定
コマンド（確定コマンド）を受信すると、所定の変動時間が経過したと判断し、飾り図柄
変動停止処理に移行する。また、飾り図柄停止指定コマンドを受信できなかった場合には
、変動時間タイマがタイムアウトしたことにもとづいて、所定の変動時間が経過したと判
断し、飾り図柄変動停止処理に移行する。
【０２３４】
　なお、飾り図柄停止指定コマンドを受信したこと、または変動時間タイマがタイムアウ
トしたことのいずれか一方のみを監視して飾り図柄の可変表示を停止して停止図柄を導出
表示するようにしてもよい。また、飾り図柄停止指定コマンドを受信したことのみを監視
して飾り図柄の可変表示を停止して停止図柄を導出表示する場合、変動時間がタイムアウ
トしても飾り図柄停止指定コマンドを受信できなかった場合には、ステップＳ１８５１～
Ｓ１８５９の処理において、飾り図柄の変動表示を完全には停止させないようにし、飾り
図柄を揺れ表示したり、飾り図柄を少し拡大縮小する表示を繰り返したりしてもよい。
【０２３５】
　変動時間タイマがタイムアウトしていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、プロセスタイマを１減算するとともに（ステップＳ１８５３）、変動時間タイマを
１減算する（ステップＳ１８５４）。
【０２３６】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスデータｎの内容に従って
演出装置（可変表示装置９、各種ランプ、スピーカ２７）の制御を実行する（ステップＳ
１８５５）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイ
ムアウトしていないかどうかを確認し（ステップＳ１８５６）、プロセスタイマがタイム
アウトしていれば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ１８５７）。すなわち、プ
ロセステーブルにおける次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ラン
プ制御実行データおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにお
けるプロセスタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる
（ステップＳ１８５８）。
【０２３７】
　具体的には、ステップＳ１８５５において、プロセスデータｎの内容に従って演出装置
の制御が実行されることによって、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示が実行さ
れることになる。なお、この場合に、オールマイティー図柄を用いた飾り図柄変動が選択
されている場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、「１」から「９」まで
の図柄に加えてオールマイティー図柄を用いた飾り図柄の変動表示を行うことになる。
【０２３８】
　図２７は、演出制御プロセス処理における飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）
を示すフローチャートである。飾り図柄変動停止処理において、まず、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、飾り図柄の停止図柄を表示していることを示す停止図柄表示フ
ラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ１８７１）。そして、停止図柄表
示フラグがセットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ
１８７７に移行する。この実施の形態では、後述するように、飾り図柄の停止図柄として



(42) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

大当り図柄を表示した場合には、ステップＳ１８７６で停止図柄表示フラグがセットされ
る。そして、ファンファーレ演出を実行するときにステップＳ１８７８で停止図柄表示フ
ラグがリセットされる。従って、ステップＳ１８７１で停止図柄表示フラグがセットされ
ているということは、大当り図柄を停止表示したもののファンファーレ演出をまだ実行し
ていない段階であるので、ステップＳ１８７２の飾り図柄の停止図柄を表示する処理を重
ねて実行することなく、ステップＳ１８７７に移行する。
【０２３９】
　停止図柄表示フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、記憶されている停止図柄（飾り図柄（はずれ図柄）、大当り表示図柄（突然確変大
当り図柄を含む）、小当り図柄（本例では、突然確変大当り図柄と同じ図柄））を停止表
示させる制御を行う（ステップＳ１８７２）。
【０２４０】
　そして、ステップＳ１８７２で大当り表示図柄（突然確変大当り図柄を含む）または小
当り図柄（ただし、本例では、突然確変大当り図柄と同じ図柄）を表示しない場合（すな
わち、はずれ図柄を表示する場合：ステップＳ１８７３のＮ）は、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、所定のフラグ（例えば飾り図柄停止指定コマンドに応じたフラグが
セットされるときは、そのフラグ）をリセットし（ステップＳ１８７４）、演出制御プロ
セスフラグの値を変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）に対応した値
に更新する（ステップＳ１８７５）。
【０２４１】
　ステップＳ１８７２で大当り図柄（突然確変大当り図柄を含む）または小当り図柄を表
示する場合には（ステップＳ１８７３のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、停止図柄表示フラグをセットし（ステップＳ１８７６）、ファンファーレフラグがセッ
トされたか否か確認する（ステップＳ１８７７）。すなわち、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、ファンファーレコマンドを受信したか否かを確認する。ファンファーレ
フラグがセットされたときは（ステップＳ１８７７のＹ）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、停止図柄表示フラグをリセットし（ステップＳ１８７８）、小当り演出フ
ラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ１８７９）。また、小当り演出フ
ラグがセットされていなければ、突然確変大当り演出フラグがセットされているか否かを
確認する（ステップＳ１８８０）。突然確変大当り演出フラグおよび小当り演出フラグの
いずれもセットされていなければ、通常のファンファーレ演出に応じたプロセスデータを
選択する（ステップＳ１８８３）。突然確変大当り演出フラグがセットされていれば（ス
テップＳ１８８０のＹ）、突然確変大当り用のファンファーレ演出に応じたプロセスデー
タを選択する（ステップＳ１８８２）。
【０２４２】
　小当り演出フラグがセットされていれば（ステップＳ１８７９のＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、小当り時のファンファーレ演出の実行時間を計測するための
小当り表示時間計測タイマをセットし（ステップＳ１８８１）、ステップＳ１８８２に移
行して、突然確変大当り用のファンファーレ演出に応じたプロセスデータと同じプロセス
データを選択する。すなわち、この実施の形態では、突然確変大当りのときと小当りのと
きとで、同じプロセスデータを用いてファンファーレ演出が実行される。そして、プロセ
スタイマをスタートさせ（ステップＳ１８８４）、演出制御プロセスフラグの値を大当り
表示処理（ステップＳ８０４）に対応した値に設定する（ステップＳ１８８５）。
【０２４３】
　図２８は、演出制御プロセス処理における大当り表示処理（ステップＳ８０４）を示す
フローチャートである。大当り表示処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、まず、小当り演出フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ９００
）。小当り演出フラグがセットされていれば、そのままステップＳ９０２に移行する。小
当り演出フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
大入賞口開放中表示コマンドを受信したことを示す大入賞口開放中フラグがセットされて
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いるか否かを確認する（ステップＳ９０１）。大入賞口開放中フラグがセットされていな
いときは（ステップＳ９０１のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセ
スタイマの値を１減算し（ステップＳ９０２）、セットされている場合には小当り表示時
間計測タイマの値を１減算する（ステップＳ９０３）。次いで、小当り表示時間計測タイ
マがセットされているときには、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、小当り表示
時間計測タイマがタイムアウトしたか否かを確認する（ステップＳ９０４）。なお、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、例えば、小当り演出フラグがセットされていると
きにのみ、ステップＳ９０４の判定を行うようにし、小当り演出フラグがセットされてい
なければ、そのままステップＳ９０５に移行する。従って、小当り以外の場合において、
ステップＳ９０４の処理でＹｅｓと判定されることはない。タイムアウトしていれば、ス
テップＳ９０９に移行し、演出制御プロセスフラグの値を変動パターンコマンド受信待ち
処理（ステップＳ８００）に対応した値に設定する（ステップＳ９０９）。
【０２４４】
　小当り表示時間計測タイマがセットされていない場合、または小当り表示時間タイマが
タイムアウトしていない場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセス
データｎの内容に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７、ランプ２８ａ～２８
ｃ等）の制御を実行する（ステップＳ９０５）。例えば、可変表示装置９において大当り
表示図柄を表示するとともに、大当りが発生したことを示す文字やキャラクタなどを表示
する演出が実行される。この場合、突然確変大当りの場合または小当りの場合には、同じ
突然確変大当り用のプロセスデータｎの内容に従って、所定期間ファンファーレ演出が実
行されることになる。
【０２４５】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ９０６）、プロセスタイマがタイムアウトしてい
れば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ９０７）。すなわち、プロセステーブル
における次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行デー
タおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセスタ
イマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ９
０８）。
【０２４６】
　大入賞口開放中フラグがセットされているときは（ステップＳ９０１のＹ）、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定フラグがセットされているか否かを確認
する（ステップＳ９１０）。セットされていれば（すなわち、告知内容の設定が行われて
いれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放中表示コマンドの内
容にもとづいて、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報に示される告知演
出を含むラウンド中演出（ラウンド数に応じたラウンド表示を実行する演出）を選択する
（ステップＳ９１１）。なお、大入賞口開放中表示コマンドは、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０によって大入賞口開放中処理（ステップＳ３０５参照）で送信される。
【０２４７】
　告知内容設定フラグがセットされていなければ（すなわち、告知内容の設定が行われて
いなければ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放中表示コマンド
の内容にもとづいて、告知演出を含まない通常のラウンド中演出（ラウンド数に応じたラ
ウンド表示を実行する演出）を選択する（ステップＳ９１２）。
【０２４８】
　次いで、大入賞口開放中フラグをリセットし（ステップＳ９１３）、ラウンド中演出に
応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ９１４）。この場合、告知演出を含むラウ
ンド中演出が選択された場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容
設定処理で保存（ステップＳ１７４６参照）した告知演出情報にもとづいて、告知演出を
含むラウンド中演出に応じたプロセスデータを選択する。例えば、告知演出情報として図
１４に示す告知演出識別子「Ｋ０１」が保存されている場合には、演出制御用マイクロコ
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ンピュータ１００は、おすすめ台である旨の告知演出を含むラウンド中演出に応じたプロ
セスデータを選択する。また、例えば、告知演出情報として図１４に示す告知演出識別子
「Ｋ０２」が保存されている場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、優良
台である旨の告知演出を含むラウンド中演出に応じたプロセスデータを選択する。また、
例えば、告知演出情報として図１４に示す告知演出識別子「Ｋ０３」が保存されている場
合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、あま釘台である旨の告知演出を含む
ラウンド中演出に応じたプロセスデータを選択する。
【０２４９】
　そして、プロセスタイマをスタートさせ（ステップＳ９１５）、演出制御プロセスフラ
グの値をラウンド中処理（ステップＳ８０５）に対応した値に設定する（ステップＳ９１
６）。
【０２５０】
　なお、この実施の形態では、大当り（突然確変大当りを含む）のファンファーレ演出と
小当りのファンファーレ演出とをともに大当り表示処理において実行する場合を説明した
が、小当りのファンファーレ演出を実行する小当り表示処理を大当り表示処理とは別に設
けてもよい。この場合、例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、飾り図柄変
動停止処理において、小当り演出フラグがセットされていた場合には、小当り表示時間計
測タイマをセットするとともに、突然確変大当り用のファンファーレ演出に応じたプロセ
スデータを選択し、演出制御プロセスフラグの値を小当り表示処理に対応した値に設定す
る。そして、小当り表示処理においてステップＳ９０２～Ｓ９０９と同様の処理を実行す
る。
【０２５１】
　図２９は、演出制御プロセス処理におけるラウンド中処理（ステップＳ８０５）を示す
フローチャートである。ラウンド中処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、まず、エンディングフラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ１９
０１）。エンディングフラグがセットされていないときは（ステップＳ１９０１のＮ）、
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放後表示コマンドを受信したこと
を示す大入賞口開放後フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ１９０２
）。なお、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０によって大入賞口開放後処理（ステッ
プＳ３０６参照）において送信された大入賞口開放後コマンドを受信したことにもとづい
て、コマンド解析処理でセットされる（ステップＳ１６２７参照）。
【０２５２】
　大入賞口開放後フラグもセットされていないときは（ステップＳ１９０２のＮ）、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ１９
０３）、プロセスデータｎの内容に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７、ラ
ンプ２８ａ～２８ｃ等）の制御を実行する（ステップＳ１９０４）。例えば、可変表示装
置９において大当り表示図柄を表示するとともに、ラウンド数を示す文字やその他のキャ
ラクタなどを表示する演出が実行される。この場合、告知演出を含むラウンド中演出が選
択されている場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知演出を含むラウ
ンド中演出を実行する。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装
置９において大当り表示図柄やラウンド数を示す文字、その他のキャラクタなどを表示す
るとともに、「おすすめ台」や「優良台」、「あま釘台」などの告知内容を示す文字列を
表示する。なお、告知演出の演出態様は、この実施の形態で示したものに限られない。例
えば、告知内容を示す文字列を可変表示装置９に表示するのではなく、告知内容を音声で
出力（例えば、「おすすめ台です」という音声を出力）するようにしてもよい。また、告
知内容を示す文字列を表示するとともに、告知内容を音声で出力するようにしてもよい。
【０２５３】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ１９０５）、プロセスタイマがタイムアウトして
いれば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ１９０６）。すなわち、プロセステー
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ブルにおける次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行
データおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセ
スタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（ステップ
Ｓ１９０７）。
【０２５４】
　ステップＳ１９０２において大入賞口開放後フラグがセットされているときは（ステッ
プＳ１９０２のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放後表示コ
マンドの内容にもとづいてインターバル演出（ラウンド数に応じたインターバル表示を行
う演出）を選択する（ステップＳ１９０８）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、大入賞口開放後フラグをリセットし（ステップＳ１９０９）、選択したインタ
ーバル演出に応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ１９１０）。そして、プロセ
スタイマをスタートさせ（ステップＳ１９１１）、演出制御プロセスフラグの値をラウン
ド後処理（ステップＳ８０６）に対応した値に設定する（ステップＳ１９１２）。なお、
突然確変大当りである場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開
放後表示コマンドを受信した場合であっても、ステップＳ１９１０でインターバル演出に
応じたプロセスデータへの切り替えを行わないように制御する。
【０２５５】
　ステップＳ１９０１においてエンディングフラグがセットされたときは（ステップＳ１
９０１のＹ）、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からエンディングコマンドを受信
したときである。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、エンディ
ングフラグをリセットし（ステップＳ１９１３）、エンディング演出に応じたプロセスデ
ータを選択する（ステップＳ１９１４）。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、エンディング演出の演出期間を計測するための演出期間計測タイマをスタートさせる
（ステップＳ１９１５）とともに、プロセスタイマをスタートさせる（ステップＳ１９１
６）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、演出制御プロセスフラグの値
を大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）に対応した値に設定する（ステップＳ１９１
７）。
【０２５６】
　図３０は、演出制御プロセス処理におけるラウンド後処理（ステップＳ８０６）を示す
フローチャートである。ラウンド後処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、大入賞口開放中表示コマンドを受信したことを示す大入賞口開放中フラグがセット
されているか否かを確認する（ステップＳ１９７１）。大入賞口開放中フラグがセットさ
れていないときは（ステップＳ１９７１のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ１９７２）、プロセスデータｎの内容に
従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７、ランプ２８ａ～２８ｃ等）の制御を実
行する（ステップＳ１９７３）。例えば、可変表示装置９において大当り表示図柄を表示
するとともに、所定のキャラクタなどを表示する演出が実行される。
【０２５７】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ１９７４）、プロセスタイマがタイムアウトして
いれば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ１９７５）。すなわち、プロセステー
ブルにおける次に設定されているプロセスデータ（表示制御実行データ、ランプ制御実行
データおよび音番号データ）に切り替える。そして、次のプロセスデータにおけるプロセ
スタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさせる（ステップ
Ｓ１９７６）。
【０２５８】
　大入賞口開放中フラグがセットされているときは（ステップＳ１９７１のＹ）、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定フラグがセットされているか否かを確
認する（ステップＳ１９７７）。セットされていれば（すなわち、告知内容の設定が行わ
れていれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放中表示コマンド
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の内容にもとづいて、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報に示される告
知演出を含むラウンド中演出（ラウンド数に応じたラウンド表示を実行する演出）を選択
する（ステップＳ１９７８）。
【０２５９】
　告知内容設定フラグがセットされていなければ（すなわち、告知内容の設定が行われて
いなければ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放中表示コマンド
の内容にもとづいて、告知演出を含まない通常のラウンド中演出（ラウンド数に応じたラ
ウンド表示を実行する演出）を選択する（ステップＳ１９７９）。次いで、大入賞口開放
中フラグをリセットし（ステップＳ１９８０）、ラウンド中演出に応じたプロセスデータ
を選択する（ステップＳ１９８１）。そして、プロセスタイマをスタートさせ（ステップ
Ｓ１９８２）、演出制御プロセスフラグの値をラウンド中処理（ステップＳ８０５）に対
応した値に設定する（ステップＳ１９８３）。
【０２６０】
　図３１は、演出制御プロセス処理における大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）を
示すフローチャートである。大当り終了演出処理において、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、まず、演出期間計測タイマの値を１減算するとともに（ステップＳ９７１
）、演出期間計測タイマがタイムアウトしたか否かを確認する（ステップＳ９７２）。な
お、演出期間計測タイマは、ラウンド中処理においてセットされる（ステップＳ１９１５
参照）。
【０２６１】
　演出期間計測タイマがタイムアウトしていないときは（ステップＳ９７２のＮ）、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマの値を１減算し（ステップＳ９７
３）、プロセスデータｎの内容に従って演出装置（可変表示装置９、スピーカ２７等）を
制御する処理を実行する（ステップＳ９７４）。例えば、大当りが終了することを表示し
たり、可変表示装置９の表示画面に所定のキャラクタを表示させ、キャラクタのセリフと
して「またね！」などの文章を表示させることによって、大当りが終了することを報知す
る。
【０２６２】
　そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、プロセスタイマがタイムアウトし
ていないかどうかを確認し（ステップＳ９７５）、プロセスタイマがタイムアウトしてい
れば、プロセスデータの切替を行う（ステップＳ９７６）。そして、次のプロセスデータ
におけるプロセスタイマ設定値をプロセスタイマに設定してプロセスタイマをスタートさ
せる（ステップＳ９７７）。
【０２６３】
　演出期間計測タイマがタイムアウトしたときは（ステップＳ９７２のＹ）、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、通常大当り演出フラグや確変大当り演出フラグ等の所定
のフラグをリセットする（ステップＳ９７８）。
【０２６４】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定フラグがセットされ
ているか否かを確認する（ステップＳ９７９）。セットされていれば、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報を消去す
る（ステップＳ９８０）とともに、告知内容設定フラグをリセットする（ステップＳ９８
１）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、演出制御プロセスフラグの値
を変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）に対応した値に設定する（ス
テップＳ９８２）。
【０２６５】
　次に、可変表示装置９において実行される告知演出の演出態様について説明する。図３
２は、可変表示装置９において実行される告知演出の表示例を示す説明図である。図３２
において、（１）（２）（３）（４）（５）というように番号順に表示状態が遷移する。
なお、図３２に示す例では、前提条件として、告知内容設定処理（ステップＳ７０４）に
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おいて告知内容として「おすすめ台」の情報とそれに対応する演出とが選択され、告知内
容消去時刻として遊技店の閉店時刻である２３：００が設定されているものとする。
【０２６６】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図３２（１）（２）に示すように、変動パ
ターンコマンドを受信すると、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示を開始する（
ステップＳ８２５～Ｓ８２８参照）。次いで、大当りが指定されている場合には、図３２
（３）に示すように、飾り図柄の停止図柄として大当り図柄（図３２では確変図柄）を導
出表示する（ステップＳ１８７２参照）。次いで、図３２（４）に示すように、ファンフ
ァーレコマンドを受信したことにもとづいてファンファーレ演出を実行し（ステップＳ９
０５参照）、大当り表示を行う。そして、大入賞口が開放され第１ラウンドが開始される
と（ステップＳ９０１参照）、告知演出を含むラウンド中演出を選択し（ステップＳ９１
１参照）、図３２（５）に示すように、告知演出を含むラウンド中演出を実行する（ステ
ップＳ１９０４参照）。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図３２（５
）に示すように、ラウンド中演出において、告知内容として「おすすめ台」の文字列を可
変表示装置９に表示する。なお、告知演出を実行する場合、告知内容を示す文字列を表示
するのではなく、告知内容を音声で出力（例えば、「おすすめ台です」という音声を出力
）するようにしてもよい。また、告知内容を示す文字列を表示するとともに、告知内容を
音声で出力するようにしてもよい。
【０２６７】
　その後、この実施の形態では、告知内容が設定されている場合には、第１ラウンドが終
了した後も、ラウンドが開始されるごとに告知演出を含むラウンド中演出を選択し（ステ
ップＳ１９７８参照）、図３２（５）と同様の態様で告知演出を含むラウンド中演出を実
行する（ステップＳ１９０４参照）。なお、ステップＳ１９７８で選択したラウンド中演
出における告知演出と、ステップＳ９１１で選択したラウンド中演出における告知演出と
で、演出の態様を異ならせてもよい。そして、大当り遊技状態を終了しエンディング演出
が終了すると、告知演出情報が消去されるとともに告知内容設定フラグがリセットされ（
ステップＳ９８０，Ｓ９８１参照）、告知演出の設定内容がクリアされる。なお、ラウン
ドごとに毎回告知演出を実行するのではなく、全ラウンドのうちの所定番目のラウンドの
み（例えば、ラウンド１，５，１０のみや、奇数番目のラウンドのみ）告知演出を実行す
るようにしてもよい。
【０２６８】
　以上のように、この実施の形態では、告知内容が設定されている場合には、大当り遊技
中となったことにもとづいて（具体的には、大当り遊技状態に移行し大入賞口開放中コマ
ンドを受信したことにもとづいて（ステップＳ９０１参照））、所定の告知演出実行条件
が成立したと判断し、大当り遊技中のラウンド中演出において告知演出が実行される。ま
た、所定の告知演出実行条件が成立し告知演出を実行した場合には、告知演出の設定内容
がリセットされる。
【０２６９】
　なお、大当り遊技中となったときに、ラウンド中演出において告知演出を実行するので
はなく、例えば、インターバル演出やエンディング演出において告知演出を実行してもよ
い。また、この実施の形態では、大当り遊技中となったことにもとづいて所定の告知演出
実行条件が成立したと判断し告知演出を実行する場合を示したが、大当り遊技中以外のタ
イミングで所定の告知演出実行条件が成立したと判断するようにしてもよい。例えば、大
当り当選時（飾り図柄の停止図柄が大当り図柄となったとき）や、小当り時、いわゆる５
連荘（５回連続で大当りとなったこと）時に所定の告知演出実行条件が成立したと判断し
告知演出を実行してもよい。また、例えば、大当り時や小当り時の始動回数をカウントし
、カウント数が所定回数となった場合に所定の告知演出実行条件が成立したと判断し告知
演出を実行してもよい。また、例えば、告知演出の実行時刻を告知内容設定処理であらか
じめ設定しておき、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３
５３から入力した現時刻信号にもとづいて、設定した実行時刻であると判断すると、告知
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演出を実行するようにしてもよい。
【０２７０】
　また、告知演出を実行する条件と告知演出情報を消去する条件とを異ならせてもよい。
例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大当り遊技中となるごとに告知演出
を実行するように制御し、いわゆる３連荘（３回連続で大当りとなったこと）となったこ
とを条件として告知演出情報を消去して、以後大当り遊技中となっても告知演出を実行し
ないように制御してもよい。
【０２７１】
　次に、可変表示装置９におけるオールマイティー図柄を用いた飾り図柄の変動表示の表
示態様について説明する。図３３は、可変表示装置９において実行されるオールマイティ
ー図柄を用いた飾り図柄の変動表示の表示例を示す説明図である。図３３において、（１
）（２）（３）（４）（５）というように番号順に表示状態が遷移する。
【０２７２】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドを受信すると、現時
刻が所定の図柄変更期間（例えば、昼の１２：００から１３：００までの間）であれば（
ステップＳ１８１０，Ｓ１８１６参照）、オールマイティー図柄を含む飾り図柄の停止図
柄を決定する（ステップＳ１８１１，Ｓ１８１７，Ｓ１８２０参照）。そして、図３３（
１）（２）に示すように、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示を開始する（ステ
ップＳ８２５～Ｓ８２８参照）。
【０２７３】
　次いで、飾り図柄の変動表示中に、リーチ演出を行う場合には、図３３（３）に示すよ
うに、オールマイティー図柄を含むリーチ演出を実行する（ステップＳ１８５５参照）。
図３３（３）に示す例では、可変表示装置９の左の表示領域に図柄「７」が表示され、右
の表示領域にオールマイティー図柄が表示されることによって、リーチ演出が実行されて
いる。なお、左、右の表示領域ともにオールマイティー図柄を表示することによってリー
チ演出を実行してもよい。
【０２７４】
　次いで、大当りが指定されている場合には、図３３（４）に示すように、飾り図柄の停
止図柄として大当り図柄（図３３では確変図柄）を導出表示する（ステップＳ１８７２参
照）。図３３（４）に示す例では、左、中の表示領域に図柄「７」が揃った状態で表示さ
れ、右の表示領域にオールマイティー図柄が表示されることによって、大当り図柄が表示
された状態となっている。なお、左、右の表示領域ともにオールマイティー図柄を表示す
ることによってリーチ態様とした場合には、中の表示領域にいずれの図柄（「１」から「
９」までのいずれの図柄）が停止表示された場合であっても、大当り図柄を表示した状態
となる。
【０２７５】
　そして、図３３（５）に示すように、ファンファーレコマンドを受信したことにもとづ
いてファンファーレ演出を実行し（ステップＳ９０５参照）、大当り表示を行う。
【０２７６】
　また、オールマイティー図柄を用いる代わりに、カップル図柄を用いて飾り図柄の変動
表示を行うようにしてもよい。図３４は、可変表示装置９において実行されるカップル図
柄を用いた飾り図柄の変動表示の表示例を示す説明図である。図３４において、（１）（
２）（３）（４）（５）というように番号順に表示状態が遷移する。
【０２７７】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドを受信すると、現時
刻が所定の図柄変更期間（例えば、昼の１２：００から１３：００までの間）であれば（
ステップＳ１８１０，Ｓ１８１６参照）、カップル図柄を含む飾り図柄の停止図柄を決定
する（ステップＳ１８１１，Ｓ１８１７，Ｓ１８２０参照）。そして、図３４（１）（２
）に示すように、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示を開始する（ステップＳ８
２５～Ｓ８２８参照）。
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【０２７８】
　次いで、飾り図柄の変動表示中に、リーチ演出を行う場合には、図３４（３）に示すよ
うに、カップル図柄を含むリーチ演出を実行する（ステップＳ１８５５参照）。図３４（
３）に示す例では、可変表示装置９の左の表示領域に図柄「７」が表示され、右の表示領
域にカップル図柄（本例では「５」と「７」とで兼用に用いることができる図柄）が表示
されることによって、リーチ演出が実行されている。なお、左、右の表示領域ともにカッ
プル図柄を表示することによってリーチ演出を実行してもよい。
【０２７９】
　次いで、大当りが指定されている場合には、図３４（４）に示すように、飾り図柄の停
止図柄として大当り図柄（図３４では確変図柄）を導出表示する（ステップＳ１８７２参
照）。図３４（４）に示す例では、左、中の表示領域に図柄「７」が揃った状態で表示さ
れ、右の表示領域にカップル図柄が表示されることによって、大当り図柄が表示された状
態となっている。なお、左、右の表示領域ともにカップル図柄を表示することによってリ
ーチ態様とした場合には、中の表示領域に「５」または「７」のうちいずれの図柄が停止
表示された場合であっても、大当り図柄を表示した状態となる。
【０２８０】
　そして、図３４（５）に示すように、ファンファーレコマンドを受信したことにもとづ
いてファンファーレ演出を実行し（ステップＳ９０５参照）、大当り表示を行う。
【０２８１】
　次に、演出制御用マイクロコンピュータ１００による告知演出の実行タイミングについ
て説明する。図３５は、演出制御用マイクロコンピュータ１００による告知演出の実行タ
イミングを示すタイミング図である。
【０２８２】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技機への電源が投入された後、遊技店の
店員などによって告知内容の設定操作が行われると、操作に従って告知内容の設定を行い
、設定した告知内容に従って告知演出情報を所定の告知演出情報格納領域に記憶する（ス
テップＳ１７４６参照）。また、告知内容の設定を行った後、所定の告知内容設定の禁止
期間になると（例えば、遊技店の開店時刻である１０：００になると）、告知内容設定禁
止フラグをセットし、告知内容設定を禁止状態にセットする（ステップＳ１７５４参照）
。なお、告知演出の設定操作が行われなかった場合であっても、所定の告知内容設定の禁
止期間になると、告知内容設定を禁止状態にセットするように制御する（ステップＳ１７
６０参照）。
【０２８３】
　遊技中に飾り図柄の停止図柄が大当り図柄となり（ステップＳ１８７２参照）、大当り
遊技中となりラウンド中演出が開始されると（具体的には、ステップＳ９０１，Ｓ１９７
１で大入賞口開放中フラグがセットされると）、図３５（Ａ）に示すように、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、所定の告知演出実行条件が成立したと判断して、告知演
出を含むラウンド中演出を実行する（ステップＳ１９０４参照）。この実施の形態では、
大当り遊技中にラウンドごとに告知演出を含むラウンド中演出が実行される。
【０２８４】
　次いで、大当り遊技状態を終了しエンディング演出を終了すると、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報を消去する
（ステップＳ９８０参照）とともに、告知内容設定フラグをリセットする（ステップＳ９
８１参照）。すなわち、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大当り遊技中となり
所定の告知演出実行条件が成立したことにもとづいて、所定の告知演出情報格納領域に記
憶する告知演出情報を消去する。従って、一度大当り遊技状態となり告知演出が実行され
た後には告知演出を再度実行されないようにすることができ、同じ告知演出が反復して実
行されてしまう事態を防止することができる。
【０２８５】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の告知内容設定の禁止期間が
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終わると（例えば、遊技店の閉店時刻である２３：００になると）、告知内容設定禁止フ
ラグをリセットし、告知内容設定の禁止状態を解除する（ステップＳ１７５０参照）。
【０２８６】
　なお、遊技中に一度も大当りとならず所定の告知演出実行条件が成立しなかった場合に
は、図３５（Ｂ）に示すように、遊技中に告知演出が一度も実行されないとともに、所定
の告知演出情報格納領域に告知演出情報が記憶されたままの状態となる。この場合、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、図３５（Ｂ）に示すように、所定の告知内容設定
の禁止期間が終わると（例えば、遊技店の閉店時刻である２３：００になると）、告知内
容設定禁止フラグをリセットし、告知内容設定の禁止状態を解除する（ステップＳ１７５
０参照）とともに、所定の告知内容消去時刻（例えば、遊技店の閉店時刻である２３：０
０）を経過したと判断したことにもとづいて（ステップＳ１７５５参照）、所定の告知演
出情報格納領域に記憶する告知演出情報を消去し（ステップＳ１７５６参照）、告知内容
設定フラグをリセットする（ステップＳ１７５７参照）。
【０２８７】
　上記のように制御することによって、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にも
とづいて所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報を消去することができ、所
定の告知演出実行条件が成立せずに告知演出を実行しなかった場合であっても、所定の告
知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報を消去することができる。
【０２８８】
　なお、この実施の形態では、告知演出が実行されなかった場合に遊技店の閉店時刻（２
３：００）になったことにもとづいて告知演出情報を自動消去する場合を示したが、告知
演出情報を自動消去するタイミングは、この実施の形態で示したものに限られない。例え
ば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容の設定が行われたときに、リア
ルタイムクロック３５３からの日付信号および時刻信号にもとづいて告知内容を設定した
日時を記憶し、告知内容の設定日時から所定期間（例えば１日）経過したことにもとづい
て告知演出情報を自動消去してもよい。
【０２８９】
　次に、演出制御用マイクロコンピュータ１００による飾り図柄変動における図柄変更の
実行タイミングについて説明する。図３６は、演出制御用マイクロコンピュータ１００に
よる飾り図柄変動における図柄変更の実行タイミングを示すタイミング図である。なお、
図３６に示す例では、前提条件として、図柄変更期間が昼の１２：００から１３：００ま
での間であるものとし、図柄変更期間におおいてオールマイティー図柄を用いた飾り図柄
の変動表示を行うものとする。なお、カップル図柄を用いた飾り図柄の変動表示を行う場
合の図柄変更の実行タイミングについても図３６に示す場合と同様である。
【０２９０】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドを受信すると、大当
り指定である場合には、リアルタイムクロック３５３からの現時刻信号にもとづいて、現
在の時刻が所定の図柄変更期間であるか否かを確認する（ステップＳ１８１０，Ｓ１８１
６参照）。図３６に示すように、現時刻が図柄変更期間の前である場合には（ステップＳ
１８１０のＮ，ステップＳ１８１６のＮ）、飾り図柄の停止図柄として通常の確変図柄ま
たは非確変図柄を決定し（ステップＳ１８１３，Ｓ１８１９，１８２０参照）、通常の飾
り図柄（例えば「１」から「９」までの図柄）を用いて飾り図柄の変動表示を行い、大当
り図柄を導出表示する（ステップＳ８２５～Ｓ８２８，Ｓ１８５１～Ｓ１８５９，Ｓ１８
７２参照）。
【０２９１】
　図３６に示すように、現時刻が図柄変更期間であれば（ステップＳ１８１０のＹ，ステ
ップＳ１８１６のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、オールマイティー図
柄を含む飾り図柄の停止図柄を決定する（ステップＳ１８１１，Ｓ１８１７，Ｓ１８２０
参照）。そして、オールマイティー図柄を用いた飾り図柄の変動表示を行い、オールマイ
ティー図柄を含む大当り図柄を導出表示する（ステップＳ８２５～Ｓ８２８，Ｓ１８５１
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～Ｓ１８５９，Ｓ１８７２参照）。
【０２９２】
　以上のように、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
遊技者に対して告知する告知内容を設定し、設定された告知内容を報知するための告知演
出を特定可能な告知演出情報を所定の告知演出情報格納領域に記憶する。また、告知演出
を実行するための所定の告知演出実行条件が成立したときに（本例では、大当り遊技中に
）、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報にもとづいて告知演出を実行す
る。そのため、設定した告知内容を報知するための告知演出を適当なタイミングで実行す
ることができる。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロッ
ク３５３が計時する時間にもとづいて、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出
情報を消去する。そのため、設定した告知演出が自動的に適宜消去され、設定者の作業負
担を軽減することができる。従って、リアルタイムクロック３５３を用いた多様な遊技演
出を可能とするとともに設定者の作業負担を軽減することができる。また、リアルタイム
クロック３５３が計時する時間にもとづいて所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知
演出情報を消去するので、所定の告知演出実行条件が成立せずに告知演出を実行しなかっ
た場合であっても、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情報を消去すること
ができる。
【０２９３】
　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタ
イムクロック３５３が計時する時間にもとづいて、所定の可変表示態様変更時に到達する
と、可変表示装置９に表示される表示態様を変更する。この場合、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、可変表示装置９に表示される少なくとも１つの表示列における飾り
図柄を、複数種類の飾り図柄として兼用に用いることができるオールマイティー図柄やカ
ップル図柄に変更する。そして、変更したオールマイティー図柄やカップル図柄を用いて
、可変表示装置９の飾り図柄の可変表示を実行し、可変表示装置９に飾り図柄の停止図柄
を導出表示する。そのため、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて可
変表示装置９に表示される飾り図柄をオールマイティー図柄やカップル図柄に変更するこ
とができる。従って、時間に応じて可変表示装置９に表示されうる大当り図柄の組合せを
増加させることができ、リアルタイムクロック３５３を用いた多様な遊技演出を可能とし
、遊技者の遊技に対する興趣を向上させることができる。
【０２９４】
　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の告
知演出実行条件が成立したときに、所定の告知情報格納領域に記憶する告知演出情報を消
去する。そのため、同じ告知演出が反復して実行されてしまう事態を防止することができ
る。
【０２９５】
　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、操作ボタ
ン１２０からの指示入力にもとづいて告知内容を設定可能に構成されている。そのため、
操作ボタン１２０を、遊技演出の実行中に遊技者によってなされる操作を受け付ける用途
と、告知内容を設定する際に設定者によってなされる操作を受け付ける用途とに兼用して
用いることができる。
【０２９６】
　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の操
作禁止条件が成立したときに（本例では、遊技店の開店時刻（１０：００）となったとき
に）、操作ボタン１２０による告知内容の設定操作を禁止する。そのため、遊技中には操
作ボタン１２０からの操作を禁止することができ、遊技者によって告知内容を設定されて
しまう事態を防止することができる。
【０２９７】
　なお、この実施の形態では、所定の告知内容設定禁止期間（本例では、遊技店の開店時
刻（１０：００）から閉店時刻（２３：００）までの間に告知内容の設定操作を禁止する
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場合を説明したが、例えば、操作ボタン１２０とは別に機構板裏に禁止設定ボタンを設け
るようにし、禁止設定ボタンが押されると操作禁止条件が成立したとして告知内容の設定
操作を禁止するようにしてもよい。
【０２９８】
　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動表示
がなされず変動表示を行う条件も成立していないときに実行すると判定し、動画像を用い
た通常のデモンストレーション演出を実行する。また、デモンストレーション演出を実行
すると判定したときに、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて、通常
のデモンストレーション演出と異なる特別のデモンストレーション演出を実行する。その
ため、例えば、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて複数の遊技機で
一斉に演出を実行する場合に、デモンストレーション演出の開始タイミングやさらに動作
の同期を視覚的に確認することによって、複数の遊技機間でリアルタイムクロック３５３
が計時する時間にずれが生じているか否かを確認することができる。そのため、視覚によ
る確認結果にもとづいてリアルタイムクロック３５３が計時する時間のずれに対する処理
を講じることができ、遊技機の製造コストを増加させることなく、演出の実行タイミング
が複数の遊技機間でずれてしまう事態を防止するとともに、遊技者に与える演出効果が低
減してしまう事態を防止することができる。
【０２９９】
　なお、この実施の形態では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０がデモ表示コマン
ドを送信し、受信したデモ表示コマンドにもとづいて演出制御用マイクロコンピュータ１
００がデモンストレーション表示を行う場合を説明したが、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０がデモ表示コマンドを送信せずに、演出制御用マイクロコンピュータ１００側
でデモンストレーション演出の実行タイミングを判断するようにしてもよい。この場合、
例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンド受信待ち処理
において、ステップＳ１８０１で変動パターン受信フラグがセットされていなければ（す
なわち、変動パターンコマンドを受信していなければ）、所定の動画像を用いたデモンス
トレーション演出を実行するように制御する。この場合、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、例えば、リアルタイムクロック３５３から入力した時刻信号にもとづいて、
現時刻が所定の特別デモ実行時刻であるか否かを判断し、特別デモ実行時刻でなければ通
常のデモンストレーション演出を実行するように制御し、特別デモ実行時刻であれば特別
のデモンストレーション演出を実行するように制御してもよい。
【０３００】
　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、外部から
入力したコマンドにもとづいてリアルタイムクロック３５３を設定するリアルタイムクロ
ック設定処理（ステップＳ７０１）を実行する。そして、リアルタイムクロック３５３は
、リアルタイムクロック設定処理における設定にもとづいて時間を計時する。そのため、
例えば、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて複数の遊技機で一斉に
演出を実行する場合に、遊技機が搭載する各基板の汎用性を確保しつつ、正確なリアルタ
イムクロック３５３の計時結果にもとづいて一斉に演出を実行することができる。
【０３０１】
　図３７は、外部装置を接続してリアルタイムクロック３５３の設定処理を行う場合の接
続例を示す説明図である。例えば、遊技機の製造段階において、作業者は、リアルタイム
クロック３５３の設定作業を行う場合には、中継基板７７上のコネクタを外して主基板３
１と中継基板７７との間の配線を外す。そして、リアルタイムクロック設定装置５００（
例えば、外部装置としての時刻設定装置や電波時計）をコネクタを用いて中継基板７７に
接続し、中継基板７７を介してリアルタイムクロック３５３と演出制御基板８０とを接続
する。なお、所定の入力ポートに接続することによって、リアルタイムクロック３５３を
演出制御基板８０に接続するようにしてもよい。
【０３０２】
　なお、遊技店への導入後（ホール導入後）であっても、所定のリアルタイムクロック設
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定装置５００を接続してリアルタイムクロック３５３の日時調整を行うことが可能である
。そのような構成によって、ホール導入後にリアルタイムクロック３５３の計時動作にず
れが生じた場合（初期設定後も含む）であっても、基準データで示される正常な時刻に戻
すことができ、リアルタイムクロック３５３に安定した計時動作を行わせることができる
。また、基準データを入力させるための入力手段（例えば、端子や入力ポート）を時刻調
整のためだけに特別に設ける必要がなくなり、演出制御基板８０など各基板の実装スペー
スを有効に活用することができる。すなわち、通常の遊技で用いる必要のない特別な入力
手段を設ける必要がない。また、遊技機１の製造段階でリアルタイムクロック３５３の初
期設定をしておくことが可能となり、遊技店側に煩雑な作業を要求する必要がなくなる。
【０３０３】
　次いで、リアルタイムクロック設定装置５００は、作業者の操作に従って、設定コマン
ドを中継基板７７を介して演出制御基板８０に出力する。すると、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、中継基板７７、入力ドライバ１０２および入力ポート１０３を介し
て設定コマンド（基準データ）を入力する。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、入力した設定コマンドにもとづいてリアルタイムクロック３５３の時刻設定など
の設定処理を行う。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図４に示すリア
ルタイムクロック３５３の２つのイネーブル信号（ＣＥ０，ＣＥ１）の入力をともにハイ
レベルとしてアクセス許可状態に制御するとともに、時刻設定を指定するコマンドを外部
入力端子（ＦＣＯＮ）に出力して、リアルタイムクロック３５３にコマンドで指定する時
刻に時刻設定させる。
【０３０４】
　また、この実施の形態では、あらかじめ定められた告知演出実行条件（本例では、大当
り遊技中となったこと）が成立したときに告知演出を実行する場合を示したが、告知演出
実行条件を複数の条件の中から選択できるようにしてもよい。また、告知演出実行条件が
成立するまでの経過時間に応じて告知演出の演出態様を変化させてもよい。
【０３０５】
　図３８は、告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変
化させるように制御する場合の演出制御用マイクロコンピュータ１００が実行するメイン
処理を示すフローチャートである。図３８において、ステップＳ７００，Ｓ７０１の処理
は、図１１で示したそれらの処理と同様である。
【０３０６】
　ステップＳ７０１ａでは、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大当り後経過時
間計測タイマに所定期間（例えば１時間）をセットしてスタートさせる。大当り後経過時
間計測タイマは、電源投入後の経過時間または大当り遊技状態が終了してからの経過時間
を計測するためのタイマである。
【０３０７】
　図３８において、ステップＳ７０２～ステップＳ７０８の処理は、図１１で示したそれ
らの処理と同様である。
【０３０８】
　ステップ７０７の乱数更新処理を実行すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、大当り後経過時間計測タイマを１減算し（ステップＳ７０９）、その後、ステップＳ
７０２に移行する。
【０３０９】
　図３９は、告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変
化させるように制御する場合の告知内容設定処理（ステップＳ７０４）を示すフローチャ
ートである。図３９において、ステップＳ１７４０の処理は、図１２で示したステップＳ
１７４０の処理と同様である。
【０３１０】
　ステップＳ１７４０で告知内容設定禁止フラグがセットされていなければ（すなわち、
告知内容設定処理の禁止期間でなければ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
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告知内容を既に設定済みであることを示す告知内容設定１フラグまたは告知内容設定２フ
ラグがセットされているか否かを確認する(ステップＳ１７４１Ａ）。なお、図３９に示
す例では、告知内容設定処理において告知演出実行条件として大当り中または大当り当選
時のいずれかを選択可能であり、告知演出実行条件として大当り中を選択した場合には告
知内容設定１フラグがセットされている（後述するステップＳ１７４６ｃ，Ｓ１７４６ｄ
参照）。また、告知演出実行条件として大当り当選時を選択した場合には告知内容設定２
フラグがセットされている（後述するステップＳ１７４６ｃ，Ｓ１７４６ｅ参照）。
【０３１１】
　図３９において、ステップＳ１７４２～Ｓ１７４６の処理は、図１２に示したそれらの
処理と同様である。
【０３１２】
　ステップＳ１７４６で告知演出情報を所定の告知演出情報格納領域に保存すると、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、告知演出実行条件の設定操作を促す旨の告知条件
設定画面を可変表示装置９に表示させる（ステップＳ１７４６ａ）。例えば、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ１７４３で図４０（Ａ）に示す告知内容設定
画面を表示して告知内容の設定を行った後に、ステップＳ１７４６で図４０（Ｂ）に示す
告知条件設定画面を可変表示装置９に表示させ、告知演出実行条件として「大当り中」ま
たは「大当り当選時」のいずれかの選択操作を促す。そして、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、操作ボタン１２０から検出信号が入力されるまで（すなわち、遊技店の
店員などによって告知内容の設定操作が行われるまで）待つ（ステップＳ１７４６ｂ）。
なお、告知演出実行条件として「大当り中」や「大当りの当選時」に限らず、例えば告知
演出実行条件として「小当り」や「５連荘」の選択を指示する告知条件設定画面を表示さ
せてもよく、「１０：００」や「１７：００」など特定の時刻の選択を指示する告知条件
設定画面を表示させてもよい。
【０３１３】
　なお、告知内容設定の禁止期間になるまで操作ボタン１２０からの検出信号が入力され
なかった場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定禁止フラグ
をセットするとともに、そのまま告知内容設定処理を終了する。この場合、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、ステップＳ１７４６でセットした告知演出情報を消去して
もよいし、デフォルトで告知演出実行条件として大当り中を選択し告知内容設定１フラグ
をセットしてもよい。
【０３１４】
　操作ボタン１２０からの検出信号を入力すると（ステップＳ１７４６ｂのＹ）、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、入力した検出信号に従って、いずれの告知演出実行
条件が選択されたかを判断する（ステップＳ１７４６ｃ）。そして、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、告知演出実行条件として大当り中が選択された場合には告知内容
設定１フラグをセットする（ステップＳ１７４６ｄ）また、告知演出実行条件として大当
り当選時が選択された場合には告知内容設定２フラグをセットする（ステップＳ１７４６
ｅ）。
【０３１５】
　ステップＳ１７４９～Ｓ１７５６の処理は、図１２で示したそれらの処理と同様である
。
【０３１６】
　ステップＳ１７５５において現時刻が所定の告知内容消去時刻であれば、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、所定の告知演出情報格納領域に保存する告知演出情報を消
去する（ステップＳ１７５６）とともに、告知内容設定１フラグまたは告知内容設定２フ
ラグをリセットする（ステップＳ１７５７Ａ）。
【０３１７】
　図３９において、ステップＳ１７５８～Ｓ１７６０の処理は、図１２で示したそれらの
処理と同様である。
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【０３１８】
　図４１は、告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変
化させるように制御する場合の飾り図柄変動停止処理（ステップＳ８０３）を示すフロー
チャートである。図４１において、ステップＳ１８７１～Ｓ１８８２の処理は、図２７で
示したそれらの処理と同様である。
【０３１９】
　ステップＳ１８８０で小当り演出フラグがセットされていなければ、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、告知内容設定２フラグがセットされているか否かを確認する（
ステップＳ１８８２ａ）。すなわち、告知内容設定処理において、告知内容が設定されて
いるとともに告知演出実行条件として大当り当選時が選択されたか否かを確認する。
【０３２０】
　告知内容設定２フラグがセットされていれば（すなわち、告知内容が設定されていると
ともに告知演出実行条件として大当り当選時が選択されていれば）、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、大当り後経過時間計測タイマが既にタイムアウトしたか否かを確
認する（ステップＳ１８８２ｂ）。図４１に示す例では、前述したように（図３８参照）
遊技機の電源を投入したとき、または後述するように（図４３参照）大当り後エンディン
グ演出を終了したときに、大当り後経過時間計測タイマに所定時間（例えば１時間）がセ
ットされ大当り後経過時間計測タイマがスタートされる。したがって、ステップＳ１８８
２ｂでは、電源投入後または最後に大当りを終了してから所定時間（例えば１時間）が経
過したか否かを判断する。
【０３２１】
　大当り後経過時間計測タイマがタイムアウトしていれば、遊技機に電源投入してからま
たは最後に大当りを終了してから所定時間（例えば１時間）より長い時間経過して大当り
となった場合である。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、非好調時の
告知演出を含むファンファーレ演出に応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ１８
８２ｃ）。大当り後経過時間計測タイマがタイムアウトしていれば、遊技機に電源投入し
てからまたは最後に大当りを終了してから所定時間（例えば１時間）以内に大当りとなっ
た場合である。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、好調時の告知演出
を含むファンファーレ演出に応じたプロセスデータを選択する（ステップＳ１８８２ｄ）
とともに、大当り後経過時間計測タイマをクリアする（ステップＳ１８８２ｅ）。
【０３２２】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の告知演出情報格納領域に記
憶する告知演出情報を消去する（ステップＳ１８８２ｆ）、告知内容設定２フラグをリセ
ットする（ステップＳ１８８２ｇ）。そして、ステップＳ１８８４に移行する。
【０３２３】
　図４１において、ステップＳ１８８３～Ｓ１８８５の処理は、図２７に示したそれらの
処理と同様である。
【０３２４】
　図４２は、告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変
化させるように制御する場合のラウンド後処理（ステップＳ８０６）を示すフローチャー
トである。図４２において、ステップＳ１９７１～Ｓ１９７６の処理は、図３０に示した
それらの処理と同様である。
【０３２５】
　ステップＳ１９７１で大入賞口開放中フラグがセットされているときは、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、告知内容設定１フラグがセットされているか否かを確認す
る（ステップＳ１９７７Ａ）。すなわち、告知演出設定処理で告知内容が設定されている
とともに告知演出実行条件として大当り中が選択されたか否かを確認する。告知内容設定
１フラグがセットされていれば（すなわち、告知内容の設定が行われているとともに告知
演出実行条件として大当り中が選択されていれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、大入賞口開放中表示コマンドの内容にもとづいて、所定の告知演出情報格納領域
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に記憶する告知演出情報に示される告知演出を含むラウンド中演出（ラウンド数に応じた
ラウンド表示を実行する演出）を選択する（ステップＳ１９７８）。
【０３２６】
　告知内容設定１フラグがセットされていなければ（すなわち、告知内容の設定が行われ
ていなければ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大入賞口開放中表示コマン
ドの内容にもとづいて、告知演出を含まない通常のラウンド中演出（ラウンド数に応じた
ラウンド表示を実行する演出）を選択する（ステップＳ１９７９）。
【０３２７】
　図４２において、ステップＳ１９８０～Ｓ１９８３の処理は、図３０に示したそれらの
処理と同様である。
【０３２８】
　図４３は、告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変
化させるように制御する場合の大当り終了演出処理（ステップＳ８０７）を示すフローチ
ャートである。図４３において、ステップＳ９７１～Ｓ９７８の処理は、図３１で示した
それらの処理と同様である。
【０３２９】
　ステップＳ９７８で通常大当り演出フラグや確変大当り演出フラグ等の所定のフラグを
リセットすると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、告知内容設定１フラグがセ
ットされているか否かを確認する（ステップＳ９７９Ａ）。セットされていれば、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、所定の告知演出情報格納領域に記憶する告知演出情
報を消去する（ステップＳ９８０）とともに、告知内容設定１フラグをリセットする（ス
テップＳ９８１ａ）。
【０３３０】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、大当り後経過時間計測タイマに所
定時間（例えば１時間）をセットし、大当り後経過時間計測タイマをスタートさせる（ス
テップＳ９８１ｂ）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、演出制御プロ
セスフラグの値を変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）に対応した値
に設定する（ステップＳ９８２）。
【０３３１】
　図４４は、告知演出実行条件を設定できるようにするとともに告知演出の演出態様を変
化させるように制御する場合の可変表示装置９において実行される告知演出の表示例を示
す説明図である。図４４において、（１）（２）（３）（４）というように番号順に表示
状態が遷移する。なお、図４４に示す例では、前提条件として、告知内容設定処理（ステ
ップＳ７０４）において告知内容として「おすすめ台」の情報とそれに対応する演出とが
選択され、告知内容消去時刻として遊技店の閉店時刻である２３：００が設定されている
ものとする。また、告知演出実行条件として大当り当選時が選択されたものとする。
【０３３２】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図４４（１）（２）に示すように、変動パ
ターンコマンドを受信すると、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示を開始する（
ステップＳ８２５～Ｓ８２８参照）。次いで、大当りが指定されている場合には、図４４
（３）に示すように、飾り図柄の停止図柄として大当り図柄（図４４では確変図柄）を導
出表示する（ステップＳ１８７２参照）。
【０３３３】
　次いで、ファンファーレコマンドを受信したことにもとづいてファンファーレ演出を実
行し（ステップＳ９０５参照）、大当り表示を行う。この場合に、図４４に示す例では、
告知演出実行条件として大当り当選時が選択されている場合であるので（ステップＳ１８
８２ａ参照）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図４４（４）に示すように、
告知演出を含むファンファーレ演出を実行する。例えば、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、図４４（４）に示すように、ファンファーレ演出において、告知内容として
「おすすめ台」の文字を可変表示装置９に表示する。
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【０３３４】
　また、告知演出を含むファンファーレ演出を実行する際に、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、大当り後経過時間計測タイマがタイムアウトしているか否かを確認する
（ステップＳ１８８２ｂ参照）。タイムアウトしていれば（ステップＳ１８８２ｂのＹ）
、電源投入後または最後に大当りが終了してから所定時間（例えば１時間）より長い時間
が経過してやっと大当りとなった場合であるので、非好調時対応の告知演出を含むファン
ファーレ演出に応じたプロセスデータを選択し（ステップＳ１８８２ｃ参照）、図４４（
４）に示すように、「やっと出たね！」など非好調時を示す文字を可変表示装置９に表示
する。なお、非好調時を示す文字を表示するのではなく、例えば、「やっと出たね」など
の音声を出力するようにしてもよい。
【０３３５】
　タイムアウトしていなければ（ステップＳ１８８２ｂのＮ）、電源投入後または最後に
大当りが終了してから所定時間（例えば１時間）以内に再び大当りとなった場合であるの
で、好調時対応の告知演出を含むファンファーレ演出に応じたプロセスデータを選択し（
ステップＳ１８８２ｄ参照）、図４４（４）に示すように、「絶好調だね！」など好調時
を示す文字を可変表示装置９に表示する。なお、非好調時を示す文字を表示するのではな
く、例えば、「絶好調だね」などの音声を出力するようにしてもよい。
【０３３６】
　以上のように、図３８～図４４に示したように構成すれば、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、所定の告知演出実行条件（本例では、大当り遊技中と大当り当選時）を
設定する。そのため、所定の告知演出実行条件を変更することができ、様々なバリエーシ
ョンで告知演出を実行することができる。
【０３３７】
　また、図３８～図４４に示したように構成すれば、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて、所定の遊技状態が成
立するまでの時間（本例では、大当りとなる間での時間）に応じて、実行する告知演出の
演出態様（本例では、好調時の演出または非好調時の演出）を変更する。そのため、所定
の遊技状態が成立した状況に応じた告知演出を行うことができる。
【０３３８】
　なお、図３８～図４４では、遊技機１に電源を投入してから所定期間（例えば２時間）
経過したか否か、または最後に大当り遊技を終了してから所定期間（例えば２時間）経過
したか否かにもとづいて告知演出の演出態様を変更する場合を示したが、告知演出の演出
態様を変更するタイミングはこの実施の形態で示したものに限られない。例えば、告知演
出の演出態様を変更する時刻をあらかじめ設定し、リアルタイムクロック３５３からの時
刻信号にもとづいて設定時刻であると判断すると、告知演出の演出態様を変更するように
してもよい。
【０３３９】
　なお、図３８～図４４に示した例では、告知演出実行条件として、大当り遊技中または
大当り当選時のいずれかを選択可能とする場合を示したが、選択可能に制御する告知演出
実行条件は、図３８～図４４に示したものに限られない。例えば、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、告知内容設定処理において、告知演出実行条件として、小当り時や
いわゆる５連荘、特定の時刻を選択可能に制御してもよい。
【０３４０】
　また、この実施の形態において、所定の図柄変更期間となりオールマイティー図柄やカ
ップル図柄を用いた変動表示が実行される所定期間前に、飾り図柄変動における図柄が変
更されることを予告する図柄変更予告演出を行うようにしてもよい。
【０３４１】
　図４５は、図柄変更予告演出を行う場合の変動パターンコマンド受信待ち処理（ステッ
プＳ８００）を示すフローチャートである。図４５において、ステップＳ１８０１の処理
は、図２１で示したステップＳ１８０１の処理と同様である。ステップＳ１８０１で変動
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パターン受信フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、リアルタイムクロック３５３から時刻信号を入力する（ステップＳ１８０１Ａ）。ま
た、入力した時刻信号にもとづいて、現時刻が所定の図柄変更予告期間であるか否かを判
定する（ステップＳ１８０１Ｂ）。例えば、図柄変更期間として昼の１２：００～１３：
００の間に図柄変更が行われ、オールマイティー図柄やカップル図柄を用いた変動表示が
行われる場合には、図柄変更期間が開始される３０分前から図柄変更期間の開始時刻まで
であるとき（すなわち、１１：３０～１２：００）に、所定の図柄変更予告期間であると
判定する。
【０３４２】
　現時刻が所定の図柄変更予告期間であると判定すると、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、飾り図柄が変更されることを予告する図柄変更予告画面を可変表示装置９に
表示させ（ステップＳ１８０１Ｃ）、図柄変更予告演出を実行する。例えば、図４６に示
すように、「まもなく図柄が変わります」などの文字列を含む図柄変更予告画面が表示さ
れ、飾り図柄が所定期間以内に変更されることを遊技者に予告する演出が行われる。
【０３４３】
　図４５において、ステップＳ１８０２～Ｓ１８２１の処理は、図２１で示したそれらの
処理と同様である。
【０３４４】
　以上のように、図４５および図４６に示す例によれば、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、リアルタイムクロック３５３が計時する日時にもとづいて、可変表示装置９
に表示される表示態様が変更される日時を予告する可変表示態様予告演出（本例では、図
柄変更予告演出）を実行する。そのため、可変表示装置９に表示されうる大当り図柄の組
合せを増加させる日時をあらかじめ遊技者に報知することができる。
【０３４５】
実施の形態２．
　第１の実施の形態では、所定の図柄変更期間となったときにオールマイティー図柄やカ
ップル図柄を用いた特別の飾り図柄変動を行う場合を説明したが、所定　の図柄変更期間
となったときに飾り図柄の図柄列を増加させ大当り図柄となりうる図柄の表示位置を増加
させてもよい。以下、所定の図柄変更期間となったときに飾り図柄の図柄列を増加させ大
当り図柄となりうる図柄の表示位置を増加させて飾り図柄変動を行う第２の実施の形態を
説明する。
【０３４６】
　なお、本実施の形態において、第１の実施の形態と同様の構成および処理をなす部分に
ついてはその詳細な説明を省略し、主として第１の実施の形態と異なる部分について説明
する。
【０３４７】
　図４７は、第２の実施の形態における変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ
８００）を示すフローチャートである。この実施の形態において、ステップＳ１８０１～
Ｓ１８１０の処理は、第１の実施の形態で示したそれらの処理と同様である。
【０３４８】
　この実施の形態では、飾り図柄の変動表示を行う場合に、左中右の３つの表示領域にそ
れぞれ「１」から「９」までの図柄を表示させて行う通常の飾り図柄変動と、表示領域を
５つの拡張してそれぞれ「１」から「９」までの図柄を表示させて行う特別の飾り図柄変
動とのいずれかを実行する。この実施の形態では、飾り図柄が表示される各表示領域のこ
とを図柄列ともいう。図柄列を５つに拡張して飾り図柄変動を行う場合には、５列の図柄
列のうちいずれかの連続した３列の停止図柄が同じ図柄となった場合に大当り図柄となる
。したがって、図柄列を５列に拡張することによって、大当り図柄となりうる図柄の表示
位置を増加させ大当り図柄の組合せを増加させることができる。
【０３４９】
　なお、大当り図柄となりうる図柄の表示位置とは、可変表示装置９に表示される飾り図



(59) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

柄の変動表示の画面中に含まれる各図柄の表示位置のうち、いずれか複数位置の図柄の表
示状態が特定の表示状態となったときに大当り図柄となる図柄の表示位置のことである。
この実施の形態では、５列の図柄列のうちいずれかの連続した３列の停止図柄が同じ図柄
となった場合に大当り図柄となるので、５列の図柄列の左から１番目～３番目、２番目～
４番目、および３番目～５番目の表示ラインによって、それぞれ大当り図柄となりうる図
柄の表示位置が形成される。
【０３５０】
　ステップＳ１８１０で現時刻が所定の図柄変更期間でれば、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、飾り図柄の大当り図柄を決定するために用いる図柄決定用テーブルとし
て、５列の図柄列を含む場合の通常大当り図柄決定用テーブルを選択し（ステップＳ１８
１１Ａ）、５列の図柄列を含む飾り図柄変動を選択したことを示す図柄列拡張フラグをセ
ットする（ステップＳ１８１２Ａ）。
【０３５１】
　この実施の形態では、通常の飾り図柄変動を行う場合の確変時大当り図柄決定用テーブ
ルおよび通常時大当り図柄決定用テーブルに加えて、特別の飾り図柄変動を行う場合の大
当り図柄決定用テーブルが用意されている。特別の飾り図柄変動を行う場合、５列の図柄
列を用いる場合の確変図柄を決定するときに用いる確変大当り用の大当り表示図柄決定用
テーブル（図柄列拡張確変時大当り図柄決定用テーブル）と、５列の図柄列を用いる場合
の非確変図柄を決定するときに用いる通常大当り用の大当り表示図柄決定用テーブル（図
柄列拡張通常時大当り図柄決定用テーブル）とが予め用意されている。図柄列拡張確変時
大当り図柄決定用テーブルには各確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られ、また
、図柄列拡張通常時大当り図柄決定用テーブルには各非確変図柄に対応付けて複数の判定
値が割り振られている。
【０３５２】
　この実施の形態において、ステップＳ１８１３～Ｓ１８１６の処理は、第１の実施の形
態で示したそれらの処理と同様である。
【０３５３】
　ステップＳ１８１６で現時刻が所定の図柄変更期間であれば、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、飾り図柄の大当り図柄を決定するために用いる図柄決定用テーブルと
して、５列の図柄列を含む場合の確変時大当り図柄決定用テーブルを選択し（ステップＳ
１８１７Ａ）、図柄列拡張フラグをセットする（ステップＳ１８１８Ａ）。
【０３５４】
　この実施の形態において、ステップＳ１８１９～Ｓ１８２８の処理は、第１の実施の形
態で示したそれらの処理と同様である。
【０３５５】
　図４８は、第２の実施の形態における飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）を示
すフローチャートである。この実施の形態では、飾り図柄変動開始処理において、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、まず、図柄列拡張フラグがセットされているか否か
を確認する（ステップＳ８２０Ａ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、使用する飾り図柄の変動パターンに応じて、５列の図柄列を含む場合の飾
り図柄変動用のプロセスデータを選択する（ステップＳ８２１Ａ）。
【０３５６】
　この実施の形態では、飾り図柄の変動パターンに応じたプロセスデータとして、５列の
図柄列を用いた特別の飾り図柄変動を行う場合に用いる図柄列拡張変動用のプロセスデー
タと、遊技状態が確変状態に移行されているときに用いる確変用のプロセスデータと、遊
技状態が確変状態以外の状態（通常状態や突然確変大当り状態、小当り状態）であるとき
に用いる通常用のプロセスデータとが用いられる。例えば、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、図柄列拡張変動用のプロセスデータ、確変用のプロセスデータまたは通常
用のプロセスデータを選択することによって、５列の図柄列を用いた特別の飾り図柄変動
を行うとき、遊技状態が確変状態であるとき、または遊技状態が確変状態以外の状態であ
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るときで、異なる背景色（例えば、５列の図柄列を用いた特別の飾り図柄変動を行うとき
は「黄」、確変状態のときは「赤」、通常状態のときは「青」）を表示して飾り図柄の可
変表示を実行する。また、図柄列拡張変動用のプロセスデータを選択することによって、
可変表示装置９の表示画面上で飾り図柄の図柄列を５列に拡張した飾り図柄の変動表示が
実行される。
【０３５７】
　この実施の形態において、ステップＳ８２２～Ｓ８２８の処理は、第１の実施の形態で
示したそれらの処理と同様である。
【０３５８】
　次に、可変表示装置９における５列の図柄列を用いた飾り図柄の変動表示の表示態様に
ついて説明する。図４９は、第２の実施の形態における可変表示装置９において実行され
る５列の図柄列を用いた飾り図柄の変動表示の表示例を示す説明図である。図４９におい
て、（１）（２）（３）（４）というように番号順に表示状態が遷移する。
【０３５９】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドを受信すると、現時
刻が所定の図柄変更期間（例えば、昼の１２：００から１３：００までの間）であれば（
ステップＳ１８１０，Ｓ１８１６参照）、５列の図柄列を用いた飾り図柄の停止図柄を決
定する（ステップＳ１８１１Ａ，Ｓ１８１７Ａ，Ｓ１８２０参照）。そして、図４９（１
）（２）に示すように、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示を開始する（ステッ
プＳ８２５～Ｓ８２８参照）。
【０３６０】
　次いで、大当りが指定されている場合には、図４９（３）に示すように、飾り図柄の停
止図柄として大当り図柄（図４９では確変図柄）を導出表示する（ステップＳ１８７２参
照）。図４９（３）に示す例では、可変表示装置９の表示画面上の左から３番目～５番目
の連続する３つの表示領域に図柄「７」が揃った状態で表示されることによって、大当り
図柄が表示された状態となっている。なお、図４９に示す例では、可変表示装置９の表示
画面上の左から１番目～３番目の連続する３つの表示領域に同じ図柄が揃った状態で停止
表示したときや、２番目～４番目の連続する３つの表示領域に同じ図柄が揃った状態で停
止表示したときも大当り図柄が導出表示された状態となる。したがって、図柄列（表示領
域）を５列に拡張することによって、大当り図柄となりうる図柄の表示位置が増加し大当
り図柄の組合せが増加している。
【０３６１】
　例えば、現時刻が所定の図柄変更期間でない場合には、図４９（５）に示すように、３
列の図柄列を用いた通常の飾り図柄変動が行われ停止図柄が導出表示される。３列の図柄
列を用いた通常の飾り図柄変動では、図４９（５）に示すように、大当り図柄が形成され
うる表示ライン５０が１つだけ形成される。これに対して、図柄列を５列に拡張した場合
には、図４９（２）（３）に示すように、５列の図柄列の左から１番目～３番目のライン
４０ａ、２番目～４番目のライン４０ｂ、および３番目～５番目のライン４０ｃのいずれ
かの停止図柄が同じ図柄となった場合に大当り図柄となるので、表示ラインが３つ形成さ
れることになる。したがって、図柄列を拡張することによって、表示ラインを増加させて
大当り図柄となりうる図柄の表示位置を増加させ、大当り図柄の組合せを増加させること
ができる。
【０３６２】
　そして、図４９（４）に示すように、ファンファーレコマンドを受信したことにもとづ
いてファンファーレ演出を実行し（ステップＳ９０５参照）、大当り表示を行う。
【０３６３】
　なお、図柄列を拡張するのではなく、例えば、１列当りの図柄列に表示する図柄数を増
加させてもよい。例えば、１列当りの図柄列に上中下に３つの図柄を表示するようにし、
飾り図柄変動を行う際に可変表示装置９の表示画面上に複数行複数列の飾り図柄が表示さ
れるようにしてもよい。そして、上中下のいずれかの行または左中右のいずれかの列にお
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いて同じ図柄が揃って停止表示した場合に大当り図柄としてもよい。また、可変表示装置
９の表示画面上で斜め方向に同じ図柄が揃って停止表示した場合にも大当り図柄としても
よい。さらに、図柄列を拡張するとともに１列当りの図柄列に表示する図柄数を増加させ
てもよい。そのように構成しても、大当り図柄の組合せの数を増加させることができる。
【０３６４】
　なお、所定の図柄変更期間になったときに、図柄列を減少させたり１列当りの図柄列に
表示する図柄数を減少させて、大当り図柄の組合せの数を減少させてもよい。そのように
構成すれば、飾り図柄の変動中に遊技者に１つの図柄に注視させることができる。また、
通常の飾り図柄変動では各飾り図柄を左右中の順に停止表示させるようにし、所定の図柄
変更期間になったときに、右左中の順に停止表示させるように変動態様を変更したり、中
左右の順に停止表示させるように変動態様を変更してもよい。
【０３６５】
　図５０は、１列当りの図柄列に表示する図柄数を３図柄に増加した場合の可変表示装置
９において実行される飾り図柄の変動表示の表示例を示す説明図である。この場合、飾り
図柄変動を行う際に、可変表示装置９の表示画面上に３行３列の飾り図柄が表示されるこ
とになる。図５０において、（１）（２）（３）（４）というように番号順に表示状態が
遷移する。
【０３６６】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、変動パターンコマンドを受信すると、現時
刻が所定の図柄変更期間（例えば、昼の１２：００から１３：００までの間）であれば（
ステップＳ１８１０，Ｓ１８１６参照）、１列の図柄数を３図柄に増加させた飾り図柄の
停止図柄を決定する（ステップＳ１８１１Ａ，Ｓ１８１７Ａ，Ｓ１８２０参照）。そして
、図５０（１）（２）に示すように、可変表示装置９において飾り図柄の変動表示を開始
する（ステップＳ８２５～Ｓ８２８参照）。
【０３６７】
　次いで、大当りが指定されている場合には、図５０（３）に示すように、飾り図柄の停
止図柄として大当り図柄（図５０では確変図柄）を導出表示する（ステップＳ１８７２参
照）。図５０（３）に示す例では、可変表示装置９に表示される３行３列の飾り図柄の左
下から右上までの連続する３つの表示領域に斜めに図柄「７」が揃った状態で表示される
ことによって、大当り図柄が表示された状態となっている。なお、図５０に示す例では、
可変表示装置９に表示された３行３列の飾り図柄の上中下いずれかの行で横方向に同じ図
柄が揃った場合にも大当り図柄が導出表示された状態となる。また、可変表示装置９に表
示された３行３列の飾り図柄の左上から右下までの連続する３つの表示領域に斜めに同じ
図柄が揃った場合にも大当り図柄が導出表示された状態となる。さらに、可変表示装置９
に表示された３行３列の飾り図柄の左中右いずれかの列で縦方向に同じ図柄が揃った場合
にも大当り図柄が導出表示された状態となる。したがって、１列当りの図柄数を増加させ
ることによって、さらに大当り図柄となりうる図柄の表示位置が増加し大当り図柄の組合
せが増加している。
【０３６８】
　例えば、現時刻が所定の図柄変更期間でない場合には、図５０（５）に示すように、３
列の図柄列を用いた通常の飾り図柄変動が行われ停止図柄が導出表示される。３列の図柄
列を用いた通常の飾り図柄変動では、図５０（５）に示すように、大当り図柄が形成され
うる表示ライン５０が１つだけ形成される。これに対して、１列の図柄数を３図柄に増加
させ３行３列の飾り図柄が表示されるようにした場合には、図５０（２）（３）に示すよ
うに、可変表示装置９に表示された３行３列の飾り図柄の上中下いずれかの行のライン４
５ａ，４５ｂ，４５ｃで横方向に同じ図柄が揃った場合、可変表示装置９に表示された３
行３列の飾り図柄の左下から右上までの連続する３つの図柄の表示ライン４５ｄに斜めに
同じ図柄が揃った場合、可変表示装置９に表示された３行３列の飾り図柄の左上から右下
までの連続する３つの図柄の表示ライン４５ｅに斜めに同じ図柄が揃った場合、および可
変表示装置９に表示された３行３列の飾り図柄の左中右いずれかの列のライン４５ｆ，４
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５ｇ，４５ｈで縦方向に同じ図柄が揃った場合に大当り図柄となるので、表示ラインが８
つ形成されることになる。したがって、１列当りの図柄数を増加させることによって、表
示ラインを増加させて大当り図柄となりうる図柄の表示位置を増加させ、大当り図柄の組
合せを増加させることができる。
【０３６９】
　なお、大当り図柄となりうる図柄の表示位置は、図５０に示す表示ライン４５ａ～４５
ｈのような直線上に並ぶものに限らず、例えば、山形やＣの字形に配置された表示位置の
図柄が同じ図柄で揃った場合に大当り図柄となるようにしてもよい。また、図柄列の拡張
または１列当りの図柄数の増加のいずれかの方法を用いて、大当り図柄となりうる図柄の
表示位置を増加させ大当り図柄の組合せを増加させるのではなく、図柄列を拡張するとと
もに１列当りの図柄数を増加させててもよい。例えば、図柄列を５列に拡張するとともに
１列当りの図柄数を３図柄に増加させて（すなわち、３行５列の飾り図柄を表示させて）
、大当り図柄となりうる図柄の表示位置を増加させ大当り図柄の組合せを増加させてもよ
い。
【０３７０】
　そして、図５０（４）に示すように、ファンファーレコマンドを受信したことにもとづ
いてファンファーレ演出を実行し（ステップＳ９０５参照）、大当り表示を行う。
【０３７１】
　以上のように、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
リアルタイムクロック３５３が計時する時間にもとづいて、所定の可変表示態様変更時に
到達すると、可変表示装置９に表示される表示態様を変更する。この場合、演出制御用マ
イクロコンピュータ１００は、可変表示装置９に表示される表示中の表示ラインの数を増
加させる（本例では、図柄列を３列から５列に増加させる）。そして、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００は、増加させたいずれかの表示ラインにおいて大当り図柄が導出表
示されたときに、遊技状態を大当り遊技状態に移行させる。そのため、可変表示装置９に
表示されうる大当り図柄の表示パターンを増加させることができ、リアルタイムクロック
３５３を用いた多様な遊技演出を可能とし、遊技者の遊技に対する興趣を向上させること
ができる。例えば、本実施の形態によれば、可変表示装置９において縦方向、横方向およ
び斜め方向に形成される図柄の表示ラインをそれぞれ別々の表示パターンとして形成する
ことができ、図柄の表示パターンを増加させることができる。
【０３７２】
実施の形態３．
　上記に示した各実施の形態の構成に加えて、遊技機１を最初に遊技店に導入したホール
導入日時を記録できるようにし、ホール導入日時から所定期間が経過したときに可変表示
装置９における表示態様を変更できるようにしてもよい。以下、ホール導入日時を記録し
、ホール導入日時から所定期間が経過したときに可変表示装置９における表示態様を変更
する第３の実施の形態を説明する。
【０３７３】
　なお、本実施の形態において、第１の実施の形態または第２の実施の形態と同様の構成
および処理をなす部分についてはその詳細な説明を省略し、主として第１の実施の形態ま
たは第２の実施の形態と異なる部分について説明する。
【０３７４】
　図５１は、第３の実施の形態における演出制御用マイクロコンピュータ１００が実行す
るメイン処理を示すフローチャートである。この実施の形態において、ステップＳ７００
，Ｓ７０１の処理は、第１の実施の形態で示したそれらの処理と同様である。
【０３７５】
　ステップＳ７０１Ａでは、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、電源投入後時間
計測タイマに所定期間（例えば２時間）をセットしてスタートさせる。電源投入後時間計
測タイマは、遊技機１に電源が投入されてからの経過時間を計測するためのタイマである
。なお、既にホール導入日時が設定されている場合には（例えば、後述するホール導入設
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定済フラグがセットされている場合には）、ステップＳ７０１Ａの処理をスキップするよ
うにしてもよい。
【０３７６】
　この実施の形態において、ステップＳ７０２～Ｓ７０５までの処理は、第１の実施の形
態で示したそれらの処理と同様である。
【０３７７】
　コマンド解析処理（ステップＳ７０５）を実行すると、演出制御用マイクロコンピュー
タ１００は、ホール導入日時となったか否かを判定し、ホール導入日時であると判定する
と、リアルタイムクロック３５３からの日付信号（年、月、日）および時刻信号（時、分
、秒）にもとづいてホール導入日時を設定する（ホール導入日設定処理：ステップＳ７０
５Ａ）。
【０３７８】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の表示態様変更期間になった
か否か（ホール導入日時から所定期間を経過したか否か）を判定し、所定の表示態様変更
期間であると判定すると、可変表示装置９における表示態様を変更する処理を行う（表示
態様変更処理：ステップＳ７０５Ｂ）。
【０３７９】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装置９における表示態様
の変更に先立ち、その表示態様変更を予告する予告演出を実行するか否かを判定する処理
を実行する（予告実行判定処理：ステップＳ７０５Ｃ）。
【０３８０】
　この実施の形態において、ステップＳ７０７，Ｓ７０８の処理は、第１の実施の形態で
示したそれらの処理と同様である。
【０３８１】
　図５２は、第３の実施の形態におけるホール導入日設定処理（ステップＳ７０５Ａ）を
示すフローチャートである。ホール導入日設定処理において、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、まず、ホール導入日設定済フラグがセットされているか否かを確認する
（ステップＳ２７５０）。ホール導入日設定済フラグは、ホール導入日時を既に設定済み
であることを示すフラグである。ホール導入日設定済フラグは、後述するように、ホール
導入日時を設定したときにセットされる（ステップＳ２７５６参照）。
【０３８２】
　ホール導入日設定済フラグがセットされていれば（すなわち、既にホール導入日時が設
定されていれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、そのまま処理を終了する
。ホール導入日設定済フラグがセットされていなければ（すなわち、ホール導入日時が未
設定であれば）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、電源投入後時間計測タイマ
を１減算する（ステップＳ２７５１）。
【０３８３】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、いずれかのコマンド受信フラグ（
変動パターン受信フラグや表示結果受信フラグ、ファンファーレフラグ、エンディングフ
ラグ、その他のコマンド受信フラグ）がセットされているか否かを確認する（ステップＳ
２７５２）。すなわち、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からデモ表示コマンドを
除くいずれかの演出制御コマンドを受信したか否かを確認する。コマンド受信フラグがセ
ットされていれば（すなわち、いずれかの演出制御コマンドを受信していれば）、ステッ
プＳ２７５４に移行する。
【０３８４】
　コマンド受信フラグがセットされていなければ（すなわち、いずれの演出制御コマンド
も受信していなければ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、電源投入後時間計
測タイマがタイムアウトしたか否かを確認する（ステップＳ２７５３）。すなわち、遊技
機１に電源を投入してから所定期間（例えば２時間）が経過したか否かを確認する。タイ
ムアウトしていれば（すなわち、所定期間を経過していれば）、ステップＳ２７５４に移
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行する。タイムアウトしていなければ（すなわち、所定期間をまだ経過していなければ）
、そのまま処理を終了する。
【０３８５】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３から
現在の日付信号（年、月、日）および時刻信号（時、分、秒）を入力する（ステップＳ２
７５４）。次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、入力した日付信号および
時刻信号に示される現在の日時をホール導入日時に決定し、決定したホール導入日時（年
、月、日、時、分、秒）を所定のホール導入日時格納領域に記憶させる（ステップＳ２７
５５）。そして、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ホール導入日設定済フラグ
をセットする（ステップＳ２７５６）。
【０３８６】
　なお、この実施の形態では、ステップＳ２７５５において、決定したホール導入日時を
、ランプドライバ基板３５に設けられたバックアップＲＡＭ３５６に設けられた所定のホ
ール導入日時格納領域に記憶させる。また、ステップＳ２７５６において、ホール導入日
設定済フラグを、ランプドライバ基板３５に設けられたバックアップＲＡＭ３５６にセッ
トする。そのようにすることによって、遊技機１の電源がオフとされた場合であっても、
設定したホール導入日時やホール導入日設定済フラグが保持される。なお、バックアップ
ＲＡＭを演出制御基板８０や音声出力基板７０に設けるようにし、演出制御基板８０や音
声出力基板７０に設けられたバックアップＲＡＭにホール導入日時やホール導入日時設定
済フラグを設定するようにしてもよい。
【０３８７】
　なお、バックアップＲＡＭ３５６に記憶したホール導入日時を手動により修正できるよ
うにしてもよい。例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技機１に電源が
投入されたときに、ホール導入日の修正の有無を確認する画面を可変表示装置９に表示さ
せ、遊技店の店員などによって操作ボタン１２０が操作されると、ホール導入日の修正処
理を実行する。そして、操作ボタン１２０からの検出信号にもとづいて修正後のホール導
入日時を入力し、入力したホール導入日時にもとづいてバックアップＲＡＭ３５６が記憶
するホール導入日時を更新する。
【０３８８】
　また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、所定の情報出力処理を実行して、バ
ックアップＲＡＭ３５６に記憶したホール導入日時を外部（例えば、他の遊技機）に出力
できるようにしてもよい。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、外部から他
の遊技機のホール導入日時を入力し、入力した他の遊技機のホール導入日時をバックアッ
プＲＡＭ３５６に記憶できるようにしてもよい。
【０３８９】
　以上の処理が実行されることによって、遊技機１を遊技店に導入し最初に電源投入した
ときに、遊技が行われて遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から最初に演出制御コマ
ンド（デモ表示コマンドを除く）を受信すると、ホール導入日時になったと判断してホー
ル導入日時が設定される。また、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から演出制御コ
マンドを受信しなくても、電源を投入してから所定期間（例えば２時間）経過すれば、ホ
ール導入日時になったと判断してホール導入日時が設定される。
【０３９０】
　また、一度ホール導入日時が設定されると、ホール導入日時設定済フラグをセットし、
以後、ステップＳ２７５０～Ｓ２７５６のホール導入日時の設定処理（遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０からのコマンドを特定してホール導入日時を特定するプログラム）
を行わないように制御される。
【０３９１】
　図５３は、第３の実施の形態における表示態様変更処理（ステップＳ７０５Ｂ）を示す
フローチャートである。表示態様変更処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、まず、ホール導入日設定済フラグがセットされているか否かを確認する（ステッ
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プＳ２７６０）。セットされていなければ、そのまま処理を終了する。
【０３９２】
　ホール導入日決定済フラグがセットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、リアルタイムクロック３５３から現在の日付信号（年、月、日）および時刻信号
（時、分、秒）を入力する（ステップＳ２７６１）。次いで、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、入力した日付信号および時刻信号に示される現在の日時と、ホール導入
日設定処理で所定のホール導入日時格納領域に記憶したホール導入日時とにもとづいて、
ホール導入日時からの期間が所定の表示態様変更期間（例えば、ホール導入日時から３週
目～４週目の間）であるか否かを確認する（ステップＳ２７６２）。
【０３９３】
　ホール導入日時からの期間が所定の表示態様変更期間であれば（ステップＳ２７６３の
Ｙ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、可変表示装置９における表示態様を変
更することに決定し、表示態様を変更することを示す表示態様変更フラグをセットする（
ステップＳ２７６４）。ホール導入日時からの期間が所定の表示態様変更期間でなければ
（ステップＳ２７６３のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、セットされて
いれば、表示態様変更フラグをリセットし（ステップＳ２７６５）、処理を終了する。
【０３９４】
　図５４は、第３の実施の形態における予告実行判定処理（ステップＳ７０５Ｃ）を示す
フローチャートである。この実施の形態において、予告演出とは、可変表示装置９におけ
る表示態様が変更される所定期間前に前もって表示態様が変更されることを予告する演出
である。この実施の形態では、可変表示装置９における表示態様が変更されるまでの期間
に応じて２段階（例えば、表示態様が変更される４日前と６時間前）にわたって予告演出
が実行される場合を説明する。
【０３９５】
　予告実行判定処理において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、まず、ホール
導入日設定済フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ２７７０）。セッ
トされていなければ、そのまま処理を終了する。
【０３９６】
　ホール導入日決定済フラグがセットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、リアルタイムクロック３５３から現在の日付信号（年、月、日）および時刻信号
（時、分、秒）を入力する（ステップＳ２７７１）。次いで、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、入力した日付信号および時刻信号に示される現在の日時と、ホール導入
日設定処理で所定のホール導入日時格納領域に記憶したホール導入日時とにもとづいて、
ホール導入日時からの期間が所定の予告演出実行期間（本例では、予告演出１実行期間と
予告演出２実行期間）であるか否かを確認する（ステップＳ２７７２）。
【０３９７】
　ホール導入日時からの期間が所定の予告演出１実行期間（例えば、表示態様を変更する
４日前）であれば（ステップＳ２７７３のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、所定の演出態様で予告演出を実行することを決定し、所定の演出態様で予告演出を実
行することを示す予告演出１実行フラグをセットする（ステップＳ２７７４）。
【０３９８】
　ホール導入日時からの期間が所定の予告演出２実行期間（例えば、表示態様を変更する
６時間前）であれば（ステップＳ２７７５のＹ）、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、予告演出１実行期間とは異なる演出態様で予告演出を実行することを決定し、予告
演出１実行期間とは異なる演出態様で予告演出を実行することを示す予告演出２実行フラ
グをセットする（ステップＳ２７７６）。
【０３９９】
　ホール導入日時からの期間が所定の予告演出２実行期間でもなければ（ステップＳ２７
７５のＮ）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、セットされていれば、予告演出
１実行フラグまたは予告演出２実行フラグをリセットし（ステップＳ２７７７）、処理を
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終了する。
【０４００】
　図５５および図５６は、第３の実施の形態における変動パターンコマンド受信待ち処理
（ステップＳ８００）を示すフローチャートである。この実施の形態において、ステップ
Ｓ１８０１の処理は、第１の実施の形態で示したステップＳ１８０１の処理と同様である
。
【０４０１】
　変動パターン受信フラグがセットされていなければ（ステップＳ１８０１のＮ）、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、予告演出１実行フラグがセットされているか否か
を確認する（ステップＳ１８０１ａ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００は、表示態様の変更を予告する表示態様変更予告１画面を可変表示装置９に
表示させる（ステップＳ１８０１ｂ）。例えば、「プロジェクトまであと４日」などの文
字を含む表示態様変更予告１画面を可変表示装置９に表示させる。
【０４０２】
　予告演出１実行フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、予告演出２実行フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ１８０
１ｃ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様変更
予告１画面とは異なる態様で表示態様の変更を予告する表示態様変更予告２画面を可変表
示装置９に表示させる（ステップＳ１８０１ｄ）。例えば、「プロジェクトまであと６時
間」などの文字を含む表示態様変更予告１画面を可変表示装置９に表示させる。
【０４０３】
　なお、表示態様変更の予告をする場合に、「４日」や「６時間」など具体的な日数や時
間を表示するのではなく、例えば「水にまつわる日」など遊技者に暗に日時を示唆する内
容を表示するようにしてもよい。
【０４０４】
　また、この実施の形態では、可変表示装置９において飾り図柄変動が実行されず大当り
遊技中でもない場合に予告演出を実行する場合を説明するが、この場合に、予告演出を実
行すると決定した場合であっても、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０からデモ表示
コマンドを受信する可能性がある。そのため、例えば、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、コマンド解析処理において、予告演出１実行フラグまたは予告演出２実行フラ
グがセットされている場合には、デモ表示受信フラグをセットする処理（ステップＳ１６
２６参照）を行わないように制御し、予告演出を優先して実行するように制御する。また
、飾り図柄変動が実行されず大当り遊技中でもない場合に予告演出を実行するのではなく
、例えば、飾り図柄の変動中や大当り遊技のラウンド中において、表示態様の変更を予告
する画面を可変表示装置９に重畳表示してもよい。
【０４０５】
　この実施の形態において、ステップＳ１８０２～Ｓ１８１２の処理は、第１の実施の形
態で示したそれらの処理と同様である。
【０４０６】
　ステップＳ１８１０で現時刻が所定の図柄変更期間でなければ、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、表示態様変更フラグがセットされているか否かを確認する（ステッ
プＳ１８１２ａ）。表示態様変更フラグがセットされていれば（すなわち、可変表示装置
９における表示態様を変更することが決定されていれば）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、表示態様を変更した場合の通常時大当り図柄決定用テーブル（特別演出用
の通常時大当り図柄決定用テーブルともいう）を選択する（ステップＳ１８１２ｂ）。
【０４０７】
　この実施の形態では、第１の実施の形態で示した確変時大当り図柄決定用テーブル、通
常時大当り図柄決定用テーブル、オールマイティー付き通常時大当り図柄決定用テーブル
およびオールマイティー付き確変時大当り図柄決定用テーブルに加えて、表示態様を変更
したときに用いる特別演出用の通常時大当り図柄決定用テーブルと特別演出用の確変時大
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当り図柄決定用テーブルとが予め用意されている。特別演出用の確変時大当り図柄決定用
テーブルには各確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られ、また、特別演出用の通
常時大当り図柄決定用テーブルには各非確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られ
ている。この実施の形態では、特別演出用の通常時大当り図柄決定用テーブルまたは特別
演出用の確変時大当り図柄決定用テーブルを用いて飾り図柄の停止図柄を決定する（ステ
ップＳ１８２０参照）ことによって、表示態様を変更する前と後とで異なる態様の飾り図
柄を用いた停止図柄を決定する。例えば、表示態様を変更する前には通常の数字「１」～
「９」を表す図柄を用いて停止図柄を決定するようにし、表示態様を変更した後には魚な
どを模した図形と数字との組合せを表す図柄を用いて停止図柄を決定する。
【０４０８】
　この実施の形態において、ステップＳ１８１３～Ｓ１８１８の処理は、第１の実施の形
態で示したそれらの処理と同様である。
【０４０９】
　ステップＳ１８１６で現時刻が所定の図柄変更期間でなければ、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、表示態様変更フラグがセットされているか否かを確認する（ステッ
プＳ１８１８ａ）。表示態様変更フラグがセットされていれば（すなわち、可変表示装置
９における表示態様を変更することが決定されていれば）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、表示態様を変更した場合の確変時大当り図柄決定用テーブル（特別演出用
の確変時大当り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１８ｂ）。
【０４１０】
　この実施の形態において、ステップＳ１８１９～Ｓ１８２８の処理は、第１の実施の形
態で示したそれらの処理と同様である。
【０４１１】
　図５７は、第３の実施の形態における飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）を示
すフローチャートである。この実施の形態において、ステップＳ８２０，Ｓ８２１の処理
は、第１の実施の形態で示したそれらの処理と同様である。
【０４１２】
　ステップＳ８２０でオールマイティー選択フラグがセットされていなければ、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、表示態様変更フラグがセットされているか否かを確認
する（ステップＳ８２１ａ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、使用する飾り図柄の変動パターンに応じて、表示態様を変更した飾り図柄変動用
のプロセスデータ（特別演出用のプロセスデータともいう）を選択する（ステップＳ８２
１ｂ）。
【０４１３】
　この実施の形態では、飾り図柄の変動パターンに応じたプロセスデータとして、第１の
実施の形態で示したオールマイティー変動用のプロセスデータ、確変用のプロセスデータ
および通常用のプロセスデータに加えて、特別演出用のプロセスデータが用いられる。そ
して、表示態様を変更すると決定された場合には、特別演出用のプロセスデータを用いる
ことによって、表示態様を変更する前と後とで異なる表示態様で飾り図柄の変動表示を行
う。例えば、表示態様を変更する前には、山の風景を模した背景を表示し、通常の数字「
１」～「９」を表す図柄を用いた飾り図柄の変動表示を行う。また、例えば、表示態様を
変更した後には、海の中を模した背景を表示し、魚を模した図形と数字との組合せを表す
図柄を用いた飾り図柄の変動表示を行う。
【０４１４】
　この実施の形態において、ステップＳ８２２～Ｓ８２８の処理は、第１の実施の形態で
示したそれらの処理と同様である。
【０４１５】
　次に、可変表示装置９における表示態様を変更する場合の表示態様について説明する。
図５８は、第３の実施の形態において可変表示装置９における表示態様を変更する場合の
表示例を示す説明図である。
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【０４１６】
　可変表示装置９における表示態様を変更することが決定されておらず、予告演出を行う
ことも決定されていない場合には、可変表示装置９において通常の表示態様で演出が行わ
れる。この場合、図５８（１）に示すように、例えば、可変表示装置９には山を模した背
景が表示され、飾り図柄として通常の数字「１」～「９」を表す図柄が表示される。
【０４１７】
　表示態様の変更期間に先立ち、予告演出１実行期間（例えば、表示態様変更の４日前）
になると（ステップＳ２７７３参照）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、予告
演出１実行フラグをセットし（ステップＳ２７７４参照）、図５８（２）に示すように、
表示態様変更予告１画面を可変表示装置９に表示して所定の予告演出を行う（ステップＳ
１８０１ｂ参照）。例えば、図５８（２）に示すように、表示態様の変更を予告する「プ
ロジェクトまであと４日」などの文字を表示して予告演出を行う。
【０４１８】
　次いで、予告演出２実行期間（例えば、表示態様変更の６時間前）になると（ステップ
Ｓ２７７５参照）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、予告演出２実行フラグを
セットし（ステップＳ２７７６参照）、図５８（３）に示すように、表示態様変更予告２
画面を可変表示装置９に表示して、表示態様変更予告１画面を用いる場合とは異なる態様
で所定の予告演出を行う（ステップＳ１８０１ｄ参照）。例えば、図５８（３）に示すよ
うに、表示態様の変更を予告する「プロジェクトまであと６時間」などの文字を表示して
予告演出を行う。
【０４１９】
　なお、表示態様変更の予告をする場合に、「４日」や「６時間」など具体的な日数や時
間を表示するのではなく、例えば「水にまつわる日」など遊技者に暗に日時を示唆する内
容を表示するようにしてもよい。また、この実施の形態では、予告演出を２段階（４日前
と６時間前）に実行する場合を説明するが、２段階に限らず、３以上の複数段階にわたっ
て実行してもよい。
【０４２０】
　次いで、表示態様の変更期間（例えば、ホール導入日時から３週目）になると（ステッ
プＳ２７６３参照）、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様変更フラグを
セットし（ステップＳ２７６４参照）、図５８（４）に示すように、可変表示装置９にお
ける表示態様を変更する（ステップＳ１８１２ｂ，Ｓ１８１８ｂ，Ｓ８２１ｂ参照）。こ
の場合、図５８（４）に示すように、例えば、可変表示装置９の表示画面の背景表示が海
の中を模した背景に切り替えられ、飾り図柄が魚などの図形と数字との組合せの図柄に切
り替えられる。
【０４２１】
　なお、この実施の形態に示した表示態様は一例であり、例えば、表示態様の変更前と変
更後とで、山や海以外（例えば空）を模した背景に切り替えるようにしてもよく、数字や
魚などの図形以外（例えば、アルファベットなどの文字や記号、鳥などの図形）を組み合
わせた飾り図柄に切り替えて変動表示を行うようにしてもよい。
【０４２２】
　また、表示態様の変更期間となったときに、可変表示装置９における表示態様を変化さ
せるだけでなく、表示態様の変更前と変更後とで、スピーカ２７から出力する音を異なら
せたり、各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示を異ならせるようにしてもよい。
【０４２３】
　以上のように、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
リアルタイムクロック３５３が計時する日時にもとづいて、特定の日時より所定期間前の
予告演出実行時に、遊技演出における表示態様の変更を予告する表示態様予告演出を実行
する。そのため、特定の日時に達したときに遊技演出における表示態様を変更する場合に
、表示態様を変更する日時をあらかじめ遊技者に報知することができる。
【０４２４】



(69) JP 5607685 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

　また、この実施の形態によれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０から受信するコマンドにもとづいて、遊技機１の稼動開始
日時（ホール導入日時）を特定し、特定した稼動開始日時を特定可能な稼動開始時情報を
記憶する。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、記憶する稼動開始時情報で
特定される稼動開始日時を基準として、特定の日時に達したか否かを判定する。そのため
、複数の遊技機間において稼動開始時が異なったとしても、稼動開始日時から遊技演出に
おける表示態様を変更するまでの期間を同じにすることができる。
【０４２５】
　なお、この実施の形態では、表示態様変更期間となったときに、あらかじめ定められた
表示態様に変更する場合を示したが、複数用意された表示態様の中から遊技者が操作ボタ
ン１２０を操作して表示態様を選択できるようにしてもよい。
【０４２６】
　図５９～図６３は、複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるよ
うにした場合の変動パターンコマンド受信待ち処理（ステップＳ８００）を示すフローチ
ャートである。図５９にステップＳ１８０１～Ｓ１８１２の処理は、図５５に示したそれ
らの処理と同様である。
【０４２７】
　ステップＳ１８１０で現時刻が所定の図柄変更期間でなければ、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００は、表示態様変更フラグがセットされているか否かを確認する（ステッ
プＳ１８１２Ａ）。表示態様変更フラグがセットされていれば（すなわち、可変表示装置
９における表示態様を変更することが決定されていれば）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、遊技者に表示態様の選択操作を指示するための表示態様選択１画面を可変
表示装置９に表示させ（ステップＳ１８１２Ｂ）、遊技者に表示態様の選択操作を促す。
図５９～図６３に示す例では、表示態様１～表示態様３の３つの表示態様が用意されてお
り、遊技者は、操作ボタン１２０を操作して、３つの表示態様のいずれかを選択指示する
。
【０４２８】
　表示態様１が選択指示された場合には（ステップＳ１８１２ＣのＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、表示態様１を用いた場合の通常時大当り図柄決定用テーブル
（特別演出１用の通常時大当り図柄決定用テーブルともいう）を選択する（ステップＳ１
８１２Ｄ）とともに、表示態様１が選択されたことを示す表示態様１選択フラグをセット
する（ステップＳ１８１２Ｅ）。
【０４２９】
　図５９～図６３に示す例では、確変時大当り図柄決定用テーブル、通常時大当り図柄決
定用テーブル、オールマイティー付き通常時大当り図柄決定用テーブルおよびオールマイ
ティー付き確変時大当り図柄決定用テーブルに加えて、表示態様の選択結果に応じて、特
別演出１用の通常時大当り図柄決定用テーブル、特別演出１用の確変時大当り図柄決定用
テーブル、特別演出２用の通常時大当り図柄決定用テーブル、特別演出２用の確変時大当
り図柄決定用テーブル、特別演出３用の通常時大当り図柄決定用テーブル、および特別演
出３用の確変時大当り図柄決定用テーブルが予め用意されている。特別演出１～３用の確
変時大当り図柄決定用テーブルにはそれぞれ各確変図柄に対応付けて複数の判定値が割り
振られ、また、特別演出１～３用の通常時大当り図柄決定用テーブルにはそれぞれ各非確
変図柄に対応付けて複数の判定値が割り振られている。この実施の形態では、特別演出１
～３用の通常時大当り図柄決定用テーブルまたは特別演出１～３用の確変時大当り図柄決
定用テーブルのいずれかを用いて飾り図柄の停止図柄を決定する（ステップＳ１８２０参
照）ことによって、遊技者の選択操作に応じてそれぞれ異なる態様の飾り図柄を用いた停
止図柄を決定する。例えば、遊技者の選択操作に応じて、通常の数字「１」～「９」を表
す図柄を用いて停止図柄を決定するようにしたり、魚や鳥などを模した図形と数字との組
合せを表す図柄を用いて停止図柄を決定したりする。
【０４３０】
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　表示態様２が選択指示された場合には（ステップＳ１８１２ＦのＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、表示態様２を用いた場合の通常時大当り図柄決定用テーブル
（特別演出２用の通常時大当り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１２Ｇ
）とともに、表示態様２が選択されたことを示す表示態様２選択フラグをセットする（ス
テップＳ１８１２Ｈ）。
【０４３１】
　表示態様２も選択指示されなかった場合には（ステップＳ１８１２ＦのＮ）、表示態様
３が選択指示された場合である。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
表示態様３を用いた場合の通常時大当り図柄決定用テーブル（特別演出３用の通常時大当
り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１２Ｉ）とともに、表示態様３が選
択されたことを示す表示態様３選択フラグをセットする（ステップＳ１８１２Ｊ）。
【０４３２】
　なお、遊技者によって表示態様の選択操作が全く行われなかった場合には、例えば、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、３つの表示態様のうちのいずれかをデフォルト
で選択するようにしてもよい。例えば、表示態様の選択操作が全く行われなかった場合に
は、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デフォルトで表示態様１を選択してもよ
い。
【０４３３】
　表示態様変更フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、遊技者に表示態様の選択操作を指示するための表示態様選択２画面を可変表示装置
９に表示させ（ステップＳ１８１３Ａ）、遊技者に表示態様の選択操作を促す。前述のよ
うに、図５９～図６３に示す例では、表示態様１～表示態様３の３つの表示態様が用意さ
れており、表示態様を変更することが決定されている場合には３つの表示態様のいずれか
を選択できるが、表示態様を変更することが決定されていない場合には、これら３つのう
ちの一部の表示態様のいずれかを選択できるように制御する。図５９～図６３に示す例で
は、表示態様を変更することが決定されていない場合には、３つの表示態様のうちの表示
態様１または表示態様２のいずれかを選択できるように制御するものとする。
【０４３４】
　表示態様１が選択指示された場合には（ステップＳ１８１３ＢのＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、表示態様１を用いた場合の通常時大当り図柄決定用テーブル
（特別演出２用の通常時大当り図柄決定用テーブルともいう）を選択する（ステップＳ１
８１３Ｃ）とともに、表示態様１が選択されたことを示す表示態様１選択フラグをセット
する（ステップＳ１８１３Ｄ）。
【０４３５】
　表示態様１が選択指示されなかった場合には（ステップＳ１８１３ＢのＮ）、表示態様
２が選択指示された場合である。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
表示態様２を用いた場合の通常時大当り図柄決定用テーブル（特別演出２用の通常時大当
り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１３Ｅ）とともに、表示態様２が選
択されたことを示す表示態様２選択フラグをセットする（ステップＳ１８１３Ｆ）。
【０４３６】
　なお、遊技者によって表示態様の選択操作が全く行われなかった場合には、例えば、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様１または表示態様２のうちのいずれか
をデフォルトで選択するようにしてもよい。例えば、表示態様の選択操作が全く行われな
かった場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デフォルトで表示態様１を
選択してもよい。
【０４３７】
　図６１において、ステップＳ１８１４～Ｓ１８１８の処理は、図５６に示したそれらの
処理と同様である。
【０４３８】
　ステップＳ１８１６で現時刻が所定の図柄変更期間でなければ、演出制御用マイクロコ
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ンピュータ１００は、表示態様変更フラグがセットされているか否かを確認する（ステッ
プＳ１８１８Ａ）。表示態様変更フラグがセットされていれば（すなわち、可変表示装置
９における表示態様を変更することが決定されていれば）、演出制御用マイクロコンピュ
ータ１００は、遊技者に表示態様の選択操作を指示するための表示態様選択１画面を可変
表示装置９に表示させ（ステップＳ１８１８Ｂ）、遊技者に表示態様の選択操作を促す（
後述する図６６（１）参照）。図５９～図６３に示す例では、表示態様１～表示態様３の
３つの表示態様が用意されており、遊技者は、操作ボタン１２０を操作して、３つの表示
態様のいずれかを選択指示する。
【０４３９】
　表示態様１が選択指示された場合には（ステップＳ１８１８ＣのＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、表示態様１を用いた場合の確変時大当り図柄決定用テーブル
（特別演出１用の確変時大当り図柄決定用テーブルともいう）を選択する（ステップＳ１
８１８Ｄ）とともに、表示態様１が選択されたことを示す表示態様１選択フラグをセット
する（ステップＳ１８１８Ｅ）。
【０４４０】
　表示態様２が選択指示された場合には（ステップＳ１８１８ＦのＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、表示態様２を用いた場合の確変時大当り図柄決定用テーブル
（特別演出２用の確変時大当り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１８Ｇ
）とともに、表示態様２が選択されたことを示す表示態様２選択フラグをセットする（ス
テップＳ１８１８Ｈ）。
【０４４１】
　表示態様２も選択指示されなかった場合には（ステップＳ１８１８ＦのＮ）、表示態様
３が選択指示された場合である。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
表示態様３を用いた場合の確変時大当り図柄決定用テーブル（特別演出３用の確変時大当
り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１８Ｉ）とともに、表示態様３が選
択されたことを示す表示態様３選択フラグをセットする（ステップＳ１８１８Ｊ）。
【０４４２】
　なお、遊技者によって表示態様の選択操作が全く行われなかった場合には、例えば、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、３つの表示態様のうちのいずれかをデフォルト
で選択するようにしてもよい。例えば、表示態様の選択操作が全く行われなかった場合に
は、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デフォルトで表示態様１を選択してもよ
い。
【０４４３】
　表示態様変更フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、遊技者に表示態様の選択操作を指示するための表示態様選択２画面を可変表示装置
９に表示させ（ステップＳ１８１９Ａ）、遊技者に表示態様の選択操作を促す（後述する
図６５（１）参照）。
【０４４４】
　表示態様１が選択指示された場合には（ステップＳ１８１９ＢのＹ）、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、表示態様１を用いた場合の確変時大当り図柄決定用テーブル
（特別演出２用の確変時大当り図柄決定用テーブルともいう）を選択する（ステップＳ１
８１９Ｃ）とともに、表示態様１が選択されたことを示す表示態様１選択フラグをセット
する（ステップＳ１８１９Ｄ）。
【０４４５】
　表示態様１が選択指示されなかった場合には（ステップＳ１８１９ＢのＮ）、表示態様
２が選択指示された場合である。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、
表示態様２を用いた場合の確変時大当り図柄決定用テーブル（特別演出２用の確変時大当
り図柄決定用テーブル）を選択する（ステップＳ１８１９Ｅ）とともに、表示態様２が選
択されたことを示す表示態様２選択フラグをセットする（ステップＳ１８１９Ｆ）。
【０４４６】
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　なお、遊技者によって表示態様の選択操作が全く行われなかった場合には、例えば、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様１または表示態様２のうちのいずれか
をデフォルトで選択するようにしてもよい。例えば、表示態様の選択操作が全く行われな
かった場合には、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、デフォルトで表示態様１を
選択してもよい。
【０４４７】
　図６１～図６３において、ステップＳ１８２０～Ｓ１８２８の処理は、図５６で示した
それらの処理と同様である。
【０４４８】
　図６４は、複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした
場合の飾り図柄変動開始処理（ステップＳ８０１）を示すフローチャートである。図６４
において、ステップＳ８２０，Ｓ８２１の処理は、図５７で示したそれらの処理と同様で
ある。
【０４４９】
　ステップＳ８２０でオールマイティー選択フラグがセットされていなければ、演出制御
用マイクロコンピュータ１００は、表示態様１変更フラグがセットされているか否かを確
認する（ステップＳ８２１Ａ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、使用する飾り図柄の変動パターンに応じて、表示態様１を用いた飾り図柄変動
用のプロセスデータ（特別演出１用のプロセスデータともいう）を選択する（ステップＳ
８２１Ｂ）。
【０４５０】
　図６４に示す例では、飾り図柄の変動パターンに応じたプロセスデータとして、オール
マイティー変動用のプロセスデータ、確変用のプロセスデータおよび通常用のプロセスデ
ータに加えて、特別演出１用のプロセスデータ、特別演出２用のプロセスデータ、および
特別演出３用のプロセスデータが用いられる。そして、表示態様の選択結果に応じて（具
体的には表示態様１変更フラグ～表示態様３変更フラグのいずれがセットされているかに
応じて）、特別演出１～３用のいずれかのプロセスデータを用いることによって、それぞ
れ異なる表示態様で飾り図柄の変動表示を行う。例えば、表示態様１が選択された場合に
は、山の風景を模した背景を表示し、通常の数字「１」～「９」を表す図柄を用いた飾り
図柄の変動表示を行う。また、例えば、表示態様２が選択された場合には、海の中を模し
た背景を表示し、魚を模した図形と数字との組合せを表す図柄を用いた飾り図柄の変動表
示を行う。また、例えば、表示態様３が選択された場合には、平坦な地面を模した背景を
表示し、地面を歩く鳥を模した図形と数字との組合せを表す図柄を用いた飾り図柄の変動
表示を行う。
【０４５１】
　表示態様１変更フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、表示態様２変更フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ８２１
Ｃ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、使用する飾り図
柄の変動パターンに応じて、表示態様２を用いた飾り図柄変動用のプロセスデータ（特別
演出２用のプロセスデータ）を選択する（ステップＳ８２１Ｄ）。
【０４５２】
　表示態様２変更フラグがセットされていなければ、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、表示態様３変更フラグがセットされているか否かを確認する（ステップＳ８２１
Ｅ）。セットされていれば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、使用する飾り図
柄の変動パターンに応じて、表示態様３を用いた飾り図柄変動用のプロセスデータ（特別
演出３用のプロセスデータ）を選択する（ステップＳ８２１Ｆ）。
【０４５３】
　図６４において、ステップＳ８２２～Ｓ８２８の処理は、図５７で示したそれらの処理
と同様である。
【０４５４】
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　次に、複数用意された表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場合
の可変表示装置９の表示態様について説明する。図６５および図６６は、複数用意された
表示態様の中から遊技者が表示態様を選択できるようにした場合の可変表示装置９の表示
例を示す説明図である。なお、図６５は、現時刻が所定の表示態様変更期間でない場合の
可変表示装置９の表示例である。また、図６６は、現時刻が所定の表示態様変更期間であ
る場合の可変表示装置９の表示例である。なお、図６５および図６６に示す例では、前提
条件として、あらかじめ複数表示態様として表示態様１～表示態様３の３つが用意されて
いるとする。
【０４５５】
　図６５に示すように、現時刻が所定の表示態様変更期間でない場合において、例えば、
飾り図柄の変動表示を開始するときには、図６５に示すように、遊技者に表示態様の選択
操作を指示する表示態様選択２画面が表示される（ステップＳ１８１３Ａ，Ｓ１８１９Ａ
参照）。なお、現時刻が所定の表示態様変更期間でない場合には、図６５（１）に示すよ
うに、３つの表示態様のうち表示態様１（演出Ａ）または表示態様２（演出Ｂ）のいずれ
かの選択を指示する選択画面が表示される。
【０４５６】
　図６５（２）に示すように、遊技者が操作ボタン１２０を操作して表示態様１（演出Ａ
）を選択指示すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様１（演出Ａ）
を選択し、表示態様１を用いた表示を行う（ステップＳ１８１３Ｃ，Ｓ１８１９Ｃ，Ｓ８
２１Ｂ参照）。例えば、図６５（３）に示すように表示態様１を選択したことにもとづい
て、山を模した背景が表示され、通常の数字「１」～「９」を表す図柄を用いた演出が行
われる。
【０４５７】
　一方、図６５（２）に示すように、遊技者が操作ボタン１２０を操作して表示態様２（
演出Ｂ）を選択指示すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様２（演
出Ｂ）を選択し、表示態様２を用いた表示を行う（ステップＳ１８１３Ｅ，Ｓ１８１９Ｅ
，Ｓ８２１Ｄ参照）。例えば、図６５（３）に示すように表示態様２を選択したことにも
とづいて、海の中を模した背景が表示され、魚などを模した図形と数字との組合せを表す
図柄を用いた演出が行われる。
【０４５８】
　図６６に示すように、現時刻が所定の表示態様変更期間である場合において、例えば、
飾り図柄の変動表示を開始するときには、図６６に示すように、遊技者に表示態様の選択
操作を指示する表示態様選択１画面が表示される（ステップＳ１８１２Ｂ，Ｓ１８１８Ｂ
参照）。なお、現時刻が所定の表示態様変更期間である場合には、図６６（１）に示すよ
うに、あらかじめ用意された全て（３つ）の表示態様１～３（演出Ａ～演出Ｃ）のうちの
いずれかの選択を指示する選択画面が表示される。
【０４５９】
　図６６（２）に示すように、遊技者が操作ボタン１２０を操作して表示態様１（演出Ａ
）を選択指示すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様１（演出Ａ）
を選択し、表示態様１を用いた表示を行う（ステップＳ１８１２Ｄ，Ｓ１８１８Ｄ，Ｓ８
２１Ｂ参照）。例えば、図６６（３）に示すように表示態様１を選択したことにもとづい
て、山を模した背景が表示され、通常の数字「１」～「９」を表す図柄を用いた演出が行
われる。
【０４６０】
　また、図６６（２）に示すように、遊技者が操作ボタン１２０を操作して表示態様２（
演出Ｂ）を選択指示すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様２（演
出Ｂ）を選択し、表示態様２を用いた表示を行う（ステップＳ１８１２Ｇ，Ｓ１８１７Ｇ
，Ｓ８２１Ｄ参照）。例えば、図６６（３）に示すように表示態様２を選択したことにも
とづいて、海の中を模した背景が表示され、魚などを模した図形と数字との組合せを表す
図柄を用いた演出が行われる。
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【０４６１】
　さらに、図６６（２）に示すように、遊技者が操作ボタン１２０を操作して表示態様３
（演出Ｃ）を選択指示すると、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、表示態様３（
演出Ｃ）を選択し、表示態様３を用いた表示を行う（ステップＳ１８１２Ｉ，Ｓ１８１８
Ｉ，Ｓ８２１Ｆ参照）。例えば、図６６（３）に示すように表示態様３を選択したことに
もとづいて、平坦な地面を模した背景が表示され、地面を歩く鳥などを模した図形と数字
との組合せを表す図柄を用いた演出が行われる。
【０４６２】
　なお、図５９～図６６に示した表示態様の変更は一例であり、図５９～図６６に示した
表示態様以外の態様に変更するように制御してもよい。例えば、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、可変表示装置９を用いて行う予告振分けや予告態様を変更してもよい
。また、表示態様の変更前と変更後とで、スピーカ２７から出力する音を異ならせたり、
各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示を異ならせるようにしてもよい。
【０４６３】
　また、特定の日時となる前後で選択可能な表示態様の数を変化させるのではなく、特定
の日時となる前にはあらかじめ定められた通常の表示態様で遊技演出を行うように制御し
、特定の日時となった後にのみ複数の表示態様の中から遊技者の選択操作に従って表示態
様を選択可能となるように制御してもよい。
【０４６４】
　以上のように、図５９～図６６に示した例によれば、演出制御用マイクロコンピュータ
１００は、一の状況に対して複数の演出種類を有し、複数の演出種類からいずれかの演出
種類を選択する。また、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、日時が特定の時とな
っていないと判定されるとには、複数の演出種類の一部（本例では、あらかじめ用意され
た３つの表示態様１～３のうちの２つ）から選択し、特定の日時となったと判定された後
は全部（本例では、あらかじめ用意された３つの表示態様１～３の全部）から選択する。
そのため、遊技機の演出に変化をもたせることができる。
【０４６５】
　また、図５９～図６６に示した例によれば、特定の日時となったと判定された後に、増
加させた演出内容や表示態様を遊技者が選択できるので、さらに遊技機１の演出に変化を
もたせることができる。
【０４６６】
　なお、上記に示した各実施の形態では、１つの演出制御手段を用いて全ての演出手段（
可変表示装置９、音出力装置（スピーカ）２７および各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２
８ｃ）を制御する場合を説明したが、複数の制御基板および複数の制御手段を用いて各演
出手段を制御してもよい。以下、音出力装置２７および各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，
２８ｃを制御する音／ランプ制御用マイクロコンピュータを搭載した音／ランプ制御基板
と、可変表示装置９を制御する図柄制御用マイクロコンピュータを搭載した図柄制御基板
とを備える場合について説明する。
【０４６７】
　図６７は、複数の制御手段を用いる場合の中継基板７７、音／ランプ制御基板８０ｂお
よび図柄制御基板８０ａの回路構成例を示すブロック図である。図６７に示す例では、音
／ランプ制御基板８０ｂは、音出力装置２７の音出力制御、各ランプ２５，２８ａ，２８
ｂ，２８ｃの表示制御を行う。また、図柄制御基板８０ａは、可変表示装置９の表示制御
を行う。また、図６７に示す例では、「演出制御」とは、可変表示装置９の表示制御や、
スピーカ２７の音出力制御、各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示制御を行うこ
とによって、遊技演出などの演出を行うことをいう。また、図６７に示す例では、演出制
御手段は、可変表示装置９の表示制御を行う図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａ、
スピーカ２７の音出力制御、および各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃの表示制御を
行う音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂ、音／ランプ制御基板８０ｂに搭載
されたリアルタイムクロック３５３ｂや、バックアップ電源回路３５５ｂ、音声合成用Ｉ
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Ｃ１７３などの各種制御回路によって実現される。
【０４６８】
　音／ランプ制御基板８０ｂは、音／ランプ制御用ＣＰＵ１０１ｂ、ＲＯＭ８４ｂ、ＲＡ
Ｍ８５ｂおよびＩ／Ｏポート８７ｂを含む音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００
ｂを搭載している。なお、ＲＡＭ８５ｂは外付けであってもよい。音／ランプ制御基板８
０ｂにおいて、音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂは、内蔵または外付けの
ＲＯＭ８４ｂに格納されたプログラムに従って動作する。
【０４６９】
　さらに、音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂは、ランプドライバ３５２に
対してランプを駆動する信号を出力する。ランプドライバ３５２は、ランプを駆動する信
号を増幅して装飾ランプ２５や天枠ランプ２８ａ、左枠ランプ２８ｂ、右枠ランプ２８ｃ
、球切れランプ５１、賞球ランプ５２などの枠側に設けられている各ランプに供給する。
【０４７０】
　また、音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂは、音声合成用ＩＣ１７３に対
して音番号データを出力する。音声合成用ＩＣ１７３は、音番号データに応じた音声や効
果音を発生し増幅回路１７５に出力する。増幅回路１７５は、音声合成用ＩＣ１７３の出
力レベルを、ボリューム１７６で設定されている音量に応じたレベルに増幅した音声信号
をスピーカ２７に出力する。音声データＲＯＭ１７４には、音番号データに応じた制御デ
ータが格納されている。音番号データに応じた制御データは、所定期間（例えば飾り図柄
の変動期間）における効果音または音声の出力態様を時系列的に示すデータの集まりであ
る。
【０４７１】
　なお、ランプを駆動する信号および音番号データは、音／ランプ制御用マイクロコンピ
ュータ１００ｂとランプドライバ３５２および音声合成ＩＣ１７３との間で、双方向通信
（信号受信側から送信側に応答信号を送信するような通信）によって伝達される。
【０４７２】
　図柄制御基板８０ａは、図柄制御用ＣＰＵ１０１ａ、ＲＯＭ８４ａ、ＲＡＭ８５ａおよ
びＩ／Ｏポート８７ａを含む図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａを搭載している。
なお、ＲＡＭ８５ａは外付けであってもよい。図柄制御基板８０ａにおいて、図柄制御用
マイクロコンピュータ１００ａは、内蔵または外付けのＲＯＭ８４ａに格納されたプログ
ラムに従って動作する。また、図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａは、音／ランプ
制御用基板８０ｂから受信した演出制御コマンドにもとづいて、ＶＤＰ（ビデオディスプ
レイプロセッサ）１０９に、ＬＣＤを用いた可変表示装置９の表示制御を行わせる。
【０４７３】
　図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａは、音／ランプ制御用基板８０ｂから受信し
た演出制御コマンドに従ってキャラクタＲＯＭ８９ａから必要なデータを読み出す。キャ
ラクタＲＯＭ８９ａは、可変表示装置９に表示される画像の中でも使用頻度の高いキャラ
クタ画像データ、具体的には、人物、文字、図形または記号等（飾り図柄を含む）をあら
かじめ格納しておくためのものである。図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａは、キ
ャラクタＲＯＭ８９ａから読み出したデータをＶＤＰ１０９に出力する。ＶＤＰ１０９は
、図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａから入力されたデータにもとづいて可変表示
装置９の表示制御を実行する。
【０４７４】
　図６７に示す例では、可変表示装置９の表示制御を行うＶＤＰ１０９が図柄制御基板８
０ａに搭載されている。ＶＤＰ１０９は、図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａとは
独立したアドレス空間を有し、そこにＶＲＡＭ８３ａをマッピングする。ＶＲＡＭ８３ａ
は、ＶＤＰ１０９によって生成された画像データを展開するためのバッファメモリである
。そして、ＶＤＰ１０９は、ＶＲＡＭ８３ａ内の画像データを可変表示装置９に出力する
。
【０４７５】
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　音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂは、中継基板７７を介して入力される
主基板３１からのストローブ信号（演出制御ＩＮＴ信号）に応じて、入力ドライバ１０２
および入力ポート１０３を介して演出制御コマンドを受信する。
【０４７６】
　演出制御コマンドおよび演出制御ＩＮＴ信号は、音／ランプ制御基板８０ｂにおいて、
まず、入力ドライバ１０２に入力する。入力ドライバ１０２は、中継基板７７から入力さ
れた信号を音／ランプ制御基板８０ｂの内部に向かう方向にしか通過させない（音／ラン
プ制御基板８０ｂの内部から中継基板７７への方向には信号を通過させない）信号方向規
制手段としての単方向性回路でもある。
【０４７７】
　中継基板７７には、主基板３１から入力された信号を音／ランプ制御基板８０ｂに向か
う方向にしか通過させない（音／ランプ制御基板８０ｂから中継基板７７への方向には信
号を通過させない）信号方向規制手段としての単方向性回路が搭載されている。単方向性
回路として、例えばダイオードやトランジスタが使用される。図６７には、ダイオードが
例示されている。また、単方向性回路は、各信号毎に設けられる。
【０４７８】
　また、図６７に示す例では、音／ランプ制御基板８０ｂには、現在時刻を出力するリア
ルタイムクロック（ＲＴＣ）３５３ｂが搭載されている。図柄制御用マイクロコンピュー
タ１００ａは、リアルタイムクロック３５３ｂから現在の日付（年、月、日）を示す日付
信号や現在の時刻（時、分、秒）を示す時刻信号を入力し、現在の日時にもとづいて各種
処理を実行する。リアルタイムクロック３５３ｂは、通常、遊技機に電源が供給されてい
るときには遊技機からの電源によって動作し、遊技機の電源が切られているときには、音
／ランプ制御基板８０ｂに搭載されたバックアップ電源回路３５５ｂ（例えば、バッテリ
）から供給される電源によって動作する。従って、リアルタイムクロック３５３ｂは、遊
技機の電源が切られている場合であっても現在の日時を計時することができる。なお、リ
アルタイムクロック３５３ｂは、遊技機に電源が供給されているときであったもバックア
ップ電源回路３５５ｂから供給される電源によって動作するようにしてもよい。
【０４７９】
　また、バックアップ電源回路３５５ｂの電源は、音／ランプ制御基板８０ｂに搭載され
ているバックアップＲＡＭ３５６ｂにも供給される。すなわち、バックアップＲＡＭ３５
６ｂは、通常、遊技機に電源が供給されているときには遊技機からの電源が供給され、遊
技機の電源が切られているときには、音／ランプ制御基板８０ｂに搭載されたバックアッ
プ電源回路３５５ｂから電源が供給される。なお、バックアップＲＡＭ３５６ｂは、遊技
機に電源が供給されているときであったもバックアップ電源回路３５５ｂから電源が供給
されてもよい。
【０４８０】
　なお、リアルタイムクロック３５３ｂを音／ランプ制御基板８０ｂではなく、図柄制御
基板８０ａに搭載してもよい。また、リアルタイムクロック３５３ｂを主基板３１に搭載
するようにしてもよい。また、リアルタイムクロック３５３ｂを設けずに、バックアップ
ＲＡＭ３５６ｂに設けたカウンタをカウントアップする（例えば、遊技機の電源をオンし
てからの始動入賞回数をカウントアップする）ことによって計時してもよい。そして、図
柄制御用マイクロコンピュータ１００ａは、バックアップＲＡＭ３５６ｂに設けたカウン
タのカウント値にもとづいて各種処理を実行してもよい。
【０４８１】
　また、図６７に示す例では、図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａは、操作ボタン
１２０からの操作信号にもとづいて遊技演出を行う。また、図柄制御用マイクロコンピュ
ータ１００ａは、操作ボタン１２０からの操作信号にもとづいて各種設定処理を行う。こ
の実施の形態では、図柄制御用マイクロコンピュータ１００は、第１の実施の形態～第３
の実施の形態で示した演出制御用マイクロコンピュータ１００と同様の処理に従って、操
作ボタン１２０からの操作信号にもとづいて告知演出で遊技者に告知する告知内容を設定
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する。なお、操作ボタン１２０からの操作信号にもとづいて告知内容を設定するのではな
く、音／ランプ制御基板８０ｂに設けられた設定スイッチ３５４ｂ（例えば、ディップス
イッチ）からのオン／オフ信号にもとづいて告知内容を設定してもよい。また、設定スイ
ッチ３５４ｂを図柄制御基板８０ａに設けてもよい。
【０４８２】
　図６７に示す例では、図柄制御用マイクロコンピュータ１００は、第１の実施の形態～
第３の実施の形態で示した演出制御用マイクロコンピュータ１００と同様の処理に従って
、リアルタイムクロック３５３ｂからの日付信号や時刻信号にもとづいて、告知演出を実
行したり、オールマイティー図柄を用いた飾り図柄変動を行ったり、飾り図柄変動を行う
際の図柄列を拡張したり、可変表示装置９における表示態様を変更する処理を行う。
【０４８３】
　なお、図６７に示す例では、複数の制御基板および複数の制御手段を用いて各演出手段
を制御する例として、音／ランプ制御基板８０ｂに搭載された音／ランプ制御用マイクロ
コンピュータ１００ｂが、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から受信した演出制御
コマンドを図柄制御基板８０ａに搭載された図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａに
転送する場合を説明したが、複数の制御基板および複数の制御手段を用いて各演出手段を
制御する態様は、この実施の形態で示したものに限られない。例えば、図柄制御用マイク
ロコンピュータ１００ａが、最初に遊技制御用マイクロコンピュータ５６０から演出制御
コマンドを受信し、音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂに転送するようにし
てもよい。
【０４８４】
　また、図６７に示す例では、複数の制御基板および複数の制御手段を用いて各演出手段
を制御する例として、遊技機が図柄制御基板８０ａと音／ランプ制御基板８０ｂとを備え
る場合を説明したが、他の種類の制御基板を複数備えるものであってもよい。例えば、遊
技機は、可変表示装置９とスピーカ２７とを制御する図柄／音制御基板と、各ランプ２５
，２８ａ，２８ｂ，２８ｃを制御するランプ制御基板とを備えていてもよい。また、例え
ば、遊技機は、可変表示装置９と各ランプ２５，２８ａ，２８ｂ，２８ｃとを制御する図
柄／ランプ制御基板と、スピーカ２７を制御する音制御基板とを備えていてもよい。
【０４８５】
　また、上記に示した各実施の形態におけるリアルタイムクロック３５３を用いた演出は
一例であって、演出制御用マイクロコンピュータ１００（図柄制御用マイクロコンピュー
タ１００ａや音／ランプ制御用マイクロコンピュータ１００ｂであってもよい）は、上記
の各実施の形態で示した演出以外の演出を実行してもよい。例えば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、あらかじめ各種演出の実行タイミングを設定した設定テーブルを
備え、予め備える設定テーブルおよびリアルタイムクロック３５３からの日付信号や時刻
信号にもとづいて各種演出を実行してもよい。
【０４８６】
　図６８は、あらかじめ各種演出の実行タイミングを設定した設定テーブル（稼動期間別
演出選択テーブル）の例を示す説明図である。図６８に示す例では、演出Ａと演出Ｂとの
２種類の演出を切り替えて用いる場合の各演出の実行タイミングがあらかじめ設定されて
いる。図６８に示す例では、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムク
ロックからの日付信号および時刻信号にもとづいて、現在の日時が２００６年６月１日～
２００６年６月２２日の１８：００の間である場合には、遊技演出（例えば、飾り図柄の
変動中）において演出Ａを実行する。また、現在の日時が２００６年６月２２日の１８：
００～２００６年７月１３日の１８：００の間である場合には、遊技演出において演出Ｂ
を実行する。さらに、現在の日時が２００６年７月１３日の１８：００以降である場合に
は、遊技演出において演出Ａまたは演出Ｂのいずれかを実行する。なお、この場合、演出
制御用マイクロコンピュータ１００は、抽選により演出Ａまたは演出Ｂのいずれかを選択
して実行してもよいし、遊技者による選択操作に従って演出Ａまたは演出Ｂのいずれかを
選択して実行してもよい。
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【０４８７】
　図６９は、あらかじめ各種演出の実行タイミングを設定した設定テーブル（曜日別演出
選択テーブル）の他の例を示す説明図である。図６９に示すように、あらかじめ設定テー
ブルにおいて、曜日ごとに異なる演出（図６９に示す例ではリーチ演出）を実行するよう
に設定してもよい。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイム
クロック３５３から入力した日付信号にもとづいて曜日を判定し、判定した曜日および図
６９に示す設定テーブルにもとづいて、演出の種類を選択してリーチ演出を実行してもよ
い。
【０４８８】
　また、あらかじめ演出の実行形態を規定する複数のプロジェクトを定めておき、あらか
じめ設定テーブルにおいて各プロジェクトの実行タイミングを設定してもよい。図７０は
、あらかじめ各プロジェクトの実行タイミングを設定したプロジェクト実行情報テーブル
の例を示す説明図である。図７０に示す例では、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、リアルタイムクロック３５３から入力した日付信号および時刻信号にもとづいて、現
在の日時が６月２２日の１８：００であると判断すると、プロジェクト１の実行タイミン
グであると判定する。そして、プロジェクト１を実行し、例えば、稼動期間別演出の演出
種類を変更する制御を行う。また、現在の日時が７月１３日の１８：００であると判断す
ると、プロジェクト２の実行タイミングであると判定する。そして、プロジェクト２を実
行し、例えば、稼動期間別演出の演出種類を変更する制御を行うとともに、遊技者による
選択操作によって演出種類を選択可能とするように制御する。
【０４８９】
　また、各プロジェクトの実行を遊技者に予告する予告演出の実行タイミングをあらかじ
め設定テーブルに設定してもよい。図７１は、各プロジェクトに対する予告演出の実行タ
イミングを設定したプロジェクト予告情報テーブルの例を示す説明図である。演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３からの日付信号および時刻
信号と、図７１に示すプロジェクト予告情報テーブルとにもとづいて、予告演出の実行タ
イミングになったか否かを判断する。そして、予告演出の実行タイミングであれば、対応
する予告演出を実行する。例えば、図７１に示す例では、プロジェクト１に対して、６月
１８日の１８：００に予告演出１を実行し、６月１９日の１８：００に予告演出２を実行
し、６月２０日の１８：００に予告演出３を実行し、６月２１日の１８：００に予告演出
４を実行し、６月２２日の１２：００に予告演出５を実行し、６月２２日の１５：００に
予告演出６を実行し、６月２２日の１７：００に予告演出７を実行する。また、プロジェ
クト２に対して、７月９日の１８：００に予告演出１を実行し、７月１０日の１８：００
に予告演出２を実行し、７月１１日の１８：００に予告演出３を実行し、７月１２日の１
８：００に予告演出４を実行し、７月１３日の１２：００に予告演出５を実行し、７月１
３日の１５：００に予告演出６を実行し、７月１３日の１７：００に予告演出７を実行す
る。
【０４９０】
　また、告知演出の実行タイミングをあらかじめ設定テーブルに設定してもよい。図７２
は、各告知演出の実行タイミングを設定した告知情報テーブルの例を示す説明図である。
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３からの日付信号
および時刻信号と、図７２に示す告知情報テーブルとにもとづいて、告知演出の実行タイ
ミングになったか否かを判断する。そして、告知演出の実行タイミングであれば、対応す
る告知演出を実行する。
【０４９１】
　図７３は、図７２に示す告知情報テーブルに従って告知演出を実行する場合の可変表示
装置９の表示例を示す説明図である。なお、図７３では、一例として、図７２に示す告知
情報テーブルに従って日曜日おいて実行される告知演出の表示態様を示している。
【０４９２】
　図７３（１）に示すように、遊技機１に電源が投入されると、初期画面（例えば、「Ｓ
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ＡＮＫＹＯ」などの文字を表示する画面）が表示された後に遊技が可能な状態となる。演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロックからの日付信号および時
刻信号にもとづいて、日曜日の１０：００になったと判断すると、本日イベントであるこ
との告知時刻になったと判定する（図７２参照）。そして、図７３（２）に示すように、
本日イベントであることを告知する告知画面を表示し告知演出を実行する。なお、告知時
刻を過ぎると、図７３（３）に示すように、通常の演出態様に戻る。
【０４９３】
　次いで、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロックからの日付
信号および時刻信号にもとづいて、日曜日の１７：００になったと判断すると、店長一押
し台であることの告知時刻になったと判定する（図７２参照）。そして、図７３（３）に
示すように、店長一押し台であることを告知する告知画面を表示し告知演出を実行する。
【０４９４】
　また、所定期間（例えば２０分間）にわたって実行される特別な演出（例えば、ミッシ
ョン演出と呼ばれる演出）の実行期間をあらかじめ設定テーブルに設定してもよい。図７
４は、特別な演出の実行期間を設定した特別演出情報テーブルの例を示す説明図である。
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３からの日付信号
および時刻信号と、図７４に示す特別演出情報テーブルとにもとづいて、特別な演出の開
始時刻になったか否かを判断する。そして、特別な演出の開始時刻であれば、特別な演出
（例えば、ミッション演出）を開始する。特別な演出を開始した後、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３からの日付信号および時刻信号と、
図７４に示す特別演出情報テーブルとにもとづいて、特別な演出の終了時刻になったか否
かを判断する。そして、例えば、開始後２０分を経過し、特別な演出の終了時刻となれば
、特別な演出を終了する。
【０４９５】
　図７５および図７６は、図７４に示す特別演出情報テーブルに従って特別な演出を実行
する場合の可変表示装置９の表示例を示す説明図である。図７５（１）に示すように、遊
技機１に電源が投入されると、初期画面（例えば、「ＳＡＮＫＹＯ」などの文字を表示す
る画面）が表示された後に遊技が可能な状態となる。
【０４９６】
　演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロックからの日付信号およ
び時刻信号にもとづいて、１０：００になったと判断すると、特別な演出（本例では、ミ
ッション演出）の開始時刻になったと判定する（図７４参照）。演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、図７５（２）（３）に示すように、特別な演出を開始することを示す
画面を可変表示装置９に表示し、特別な演出を開始する。例えば、図７５（２）（３）に
示すように、「ゴールデンタイム」の文字列を含む画面を表示した後に、「２０分以内に
７でリーチを出せ！」の文字列を含む画面を表示する。
【０４９７】
　図７５および図７６に示す例では、図７５（４）（５）および図７６（６）に示すよう
に、特別な演出の実行中に、左右の図柄が７で揃った状態でリーチ態様となった場合には
無条件に大当りを表示する態様の演出を行う。また、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、リアルタイムクロックからの日付信号および時刻信号にもとづいて、特別な演出
の終了時刻になったと判断すると、特別な演出の実行中に大当りとならなかった場合には
、図７５（４）（５）に示すように、「２０分経過」の文字列を表示した後に「残念」の
文字列を表示して、特別な演出を終了する。なお、特別な演出の実行中に大当りとなった
場合には、特別な演出の終了時刻になった後に大当り遊技を終了すると、図７６（７）に
示すように、特別な演出を終了して通常の演出に戻る。
【０４９８】
　その後、同様の処理を繰り返し、例えば、１７：００になったと判断すると、再び特別
な演出の開始時刻になったと判定し（図７４参照）、図７６（８）に示すように、特別な
演出を開始する。
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【０４９９】
　なお、特定の演出やプロジェクトを実行する特定日時は、遊技機の稼働率の統計にもと
づいてあらかじめ設定テーブルに設定されていてもよい。例えば、遊技機の稼動率の統計
にもとづいて、導入４週目に所定のマンスリープロジェクトを実行するように設定されて
いてもよい。この場合、例えば、マンスリープロジェクトを実行する際に、可変表示装置
９に表示する背景などの基本画面やリーチ演出などの各種演出を全て入れ替えるようにし
てもよく、複数種類の画面や演出をランダムに入れ替えるようにしてもよい。また、全て
の画面や演出を入れ替えるのではなく画面や演出の一部のみを入れ替えるようにしてもよ
い。
【０５００】
　また、例えば、遊技状態を高確率／低ベース状態（通常遊技状態よりも高い確率（割合
）で大当りと判定する高確率状態に移行するが、遊技球が始動入賞しやすくなる高ベース
状態には移行しない状態）にも移行するように制御する場合には、リアルタイムクロック
３５３からの日付信号や時刻信号にもとづいて、ホール導入日時から所定期間（例えば１
ヶ月）以内には、高確率／低ベース状態になっても高確率／低ベース状態であることを報
知しないようにし、所定期間（例えば１ヶ月）以降になると、高確率／低ベース状態にな
っても高確率／低ベース状態であることを報知するようにしてもよい。また、この場合に
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、リアルタイムクロック３５３からの日付信
号や時刻信号にもとづいて、現時刻が所定の範囲内（例えば、ホール導入日時から１ヶ月
）以内であれば、高確率／低ベース状態になっても通常の態様の演出表示（いわゆる潜伏
状態）を行い、現時刻が所定の範囲を超えたときに、高確率／低ベース状態になると、専
用の演出（例えば、図７５および図７６に示したミッション演出）を実行するようにして
もよい。そのように構成すれば、期間によって専用の演出の出現確率を変化させることが
できる。したがって、１つの遊技機でリアルタイムクロック３５３の計時結果にもとづい
て異なる興趣を与えることができ、遊技者が遊技に飽きてしまう事態を防止することがで
きる。
【０５０１】
　また、上記に示した各実施の形態において、例えば、通常の飾り図柄変動において用い
る第１の飾り図柄に加えて、第１の飾り図柄とは異なる第２の飾り図柄（例えば、文字の
色や態様が異なる図柄）を設けてもよい。この場合、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、通常、第１の飾り図柄を用いた変動表示を行うように制御し、リアルタイムクロ
ック３５３からの日付信号や時刻信号にもとづいて特定の日時になったと判断すると、第
１の飾り図柄の変動中やリーチ時、リーチ中、リーチはずれ変動後に、さらに第２の飾り
図柄を用いた変動表示を実行して補助的に大当り図柄を導出表示するようにしてもよい。
【０５０２】
　なお、上記の各実施の形態のパチンコ遊技機は、主として、始動入賞にもとづいて可変
表示部に可変表示される特別図柄の停止図柄が所定の図柄になると所定の遊技価値が遊技
者に付与可能になるパチンコ遊技機であったが、始動入賞にもとづいて開放する電動役物
の所定領域への入賞があると所定の遊技価値が遊技者に付与可能になるパチンコ遊技機や
、始動入賞にもとづいて可変表示される図柄の停止図柄が所定の図柄の組み合わせになる
と開放する所定の電動役物への入賞があると所定の権利が発生または継続するパチンコ遊
技機であっても、本発明を適用できる。さらに、遊技メダルを投入して賭け数を設定し遊
技を行うスロット機や、遊技メダルではなく遊技球を投入して賭け数を設定し遊技を行う
遊技機などにも本発明を適用できる。
【０５０３】
　なお、上記に示した各実施の形態では、以下の（１）～（１１）に示すような遊技機の
特徴的構成も示されている。
【０５０４】
（１）各々が識別可能な複数種類の識別情報（例えば、飾り図柄）の変動表示を行って表
示結果を導出表示する変動表示装置（例えば、可変表示装置９）を備え、該変動表示装置
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における識別情報の表示結果が予め定められた特定結果（例えば、大当り図柄）が得られ
たときに遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば、大当り遊技状態）とする遊技機で
あって、時間を計時する計時手段（例えば、リアルタイムクロック３５３、バックアップ
ＲＡＭ３５６に設けたカウンタ）と、遊技者に対して告知する告知内容を設定する告知内
容設定手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１７４
５を実行する部分）と、告知内容設定手段によって設定された告知内容を報知するための
告知演出を特定可能な告知演出情報を記憶する告知演出記憶手段（例えば、バックアップ
ＲＡＭ３５６に設けられた所定の告知演出情報格納領域）と、電力の供給が停止したとき
でも、計時手段および告知演出記憶手段に電力を供給する電力供給手段（例えば、バック
アップ電源回路３５５）と、告知演出を実行するための所定の告知演出実行条件が成立し
たときに（例えば、大当り遊技中となったときに）、告知演出記憶手段が記憶する告知演
出情報にもとづいて告知演出を実行する告知演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００におけるステップＳ９１１，Ｓ１９７８で選択した告知演出を含むラ
ウンド中演出をステップＳ１９０４で実行する部分）と、計時手段が計時する時間にもと
づいて、告知演出記憶手段が記憶する告知演出情報を消去する告知演出消去手段（例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１７５５～Ｓ１７５７を実
行する部分）とを備えたことを特徴とする遊技機。
　そのような構成によれば、遊技者に対して告知する告知内容を設定する告知内容設定手
段と、知内容設定手段によって設定された告知内容を報知するための告知演出を特定可能
な告知演出情報を記憶する告知演出記憶手段と、電力の供給が停止したときでも、計時手
段および告知演出記憶手段に電力を供給する電力供給手段と、告知演出を実行するための
所定の告知演出実行条件が成立したときに、告知演出記憶手段が記憶する告知演出情報に
もとづいて告知演出を実行する告知演出実行手段とを備えるように構成されているので、
設定した告知内容を報知するための告知演出を適当なタイミングで実行することができる
。また、計時手段が計時する時間にもとづいて、告知演出記憶手段が記憶する告知演出情
報を消去する告知演出消去手段を備えるように構成されているので、設定した告知演出が
自動的に適宜消去され、設定者の作業負担を軽減することができる。従って、計時手段を
用いた多様な遊技演出を可能とするとともに設定者の作業負担を軽減することができる。
また、計時手段が計時する時間にもとづいて告知演出記憶手段が記憶する告知演出情報を
消去するので、所定の告知演出実行条件が成立せずに告知演出を実行しなかった場合であ
っても、告知演出記憶手段が記憶する告知演出情報を消去することができる。
【０５０５】
（２）告知演出消去手段は、所定の告知演出実行条件が成立したときに、告知演出記憶手
段が記憶する告知演出情報を消去する（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００
におけるステップＳ９８０，Ｓ９８１を実行する部分）ように構成されていてもよい。
　そのような構成によれば、告知演出消去手段が、所定の告知演出実行条件が成立したと
きに、告知演出記憶手段が記憶する告知演出情報を消去するように構成されているので、
同じ告知演出が反復して実行されてしまう事態を防止することができる。
【０５０６】
（３）遊技機は、遊技者によって操作される操作手段（例えば、操作ボタン１２０）を備
え、告知内容設定手段は、操作手段からの指示入力にもとづいて告知内容を設定可能（例
えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ１７４４で入力した操作ボ
タン１２０の検出信号にもとづいてステップＳ１７４５を実行する）なことを特徴とする
。
　そのような構成によれば、告知内容設定手段が、操作手段からの指示入力にもとづいて
告知内容を設定可能に構成されているので、操作手段を、遊技演出の実行中に遊技者によ
ってなされる操作を受け付ける用途と、告知内容を設定する際に設定者によってなされる
操作を受け付ける用途とに兼用して用いることができる。
【０５０７】
（４）遊技機は、所定の操作禁止条件が成立したときに、操作手段による告知内容設定手
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段の設定操作を禁止する操作禁止手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００
におけるステップＳ１７５４，Ｓ１７６０を実行する部分）を備えるように構成されてい
てもよい。
　そのような構成によれば、所定の操作禁止条件が成立したときに、操作手段による告知
内容設定手段の設定操作を禁止する操作禁止手段を備えるように構成されているので、遊
技中には操作手段からの操作を禁止することができ、遊技者によって告知内容を設定され
てしまう事態を防止することができる。
【０５０８】
（５）遊技機は、所定の告知演出実行条件を設定する告知演出実行条件設定手段（例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１７４６ｃ～Ｓ１７４６ｅ
を実行する部分）を備えるように構成されていてもよい。
　そのような構成によれば、所定の告知演出実行条件を設定する告知演出実行条件設定手
段を備えるように構成されているので、所定の告知演出実行条件を変更することができ、
様々なバリエーションで告知演出を実行することができる。
【０５０９】
（６）告知演出実行手段は、所定の告知演出実行条件として、所定の遊技状態が成立した
か否かを判定する遊技状態判定手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００に
おけるステップＳ１８７３，Ｓ１８７９，Ｓ１８８０を実行する部分）と、遊技状態判定
手段が所定の遊技状態が成立したと判定したときに告知演出を実行する演出実行手段（例
えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１８８２ｃ、Ｓ１８８
２ｄで選択したプロセスデータにもとづいてステップＳ９０５で告知演出を含むファンフ
ァーレ演出を実行する部分）とを含み、演出実行手段は、計時手段が計時する時間にもと
づいて、所定の遊技状態が成立するまでの時間に応じて、実行する告知演出の演出態様を
変更する（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ１８８２ｂで
タイムアウトしたと判定するとステップＳ１８８２ｃに移行して非好調時対応の告知演出
を含むファンファーレ演出に応じたプロセスデータを選択し、ステップＳ１８８２ｂでタ
イムアウトしていないと判定するとステップＳ１８８２ｄに移行して好調時対応の告知演
出を含むファンファーレ演出に応じたプロセスデータを選択する）ように構成されていて
もよい。
　そのような構成によれば、計時手段が計時する時間にもとづいて、所定の遊技状態が成
立するまでの時間に応じて、実行する告知演出の演出態様を変更するように構成されてい
るので、所定の遊技状態が成立した状況に応じた告知演出を行うことができる。
【０５１０】
（７）遊技機は、遊技の進行を制御する遊技制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０）と、遊技制御手段が送信するコマンドにもとづいて演出装置の制御を行
う演出制御手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００、リアルタイムクロッ
ク３５３などの各種処理回路）とを備え、演出制御手段は、計時手段として、日時を計時
するリアルタイムクロック（例えば、リアルタイムクロック３５３）と、計時手段が計時
する日時にもとづいて、特定の日時に達したときに、遊技演出における表示態様を変更す
る表示態様変更手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップ
Ｓ１８１２ａ，Ｓ１８１２ｂ，Ｓ８２１ａ，Ｓ８２１ｂを実行する部分）と、計時手段が
計時する日時にもとづいて、特定の日時より所定期間前の予告演出実行時に、遊技演出に
おける表示態様の変更を予告する表示態様予告演出を実行する予告演出実行手段（例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１８０１ａ，Ｓ１８０１ｂ
，Ｓ１８０１ｃ，Ｓ１８０１ｄを実行する部分）とを含むように構成されていてもよい。
　そのような構成によれば、演出制御手段が、計時手段が計時する日時にもとづいて、特
定の日時より所定期間前の予告演出実行時に、遊技演出における表示態様の変更を予告す
る表示態様予告演出を実行する予告演出実行手段を含むように構成されているので、特定
の日時に達したときに遊技演出における表示態様を変更する場合に、表示態様を変更する
日時をあらかじめ遊技者に報知することができる。
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【０５１１】
（８）演出制御手段は、遊技制御手段から受信するコマンドにもとづいて、遊技機の稼動
開始日時（例えば、ホール導入日時）を特定する稼動開始時特定手段（例えば、演出制御
用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ２７５５でホール導入日時を決定する
部分）と、稼動開始時特定手段が特定した稼動開始日時を特定可能な稼動開始時情報を記
憶する稼動開始時記憶手段（例えば、バックアップＲＡＭ３５６に設けられたホール導入
日時格納領域）とを含み、表示態様変更手段は、稼動開始時記憶手段が記憶する稼動開始
時情報で特定される稼動開始日時を基準として、特定の日時に達したか否かを判定し（例
えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ２７６２で所定のホール導
入日時格納領域に記憶したホール導入日時とにもとづいて表示態様変更期間であるか否か
を判定する）、予告演出実行手段は、稼動開始時記憶手段が記憶する稼動開始時情報で特
定される稼動開始日時を基準として、予告演出実行時に達したか否かを判定する（例えば
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ２７７２で所定のホール導入日
時格納領域に記憶したホール導入日時とにもとづいて予告演出実行期間であるか否かを判
定する）ように構成されていてもよい。
　そのような構成によれば、演出制御手段が、遊技制御手段から受信するコマンドにもと
づいて、遊技機の稼動開始日時を特定する稼動開始時特定手段と、稼動開始時特定手段が
特定した稼動開始日時を特定可能な稼動開始時情報を記憶する稼動開始時記憶手段とを含
み、表示態様変更手段が、稼動開始時記憶手段が記憶する稼動開始時情報で特定される稼
動開始日時を基準として、特定の日時に達したか否かを判定するように構成されているの
で、複数の遊技機間において稼動開始時が異なったとしても、稼動開始日時から遊技演出
における表示態様を変更するまでの期間を同じにすることができる。
【０５１２】
（９）演出制御手段は、一の状況に対して複数の演出種類（例えば、３つの表示態様１～
３）を有し、該複数の演出種類からいずれかの演出種類を選択する手段（例えば、演出制
御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１８１２Ｃ～Ｓ１８１２Ｊ，Ｓ１８
１３Ｂ～Ｓ１８１３Ｆ，Ｓ１８１８Ｃ～Ｓ１８１８Ｊ，Ｓ１８１９Ｂ～Ｓ１８１９Ｆを実
行する部分）を含み、該選択する手段は、日時が特定の時となっていないと判定されると
きには、複数の演出種類の一部から選択し（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１
００は、ステップＳ１８１２ＡでＮのときステップＳ１８１３Ａに移行し、ステップＳ１
８１８ＡでＮのときステップＳ１８１９Ａに移行する）、特定の日時となったと判定され
た後は全部から選択する（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップ
Ｓ１８１２ＡでＹのときステップＳ１８１２Ｂに移行し、ステップＳ１８１８ＡでＹのと
きステップＳ１８１８Ｂに移行する）ように構成されていてもよい。
　そのような構成によれば、演出制御手段が、一の状況に対して複数の演出種類を有し、
該複数の演出種類からいずれかの演出種類を選択する手段を含み、該選択する手段が、日
時が特定の時となっていないと判定されるときには、複数の演出種類の一部から選択し、
特定の日時となったと判定された後は全部から選択するように構成されているので、遊技
機の演出に変化をもたせることができる。
【０５１３】
（１０）遊技機は、遊技の進行を制御する遊技制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０）と、遊技制御手段が送信するコマンドにもとづいて演出装置の制御を
行う演出制御手段（例えば、例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００、リアルタ
イムクロック３５３などの各種処理回路）とを備え、演出制御手段は、外部から入力した
コマンドにもとづいて計時手段を設定する計時設定手段（例えば、演出制御用マイクロコ
ンピュータ１００におけるステップＳ７０１を実行する部分）を含み、計時手段は、計時
設定手段の設定にもとづいて時間を計時する（例えば、リアルタイムクロック３５３は、
ステップＳ７０１の設定にもとづいてステップＳ１７４９，Ｓ１７５２，Ｓ１７５８，Ｓ
１６２６，Ｓ１８０７で日付信号や時刻信号を出力する）ように構成されていてもよい。
　そのような構成によれば、演出制御手段が、外部から入力したコマンドにもとづいて計
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時手段を設定する計時設定手段を含み、計時手段が、計時設定手段の設定にもとづいて時
間を計時するように構成されているので、例えば、計時手段が計時する時間にもとづいて
複数の遊技機で一斉に演出を実行する場合に、遊技機が搭載する各基板の汎用性を確保し
つつ、正確な計時手段の計時結果にもとづいて一斉に演出を実行することができる。
【０５１４】
（１１）遊技機は、計時手段が計時する時間にもとづいて、所定の演出切替条件が成立し
たときに、遊技演出の演出態様を変更する演出態様変更手段（例えば、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００におけるステップＳ１６２６～Ｓ１６２９，Ｓ１８０７，Ｓ１８１
０，Ｓ１８１１，Ｓ１８１６，Ｓ１８１７を実行する部分）と、変動表示がなされず変動
表示を行う条件も成立していないときにデモンストレーション演出を実行すると判定する
デモンストレーション判定手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけ
るステップＳ１６２５，Ｓ１６２６を実行する部分）と、該デモンストレーション判定手
段がデモンストレーション演出を実行すると判定したときに、通常デモンストレーション
演出を実行するデモンストレーション演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピ
ュータ１００におけるステップＳ７６０４でＮと判定したときにステップＳ７６０５に移
行した後にＳ７６０８～Ｓ７６１０を実行するとともに、ステップＳ７６６０でＮと判定
したときにステップＳ７６５４に移行しステップＳ７６５４～Ｓ７６５８を実行する部分
）とを備え、該デモンストレーション演出実行手段は、計時手段が計時する時間にもとづ
いて、通常デモンストレーション演出と異なる特別デモンストレーション演出を実行する
（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ７６０４でＹと判
定したときにステップＳ７６０６に移行した後にステップＳ７６０７～Ｓ７６１０を実行
するとともに、ステップＳ７６５３でＹと判定したときにステップＳ７６５４に移行して
ステップＳ７６５４～Ｓ７６５８を実行し、ステップＳ７６６０でＹと判定したときにス
テップＳ７６６１に移行してステップＳ７６６１～Ｓ７６６４を実行する部分）ように構
成されていてもよい。
　そのような構成によれば、変動表示がなされず変動表示を行う条件も成立していないと
きにデモンストレーション演出を実行すると判定するデモンストレーション判定手段と、
該デモンストレーション判定手段がデモンストレーション演出を実行すると判定したとき
に、通常デモンストレーション演出を実行するデモンストレーション演出実行手段とを備
え、該デモンストレーション演出実行手段は、計時手段が計時する時間にもとづいて、通
常デモンストレーション演出と異なる特別デモンストレーション演出を実行するように構
成されているので、例えば、計時手段が計時する時間にもとづいて複数の遊技機で一斉に
演出を実行する場合に、デモンストレーション演出の開始タイミングを視覚的に確認する
ことによって、複数の遊技機間で計時手段が計時する時間にずれが生じているか否かを確
認することができる。そのため、視覚による確認結果にもとづいて計時手段が計時する時
間のずれに対する処理を講じることができ、遊技機の製造コストを増加させることなく、
演出の実行タイミングが複数の遊技機間でずれてしまう事態を防止するとともに、遊技者
に与える演出効果が低減してしまう事態を防止することができる。
【産業上の利用可能性】
【０５１５】
　本発明は、パチンコ遊技機などの遊技に適用可能であり、各々が識別可能な複数種類の
識別情報の変動表示を行って表示結果を導出表示する変動表示装置を備え、変動表示装置
における識別情報の表示結果が予め定められた特定結果が得られたときに遊技者にとって
有利な特定遊技状態とする遊技機の遊技に適用可能である。
【符号の説明】
【０５１６】
　１　　　パチンコ遊技機
　８　　　特別図柄表示器
　９　　　可変表示装置
　１４　　始動入賞口
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　３１　　主基板
　３５　　ランプドライバ基板
　７０　　音声出力基板
　８０　　演出制御基板
　１００　演出制御用マイクロコンピュータ
　１２０　操作ボタン
　３５３　リアルタイムクロック
　３５５　バックアップ電源回路３５５
　３５６　バックアップＲＡＭ３５６
　５６０　遊技制御用マイクロコンピュータ

【図１】 【図２】
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